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　日本は――広い。

　単に面積の問題ではなく、環境の多様性という意味で。

　例えば本州から一〇〇〇キロ超、小お笠がさ原わら諸島母はは島じまのさらに南にある夷い供く沙さ群島は行政区分としては東京都に属しながら気候は鮮烈な熱帯だ。肉にく厚あつの葉を大きく広げる樹き々ぎが密生するさまは、森というよりジャングルと呼ぶ方がふさわしい。

　夏の太陽さえ遮さえぎられ、昼なお暗い密林の中で――銃声が響いた。

　トゥタタタタタタっ！

　知らぬ者が聞けば軽すぎると感じるだろうその音色こそが、ドイツ製のヘッケラー＆コッホＧ41アサルトライフルが五・五六ミリ弾を吐はき出すメロディ。鋼こう鉄てつの妖霊バンシーの叫さけびだ。

　耳にした者に、死をもたらすための声。

「敵てき襲しゆうーっ！」

　ジャングルの中、隊列を率ひきいていた若者が叫ぶ。

　だが、警告の叫びを上げるよりも早く、部下のうちふたりが迷めい彩さい服ふくの胸を赤く染めて倒れた。

「慌あわてるな！」

　浮うき足あし立ちそうになる部下に、鋭い声が飛ぶ。

「敵が動員できる戦力は多くないはずだ。第三分隊は背後や側面からの奇き襲しゆうを警戒！　それ以外は全員正面の敵に備そなえろ！　後退しつつ散開し、分隊ごとに遮しや蔽へいを確保。確実な反撃で各個撃破せよ！」

　若者――隊長の指示で十数人がさっと散ちり、木陰に、あるいは岩陰に身を潜めた。

　散発的な敵弾の息いき継つぎを見逃さず、それぞれが半はん身みの体勢でＭ４アサルトカービンのトリガーを引く。同口径の弾丸を吐はき出すよく似た、しかし確かな差異を伴う別機種の音色が響き、今度は襲しゆう撃げき者たちを押し返す。二種類の銃声が交じり合あう不協和音の中に、人間どもの短い悲鳴が混入する。

　決して一定以上は近づく事のない、無言でありながら騒々しいやり取りが数分続いた後、襲撃者は撤てつ収しゆうしていった。

「被害状況を報告しろ」

「は！　我が軍は損失二名、負ふ傷しよう一名。それと、移送中の食料が奴やつらに強ごう奪だつされました」

「……そうか……。通信兵、無線機を」

　隊長の命令で差し出されたのは、軍用の無線通信機ではない。明らかに場違いなワンセグ携帯だった。

「報告いたします、生徒会長閣かつ下か！」

　通信兵にそれを保持させたまま、直立不動の姿勢で呼びかける。小さな液晶モニターの中では金モールの肩けん章しようを着けた少年が、柔らかい椅い子すに深く腰掛け、棒ヤスリで爪つめを磨みがいていた。

「何かな？」

　少年らしい冷たいソプラノで生徒会長――杜もり雄お直なお衛えは、隊長の方を見もせずに答えた。

「敵てき襲しゆうを受けました。当方の被害は軽けい微びではありますが、その……」

「構わないさ。言ってごらん。大丈夫、責任を問うたりしないよ。連中がそのあたりにいるのを知った上で、君を派遣したのは僕自身なんだからね」

　軍帽を目ま深ぶかに被かぶっていてもはっきりと判わかる整った顔に相応ふさわしく、蠱こ惑わく的てきとも言える声こわ音ねと表情だった。だが、その涼しさも、滑なめらかさも、美しさも、毒どく蛇じやの体表に似ている。

「は、はい……。運搬していた食料を、全すべて奪われました」

　恐縮し、緊張した隊長の報告に直衛は一瞬の沈黙の後のちに、くすくすと笑い出した。

「いや、ごめん。君の事を失しつ笑しようしてるわけじゃないんだ。安心していいよ。そのくらいの被害は織り込み済みさ。君は、君の役目をちゃんと果たしてくれたよ」

　直衛の態度に、隊長の顔に微かすかな安あん堵どが浮かぶ。

　艶あでやかな桜色に濡ぬれた口唇くちびるから、ふっと短い息を己おのが爪に吹きかける。

　Ｗｅｂカメラの向こうにいる直なお衛えは横顔しか見せていない。咎とがめる態度はないのに、隊長は敬礼姿勢で硬直したままだ。青ざめた顔を、にじみ出る汗が膜まくのように覆おおっている。

「食料くらいはくれてやるさ。『女神』さえ連中に奪だつ還かんされなければ、それでいいんだからね」

　くすくすと含ふくんだ笑いに交じったのは、独ひとり言ごとめいたそんなつぶやきだけだった。
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　真夜中、都内某区――月だけが煌こう々こうと照らす私立時と計けいヶが丘おか高校の裏門に、一台のワンボックスカーが横付けされていた。

　フロントグラス以外の全すべての窓にスクリーンが貼はられ、ナンバープレートまでガムテープで半なかば隠された「わたしたち、後ろ暗い事をやってます」と全力でアピールしているような車だ。

「品物は？」

「大丈夫。ちゃんと注文通りの数を揃そろえましたよ」

　車の中から現れたコワモテの壮そう年ねん男に、制服姿の少年が答える。

「品質の方はどうだ？　生徒会長さん？」

「そっちもいつも通り。いえ、今まで以上ですよ。なかなか腕のいい転校生が入ってきましたからね」

　時計ヶ丘高校の生徒会長は小太りで丸顔、お笑い芸人風の人好きのする風ふう貌ぼうだ。そんな見るからにお人ひと好よし風味の高校生男子が、角刈がり口ひげ派手なシャツに白スーツというイカニモ男相手に物もの怖おじする事もなく、互いに潜めた声を交かわしている。

　照らすものは月だけ。深夜の作業だというのに、門もん扉ぴに備そなえたライトも灯ともされていない。明らかに彼らの行動は他人の目をはばかるものだった。

　生徒会長が無言でハンドサインを送ると、同じ制服を着た三人がそれぞれ小こ振ぶりの段ボール箱を抱えて現れる。

「じゃ、これを。評判がいいから、少しイロ付けといたぜ」

　やはり小声で、男が厚手の封筒を生徒会長に差しだそうとしたその時――

「待ちなさいっ！」

　彼らとは対照的な高らかな声が、天から響いた。

　その場の全員が、反射的にその方角を見上げる。

　電柱のてっぺんに、満月を背負った少女のシルエットが浮かんでいた。

　長い髪を夜風になびかせたその姿は、サマーニットの白いベストにチェック柄の短いスカート。時と計けいヶが丘おか高校の女子制服だ。

　ただし、背中に白いギターを背し負よっている。

　もちろんこれは制服の一部ではない。

　変な高校が乱立している現代でも、さすがにこんな制服を採用している学校なんてあるわけがない。

「『月夜にカバを焼く』つもりなんだろうけど、考えが甘かったわね！　あなたたちの悪事は、この春日部かすかべ弐に華けが許さないっ！　夜中に大きな物に火をつけたりしたら絶対バレるし、第一カバがかわいそうでしょ！」

　びしっ！

　少女の唐突な登場に、生徒たちもコワモテ男たちも、驚くと言うより呆あきれてぽかーんと目を丸くしているだけだった。

「お前、ひょっとしてそれは『月夜に釜かまを抜く』と言いたかったのか？」

　彼女が立つ電柱の陰から、もうひとりの若者も姿を見せる。

　こちらは生徒会長たちと同じ男子の制服。端たん正せいな顔立ちだが、呆れ果てた表情は本来のシャープさを台無しにしている。

「そうとも言うわね」

「そうとしか言わない！　明るい晩に大きな物が堂々と盗まれる、そういう不注意を戒いましめることわざという点は間違ってない。確かに今夜のシチュエーションには一致してるが、この場合不注意なのはあいつらの方だ。犯罪に用心しろって警告であって、犯罪をする側に慎重さを求めるものじゃないぞ」

　若者は、立てた親指でくいくいと男たちを差した。

「そもそもカバを焼いてどうする？」

「あれ？　日本じゃカバ焼きを普通に食べるんじゃないの？　ご飯とかに載のっけて」

「二一世紀になってから既に一〇年が経過しているのに、今どきカバ焼きはベイクド・ヒポポタマスだというネタを聞かされるとは思ってなかったぞ。あれはウナギだ、ウナギ！」

「え？　ポピュラーなのはウナギだけど、カンヅメだとサンマのカバ焼きとかも売ってるよ？　別にウナギ限定じゃないでしょ？」

「それを知ってて、どうしてカバを焼くなんて考える？　サンマのカバ焼きだったらカバを焼き殺す必要なんかないだろ！　カバのカバ焼きのカンヅメなんてものが実在するなら、オレの目の前に持ってこい！」

「炭火焼きは炭を焼いて食べるんじゃなくて、炭火を使って焼いた料理だもん。だからカバに火を点つけて、その熱でウナギとかサンマをあぶるのかなって。多分、カバの脂あぶらで独特の風味が付くのよ。燻くん製せいやタンドリーチキンみたいに」

「奇跡的というよりは絶望的な勘違いだな。ダメなグルメマンガの創作メニューだって、そんなモンは出てこないぞ」

　当の男たちはというと、驚くとか身構えるとかではなしに、ぽかーんと口を開けてふたりを眺めるだけだった。

　何しろいきなり現れて漫まん才ざいめいた会話を繰り広げてるのだ。

　しかも電柱のてっぺんと根本で。

「えーと……。お前ら、夫婦めおと漫まん才ざいの一種か？」



    

  
    
      



    

  
    
      「「違う！」」

　男女の声がぴったりハモった。

　否定しても拭ぬぐいきれない夫婦めおと漫まん才ざいらしさであった。

「せっかく正義の味方が現れたんだから、今のツッコミはおかしいでしょ？」

「正義の味方ぁ？　ふざけてんのか？　上にいるのが春日部かすかべ弐に華けで、下のは秋あき月づき凱（まさ）だろ？」

「先週、ふたり一緒に転校してきたんだよな」

「そうそう。秋月の方は転校早々から実習の成績が極端に良かったんだ。で、春日部の方はすごく不器用で、何でウチに転校してきたかが謎なぞで」

「秋月の彼女で、彼氏にくっついて来ただけっていう噂うわさが」

　生徒会長ら四人は戸惑いながらも、不意に現れたふたりの素す性じようを確認し合あう。

「そ、そーじゃなくてっ！　何であたしが彼氏とか彼女とか、そーいう恥ずかしい話のネタにされなきゃいけないのっ！」

「夜中に電柱のてっぺんで名乗り上げるような奴やつは、恥ずかしいという概念について語る資格がないと思うぞ、オレは」

「じゃあキミは、あたしとキミが恋人同士とか、そういうデマが飛とび交かってもいいのっ!?」

「当然、断固拒否だ。その一点だけは全面的に同意する」

「……やっぱり夫婦漫才……？」

　電柱の上と下でテンポよく掛け合いを続けている凱と弐華に、生徒会のひとりが不思議そうにつぶやいた。

「と、とにかくっ！　あたしたちは彼氏とか彼女とか、そういう間あいだ柄がらじゃないのっ！　だから、勝手な憶おく測そくで納得したりしないでちゃんと確認のセリフを言わなきゃダメでしょ！　はい、言って！」

「え？　ああ……えーと……貴様ら、何者だ……でいいのか？」

　弐華に催さい促そくされ、生徒会長が訊たずねた。注文通りのフレーズで。

「あたしは、春日部弐華！　正義の味方よ！」

「それは最初に言った。というか、皆様オレたちの事はしっかり覚えてたじゃないか」

「そ、それでも、このシチュエーションでははっきりと名乗るのが作法でしょ。こういう段取りをないがしろにすると、この後のアクションシーンがさまにならないんだから」

「アクションシーンというのは、全すべての状況で必ひつ須すじゃない。例えば安楽椅い子す探偵には不要なものだ」

「必須じゃないけど、やっちゃダメって事でもないし。あたしもキミも、アームチェア・ディテクティブじゃなくて行動派なんだし」

「お前ら、どう見ても夫婦漫才だぞ」

　相変わらずの会話を続けているふたりに、生徒会長がまた指し摘てきする。

「ほら、見ろ。お前が余計な事ばっかり言ってるから、本題が全然進んでないぞ」

「え？　あたしのせい？　キミのツッコミが原因でしょ？」

「待て！　このままだと、また同じパターンになるから、オレが説明する」

　何か言いたそうな弐に華けを、凱まさるは大きく広げた手のひらを向けて黙らせ、改めて生徒会長を指差した。

「さて、このバカのせいで混乱気味だが、改めて名乗らせてもらう。オレたちは〈キャビネット〉の〈ヴィジランテ〉だ」

　下の男――秋あき月づき凱がそう言いながらポケットから取り出したのは、黒いレザー製の定期入れサイズの品だ。開くと、〈ＣＡＢＩＮＥＴ〉と記されたシンボルマークがある。

　身分を秘ひしての通常の調査時には携帯しないが、真正面のトラブルが想定される場合には所持する〈ヴィジランテ〉の身分証だ。

「時と計けいヶが丘おか高校――新法施行以降、元々の校名にちなんで機械式時計を中心とする精密機器の技術者育成をウリにした学校になったんだったな。方針そのものはご立派だが、生徒に実習で作らせた高級ブランド時計のイミテーションを本物に偽ぎ装そうして売ったりしたら、さすがに問題だろ？」

「……こ、これは……そ、そう！　実習で作ったものじゃない。資料用の古い時計を業ぎよう者しやに引き取ってもらおうと……」

　慌あわてていいわけする生徒会長を無視して、凱は段ボールのひとつを開けた。

　中から腕時計をひとつ迷いもなく取り上げ、手の中で弄もてあそぶ。

「残念だが、こいつは間違いなく実習でオレが作った物だって証拠があるんだ。製品番号を控ひかえてあるし、調速歯車のひとつに肉眼ではほとんど見えないサイズでオレのイニシャルを彫ってあるんでね」

「ま、まさか……。その証拠を押さえるためだけに、あのクオリティのものを作ったのか、お前は？」

『腕のいい転校生』の意外な告白に、生徒会長の顔が青ざめる。

「構う事はない。こいつらを黙らせれば、まだまだ商売できるさ。おい！」

　壮そう年ねんの声を合図に、ワンボックスからさらにふたりの男が降りてきた。どちらも髪を短く刈かり、太い首と筋肉の張った肩が窮きゆう屈くつそうな大柄だ。片方はＴシャツ、もうひとりは派手なアロハという動きやすいスタイルだ。

「ひゅう♪　なかなか、それっぽいのを出してくれたじゃない。それでこそ、こっちもやりがいがあるってものよね！」

　微笑し、弐華が回転しつつ電柱から飛び降りる。

　長い髪が夜風に躍る。

　ついでに、短いスカートも一緒に躍っているので中身が丸見えになった。

　白とオレンジの細いボーダー柄であった。

「ぐがっ！」

　アロハの大男が、いきなりうめいて倒れた。

　舞い降りてきた弐に華けが、その勢いのまま脳天にかかとをヒットさせたのだ。

　まさか中身に目を奪われた隙すきを突つかれたというわけではないだろうが。

　着地のショックで、背中のギターがボゥンとくぐもった音を立てた。

「て、てめえっ！」

　もうひとり――Ｔシャツ男が、太い腕を振り上げて襲いかかる。

　だが、力任せの反撃は軽やかなステップを前に触れる事さえかなわない。ひらひらと舞うように身をかわしながら、弐華はポケットから携帯電話を取りだした。

「な、何だ？」

　場違いな行動に、男が目を丸くする。

　弐華は畳たたまれていた電話を開き――しかし、どこにもコールしない。

　そのままふたつに分かれ、ヌンチャクに変形した。もちろん通話もメールもできない、中身は金属のウエイトなのだ。

「はぁっ！」

　短い気合いとともに振り下おろされたケータイヌンチャクが、男の顔面を直撃する。これもあっさりと白目を剥むいて大の字に倒れる。

「ひ、ひぃっ！」

　悲鳴を上げて逃げようとする角刈がり男に向かって、弐華はデジタルオーディオプレイヤー――のようなものを投げつけた。

　これも携帯電話と同じだ。見た目はありふれたプレイヤーだが、イヤフォンコードの部分がするすると伸び、男の身体からだを腕ごと縛り上げる。

　外見は普通の皮膜コードでも、実態は極細の超高張力繊維だ。男がもがいても簡単に切れたりはしない。

　捕ほ縛ばくされた男は何度か振りほどこうとしただけで、すぐに諦あきらめておとなしくなった。荒っぽい事は子分任せなのだろう。

「ちぇっ。三人とも見かけ倒し？　こんなのじゃ、あたしの腕を見せられないじゃない。いろいろ新兵器も用意してきたのに」

　縛った壮そう年ねんを地面に押しつけて取り押さえつつ、弐華がぼやく。

　凱まさるは凱で、逃げようとした生徒会長たちを難なく取り押さえて、しっかりと縛り上げていた。万が一にも逃げられないように、互いの脚を結わえた上で地べたに座らせている。

「トラブルがスムーズに解決したんだから喜べよ、正義の味方。それより、また見えてたぞ。しましまぱんつ」

「み、見えてたって、キミが見たんでしょ！」

　今リアルタイムで見えているわけではないのに、弐に華けは頬ほおを染めてスカートの裾すそを両手で引っ張った。かえって白いお腹なかが覗のぞきそうになる。

「オレの意志とは無関係な不可抗力だ。何度言ったら理解する？　見られて恥ずかしがるくらいなら、そんなスカートは穿はくな」

「そんな事言ったって、これ、ここの制服だもん。別にあたしの趣味で短くしてるわけじゃないし」

「そういう場合の対抗手段も教えたはずだ。下にスパッツ穿くとか、いくらでも防御手段がある。お前のように同じ過あやまちを何度も繰り返す愚かな人間がいるから、きっと世界から貧困や戦争がなくならないんだな」

　とうとう凱まさるの中では、世界恒こう久きゆう平和と弐華のパンツが直結してしまった。

「だから！　あたしは短いスカートを翻ひるがえして戦ってるのに、下着は見えないっていう絶妙なアクションを目指してるんだってば！」

「だったら、その技量に達たつするまででもスパッツを身につけろ。現時点でぱんつを見せないだけの腕がないなら、カバーする手立てを講じるのが人の道というものだ。それともアレか？　大宇宙のおきてでぱんつは合法だがスパッツは禁じられているのか？」

「そういうのって、逃げ腰っていうか敗北主義だと思うんだよね。やろうとしている事ができないのを前提に準備してるって」

「ぱんつを見せる勇気なんぞいらん。それよりは敗北主義の方がいくらかマシだ。自転車の練習には補助輪を付けるし、仮免の教習車は助手席にもブレーキがある。未熟ならそれを補おぎなう手立てを講じるのが文明人だ」

「だからっ！　見せたくて見せてるんじゃないのっ！　やっぱり正義の味方は高いところから現れた方がいいでしょ？」

「日本には、バカと煙けむりは高いところが好きって言葉があってな。お前は煙じゃないから自動的にバカ決定か？」

「ゴールドメダリストはいちばん高い場所に立つし、玉ぎよく座ざも高い場所にあるよね。だいたいのパターンとして」

「……何なんだ、こいつら……。何が正義の味方だよ……。そんなふざけたモンが実在してていいのかよ……？」

　ふと気がつくと、縛られた時と計けいヶが丘おかの生徒会ご一同様が呆あきれた表情でふたりを見上げていた。

　いかん――凱は大げさに頭を振った。

　どうも弐華と話していると、変に勢いがついて止まらない。

　夫婦めおと漫まん才ざい呼ばわりされそうな無む駄だ話ばなしはストップして、本来の用件を片付けなければ。

「まあ、お前らみたいに立場を利用して犯罪で小金稼ごうなんて小悪党がいるんだから、こいつみたいな正義の味方も実在してしまうってわけだ」

　凱まさるは、大げさに肩を竦すくめてみせた。この物言いが不満なのか、弐に華けの口唇くちびるはちょっぴり尖とがっている。

「さてと……。できれば〈キャビネット〉だけでケリをつけたいんだけど、偽ブランド業ぎよう者しやなんてのが関与しているのなら、警察に通報しないわけにはいかないな」

　いいわけのように声に出してから、凱はポケットから携帯電話を取り出す。

　こっちは偽ぎ装そうした武器ではなく、ごく普通の電話機だった。





　少子化に伴って従来の学校経営が難しくなった現代。

　高校新法が成立し、今までとは違うユニークな校風やカリキュラムをセールスポイントにした高等学校が次々に生まれ、生徒の自治権も拡大し、いろんな高校間を自由に転校できるようにもなった。

　しかしそれは同時に、権力を持った一部生徒による制度の悪用という、新たな問題を生み出したのである。

　そのトラブルを解決するため設立されたのが、学校の枠を超えて活動する機関――全日本高等学校生徒自治会連合特別治安委員会、通称〈キャビネット〉。

　そして、問題が起きている学校に転校し、実態の調査とトラブルの解決を図はかる実行要員を〈ヴィジランテ〉と呼ぶ。





「おふたりとも。時と計けいヶが丘おか高校での任務、ご苦労様でした」

　私立銀ぎん雲うん学院の生徒会長であり、〈キャビネット〉関東一区の事務総長でもある晦つごもり奈な々な佳かが微笑ほほえむ。

　校名にちなみ黒地に銀糸で刺し繍しゆうが施された制服に包まれた小柄な身体からだは、古めかしい執務机にはある意味で不似合いであり、見方を変えれば極めてよくマッチしていた。

　サイズを見ればスケールが不一致にも見えるけれど、風格や貫かん禄ろくという点ではまるで奈々佳のためだけにあつらえられた家具のようでもある。

　柔らかなウェーブがかかった髪とかわいらしい顔立ちの奈々佳がクラシカルな椅い子すに腰掛けていると、まるで西洋人形を飾っているような雰囲気だ。

「ま、今回は簡単だったね。手て応ごたえがなさすぎたくらい」

「最後に直接相手を殴り倒しただけのお前はそうだろうよ」

　立ったまま奈々佳に対しているのは、もちろん弐華と凱だった。ふたりとも、銀雲学院の制服を着用している。あくまでも本来は銀ぎん雲うんに在籍し、身分を秘ひして目的の高校に転校して調査するのが〈ヴィジランテ〉の基本だ。

「だいたい、お前は例によって悪者を直接ぶっ飛ばす事ばかり考えてて、実習とか授業とかは適当に流してただろうが」

「メカの組み立てとか、そーいう細こま々ごまとした事って、あたしの性しように合あわないんだよね。やっぱりこう、身体からだを使う事の方が」

　苦笑いしながら、弐に華けはしゅっとジャブを繰り出す。

「それでも一応はそれっぽく努力しろ。お前がそういう態度だから『時計に興味ない奴やつが、彼氏にくっついて転校してきた』なんてロクでもない噂うわさが立っちゃうんだよ」

「何？　あたしのせいなの？」

「お前が少しはマジメに時計作りを学びたいってフリしてたら、あんなおぞましいデマは防げたと言ってるんだ」

　ふたりのそんな言い合いを見て、奈な々な佳かはくすくすとほくそ笑んでいる。

「昨日の件、新聞やネットニュースにも出ていますよ。どこかの識しき者しやが『やはり新法で若者に大きな権限を与えたのは間違いなのではないか。かつてのように成人による管理が望ましい』なんて言ってます」

　傍かたわらのデスクでパソコンをいじっていた元もと木き君きみ貴たかがため息をこぼした。



    

  
    
      



    

  
    
      　端たん正せいとか美形とかよりも愛くるしいと言った方が似合いの、女の子めいた風ふう貌ぼうは一見頼りなさげだが、データ収集や事務処理能力に関しては一級の腕を持ち、奈な々な佳かの激務を支える優秀な秘書役だ。

「あなたの言う識しき者しやというのは、東とう星せい大学の萱かや原はら教授でしょ？　教育社会学の」

「はい。さすが会長ですね。新聞とか、当然チェック済みでしたか」

　奈々佳の問い――というより確認に君きみ貴たかが画面を確認する。

「その人、高校新法が国会で審議された時は賛成寄りだったのよね。私大の教授が、今どきの高校生を甘く見たら自分の首が絞まっちゃうのに」

　軽やかな奇き想そう曲を奏かなでるかのように、奈々佳の指がテンポよくキーボードを叩たたく。

「……会長にツッコまれるその教授に同情しますよ、オレは」

「あら？　公式サイトに上げるコラムを書いてるだけよ。〈キャビネット〉の活動内容や実情を理解してもらうための広報活動も事務局の仕事のうちだもの」

「会長の筆ひつ鋒ぽうは広報活動なんて生やさしいものじゃありません。言論の関節技フルコースとか、言葉の殲せん滅めつ戦とかそういうモンです」

「あら？　普通に意見を表明するだけよ？　誰だれかを批ひ判はんする人は、その発言だって批判の対象になり得るという事を認識するべきよね」

　しかし、表情といい手つきといい、単なる仕事の領域を超えて嬉うれしそうなのは凱まさるの見間違いではない。

　口調や態度同様、奈々佳は文章でも表面はソフトで美しい。だが、内実は痛烈だ。

　以前にもテレビのワイドショーで『〈キャビネット〉など子供のお遊び。自治能力などない』と発言したコメンテーターに事務局名で詳細なデータ付きの公開質問状を送りつけ、論旨の矛盾や根拠のない思いこみを逐ちく一いち指し摘てきした事がある。高校生相手に完かん璧ぺきに言い負かされ、挙げ句に逆ギレする姿は動画投稿サイトでもネタとして利用されているほどだ。

　奈々佳にかかれば、その場その時のウケだけで一貫性のない事を言っているタレント学者ごときは敵ではない。

　データの確かさ、論理構築の強固さ、そして文章の読みやすさ。どれを取っても奈々佳の方が数段上。しかも〈キャビネット〉のサイトにアップされるという事は、新聞をあまり読まない多くの高校生の目に触れるのだ。

　その教授、ひいてはその大学がいい加減で信用できないという事が、よりによって高校生の間であっという間に広まる。自じ業ごう自じ得とくではあっても、今どきの私立大学にとっては無視できないダメージになる。

　相手が嫌がる事を着実に、的確に実行する――奈々佳の恐ろしさは、凱がいちばんよく知っている。

「だいたい、この制度って法律で決められたのよ。おとなの都合で勝手に仕組みを変えて、面倒をわたしたちに押しつけて、不都合が出たらわたしたちだけの問題みたいに批難するなんて、困ったものだわ」

　キーを叩たたく手を休めて――あるいは、もう書き終えたのか――奈な々な佳かも長く息を吐はく。

　その様子だけ見ていれば、物思いに耽ふける深しん窓そうの令嬢という風ふ情ぜいなのだけど。

「お任せください、会長。更新の用意はもうできてます」

　君きみ貴たかの瞳ひとみは、まるで夢見る少女のようにきらきら輝いている。

　こっちはこっちで、まるで恋に恋する純情乙おと女めみたいな雰囲気だ。男なのに。

　常に奈々佳の期待に応こたえ、奈々佳の行動のために下準備や後始末をするのが君貴の生いき甲が斐いらしい。凱まさるにはどうしても理解できないが。

　確かにいろんな問題を内包しているけれど、当の凱たちは新法下の高校生活しか知らないから、昔との比較なんてできないし、何より自治権が認められても高校生が自力で開校できるわけでもない。

　結局〈キャビネット〉はその限界の中で面倒を片付けているだけなのだ。

　凱たち〈ヴィジランテ〉が出向いて解決する案件の大半は高校新法違反とは言っても、校内で完結する問題だ。生徒の権利を蔑ないがしろにしたり、規則を悪用して私益を図はかったり。そのレベルなら、いちいち新聞沙ざ汰たにはならない。

　だが今回は偽ブランド品の輸出という、外部と関かかわる事件だった。さすがに報道を差し止める権力など〈キャビネット〉は持っていない。

　ただ事件を穏便に解決するだけなら、証拠物件と資料を押さえ〈キャビネット〉に報告するだけで済ませた方がよかった。

　だが、それでは密売組織が時と計けいヶが丘おか高校の連中を切り捨てて逃げおおせるかも知れない。だから、取引現場を現行犯で押さえるという手段を、あえて凱も選んだのだ。

　おかげで、弐に華けが存分に活躍できたというか、しちゃったのだが。

　学校というのは本来は外部から介入しにくい、小さな世界だ。

　もちろん完全に外界と無む縁えんでいる事はできないが、それでも扱いづらいのは事実。それなのに新法以降は生徒の自治権が拡大した上に、より「実用的」な科目を教えるところが増えたおかげで、制度を利用して不正な金かね儲もうけに走るケースが多いのだ。

　思い起こせば、弐華と最初に出会った清せい恋れん高校でのミッションもその典型だった。

「あたしとしては、悪い奴やつを叩きのめせて楽しいんだけどね」

「黙れ、目立ちたがり屋」

　ポキポキ指を鳴らす弐華に、凱がため息をつく。

　凱は一年生の頃ころから〈ヴィジランテ〉としていくつものトラブルを解決してきた、いわばベテランである。それがこの春、ひょんな事から「正義の味方」を自認するこの変な女と出会い、奈々佳の面白半分のせいもあって、以後コンビを組む事になってしまったのだ。

　まあ、実際にコンビになってからの成果が高いのも、凱まさるには不本意ながら事実だった。時と計けいヶが丘おか高も含ふくめ、既に解決したケースが二か月半で六つというハイペースなのだから。

　今回だって、単純な殴り合あいにおいては理不尽なまでに強い彼女がパートナーでなかったら、本業の犯罪組織が出で張ばってくる取引現場を直接押さえるという荒業が可能だったかどうか。

　ただし、その分オーバーワークなのも事実。

　いい加減、任務を離れて骨ほね休やすめしたいというのが凱の本音である。ただでさえ、弐に華けと顔をつきあわせていると疲労感が倍増セールだというのに。

「そろそろ一学期も終わりですし、さすがにもう転校任務はないでしょ？　オレは夏休みになったら温泉にでも行って骨休めしたいです」

「温泉って年寄りくさいなぁ。キミ、同じリフレッシュでももうちょっと若々しいのは考えないわけ？　せっかく夏なんだし海とかさ」

「年寄りくさいとか言うな。渋いという言い方もあるだろ」

　うずくこめかみを押さえながら、弐華の方に顔を向ける。

　確かに失策だった。少なくとも温泉で骨休めというのは、地味で華に欠ける。弐華だったらもっとキレのいいセリフが自然に吐はけるのだろうが。いや、そもそもカッコよさを最優先する彼女は、こんな弱よわ音ねめいた事は口にしないか。

「いやー、やっぱりおっさんというかおじーちゃんっぽいよ、それ。あたしとしてはやっぱり海だね、夏は。できれば南の島とか」

「そんなに海がいいなら、お前ひとりでガダルカナルにでも硫い黄おう島じまにでも行って玉砕するなり星せい条じよう旗き立てるなり好きにしてこい。どうして夏休みまでお前とつきあわなきゃならんのだ？」

　いや。家にいたって姉や妹にコキ使われるだけだが、それにしたってこいつと一緒という選択はない。絶対にない。

「あ、そーか。ほら、ここしばらくずーっと一緒だったから、それが当たり前みたいに思えて」

「そんな誤った考えは捨てろ。物理的実体がないモノを廃棄するのは、ゴミ出しの曜日を気にする必要はないから今すぐ即座にたちどころに捨てていい」

「ふたりとも、いいかしら？」

「あ、すいません」

　奈な々な佳かの声に、正面に向き直る。

　どうもよくないパターンだ。弐華と話をしていると、どんどん余計な方向に転がっていってなかなか止まらない。

　決して話が弾はずむとか、そういう事ではないのだ。

　ないのだと思いたい。

　ないといいなあ。

　もうすぐ夏休み。できる事なら、残り少ない一学期は弐に華けのボケに突つっこむ事なく任務にも追われず、ついでに家族から雑用を押しつけられる事もなしに安らかに過ごしたい。そのためにはひとり旅だ。温泉で休養だ。

「温泉っていう秋あき月づきくんの希望には応こたえられないけれど、春日部かすかべさんの方は大丈夫よね」

「へ？」

　奈な々な佳かの言葉にきょとんと目を丸くする弐華の隣となりで、凱まさるはある事実に勘づいた。去年までアメリカ暮らしだった弐華にはピンと来ないかも知れない。

　だが、東京には存在するのだ。熱帯の島が。

「これを見て」

　天使のような笑みを浮かべて、奈々佳は五〇〇ミリリットルサイズのペットボトルを机の上に置いた。

　表面は微かすかに汚れていて、中に液体は入っていない。その代わりは、折りたたまれた白い紙。

「何？　これ？」

　手に取り、弐華はボトルをあっちに向けこっちに向け、持ち上げて下から見上げたりと、いろんな角度を試してみる。それでも紙には何か書かれているとしか判別できず、しきりに首を傾かしげている。

「ちょっと貸せ」

　なかばひったくるように、凱はボトルを受け取った。

「別に開けるなって言われてないだろ。フタ開けずに中の汁を飲めって一休さんのとんち話じゃないんだ」

「あ、そっか」

　ひねるとあっさりキャップは外れた。ただ、飲み口が小さいので引っかかって逆さに振っても中の紙は出てこない。

「くっ！　このっ！」

　簡単そうに思えた事ができないと妙にイライラしてしまうのは誰だれでも同じ。しかも、これだけ単純な作業だとコツも何もあったものじゃない。

「うっ！　むむむぅっ！」

　もう一度ボトルを奪だつ還かんした弐華は、とうとう飲み口に強引に指を引っかけて引き裂こうとし始めた。

「おい。そのバナナを棒で落とせないサルのような行為というのは、お前の基準でカッコいいのか？」

「だって、こういうのがわからないってイライラするじゃない？」

「いいからこっちによこせ。文明人の手法を教えてやる」

　弐に華けからボトルを受け取り、胸のポケットからボールペンを取り出してひっかき出そうとした時――。

「既に、一度取り出して、スキャンしてありますよ。見つかった時の状況を再現するために入れ直しただけで」

　あっさり言い放つ君きみ貴たかに、弐華と凱まさるは真まっ赤かな顔を見合わせた。

　考えてみれば、どういう用件か奈な々な佳かが理解した上で話を切り出しているのだから当然の話だ。

「本当、ふたりともこういうところは似ているのよね」

　事実が事実なので、くすくす笑う奈々佳に反論ができない。

　せめて弐華ひとりでも何か言い返してくれればいいのに、彼女は彼女でバツが悪そうに笑ってるだけだ。

　いわば、無言がハモってしまった状態。

「関かん東とう海かい洋よう高校の実習船が小お笠がさ原わら沖で偶然見つけたものが〈キャビネット〉事務局に届けられたの。文面は、これよ」

　モニターにスキャンした画像とテキスト起こししたものが表示された。

　手書きの文章は――『生徒会から女神を救い出さねばならない。支援を求む』

「面白そうなテキストね」

「面倒くさそうな文章だな」

　ほぼ同時に呟つぶやいた言葉のズレに、凱は内心安あん堵どする。

　そうだ。これが普通だ。これこそが正しい。

　春日部かすかべ弐華などという非常識女と妙に波長が合あったりするのが間違いで、こんな風に意見が食い違うのが本来の状態なのだ。

「多分、つまらないイタズラだな。具体的な事は何も書いてないし、本当に何かトラブルがあるのならボトルに入れて流すだなんて不確実な方法を採るなんてありえない」

「東京湾のずーっと南の海の上なんでしょ？　無人島かどっかに漂流してるのかも知れないじゃない？　ミステリアスなメッセージで、あたしの力を必要としそうなトラブルの始まりって感じしない？」

「しない。少し冷静になれ。たまたまペットボトルと白紙と筆記用具はあったけれど、電話もメールもネットもないなんて絶妙な状況があるか？　狼煙のろしでも上げた方がずっと早い」

「秋あき月づきくんも冷静になってね」

　奈々佳が目を細める。

「そんないい加減な話だったら、あなたたちに見せたりしないわ。つまり、どういうメッセージかはある程度判明してるの」

　予あらかじめ打ち合あわせしていたわけでもないだろうが、奈な々な佳かの目め配くばせだけで君きみ貴たかはスキャン画像の一部分をズームアップした。白紙の端には、星形と翼、それと月げつ桂けい樹じゆの葉をデザインしたマークが型押しされている。

「これは、ミリタリオ学園高校の校章よ。この便びん箋せんはミリタリオの購買部でだけ販売されているもので、本ほん土どで入手するのはまず不可能だわ」

「ミリタリオ学園――従来の高校が校風やカリキュラムをお色直ししたんじゃなく、新法に合わせて新たに開設された学校ですね。創立が二年前なので、まだ卒業生はいません」

　君貴が画面を切り替え、呼び出した資料を凱まさると弐に華けに見せた。

　小お笠がさ原わらよりさらに南の夷い供く沙さ群島に作られ、外界との交通手段は学校側が用意する船のみ。当然、全ぜん寮りよう制せいだ。

　そして、その校こう是ぜは『戦争に学ぶ』である。

「いわゆる士官学校とか兵士の訓練所とか、そういうの？『トップガン』とか『フルメタル・ジャケット』とか『Ｇ・Ｉジェーン』とか？」

「違う。戦争を学ぶんじゃない。戦争に、学ぶんだ。少なくとも、建たて前まえはな」

　弐華の勘違いを正しつつ、凱は資料に目を通す。

　軍事教練やシミュレーションをカリキュラムに取り入れ、勇気や決断力、統率力、集団行動などを身につける。また、戦史研究や軍事シミュレーションを通じて政治や経済などでも役立つ大局的な戦略眼を養うというのが、ミリタリオ学園の方針だった。

「ね？　この『特例校３Ｍ』っていうのは何？」

　資料に見つけた奇妙な言葉を、弐華が指差す。

「〈キャビネット〉のメンバーになったのなら、新法くらいひと通り読んどけよな」

「あー、一応目は通したんだけど、途中で頭痛くなっちゃって」

「三か月転校不可って意味だ。Ｍは月マンスのＭ」

　新法で転校は容よう易いになったが、学校によっては特殊なカリキュラムの都合がある。一定期間在籍し、特定の単位を修得しない限りは移籍が制限されるのだ。

　例えば危険な爆発物について教えている場合、実際の使用法と安全対策、関連法規を全部マスターしなければならない。爆薬の調合法を学んだだけで転校されては、危険な生なま兵びよう法ほうを野やに放つ事になる。

「ミリタリオもそういう方針ね。軍事関係には、一部危険な実習もあるという事で。それと騒音などで近隣住民と不要な摩ま擦さつを起こすのを避けるために無人だった離れ小島に開校した、という事ね」

　極めて特殊な授業内容と、不便な校舎。この組み合わせのため、経営が成り立つ程度の入学者は存在しているが、途中で転校していく者はほとんどいない。現時点ではまだ卒業生もゼロだ。

　そして物資や交通、郵便電話ネットに至るまで、本ほん土どとの連絡はすべて学校当局が管理している。ある意味では、新法で強化された生徒会の権限が島を完全に管理している形と言える。

「そんなわけで〈キャビネット〉としても一度調査した方がいいという話は前々から出ていたんですよ。だけど、生徒側からの具体的な苦情やトラブルの通報も当然ないから、どうしても後回しになってたんです」

「つまり、絶体絶命のピンチに陥おちいった人が、最後の手段としてメッセージボトルを流したってわけね。あたし好みのドラマティックなシチュエーションじゃない」

　君きみ貴たかから説明を受けて、弐に華けは満面の笑みで親指を立てた。

　身勝手な弐華の想像を否定したかったが、現時点で凱まさるが持っている情報ではその材料がない。ミリタリオ学園の実情が不明である以上、結構あり得る事なのだ。

「というわけで、一学期最後の仕事よ。秋あき月づきくん、春日部かすかべさん、ふたりでミリタリオ学園に転校し、このボトルを流した人と接触。『女神』の正体を探り、重大なトラブルである場合は現場の判断で解決してください」

　こっそり無線機でも持ちこまない限り逐ちく一いち事務局の指示を仰ぐ事はできないのだから、いつも以上に〈ヴィジランテ〉の判断に任すのは妥だ当とうな指示だ。

　派遣されるのが自分自身だという事を別にすれば。

「会長、別にいつもいつもコンビを組む必要はないでしょ！　いつもより遠出になるんだし、やる気満々でエネルギーが無む駄だに余っているこいつに一任しましょう。体力気力に限界のある普通人であるところのオレは、ゆっくり休養して心身の回復に努めます」

「だーめ☆」

　苦情を申し立てる凱に奈な々な佳かは、あろう事かウインクまでしてみせた。傍かたわらでは君貴が口唇くちびるを尖とがらせて、虚こ空くうで指をわきわき蠢うごめかせている。別に奈々佳のウインクは凱に好意があるからではない。こうすると凱が嫌がるからやっているだけだ。

　会長も君貴の気持ちは承知してるんだから、ヘタに気を持たせるくらいなら少しはサービスしたっていいだろうに。ウインクくらい、タダなんだし。

「資料を見たでしょ？　ミリタリオは全ぜん寮りよう制せいよ。もし男子寮で何かがおきているとしたら、春日部さんだけじゃ難しいでしょ？」

「『女神』って書かれてたじゃないですか！　きっと女性絡みの事件です。オレには無む縁えんですって！」

「軍事を教える学校よ。ただの暗号名かも知れないわ」

　これも、もっともな話。

「し、しかしですね、会長……っ！」

「秋あき月づきくん。あなたの気持ちはわかるわ。でも、あなたが本当は合理的な判断ができているからこそ、何とか理由をこじつけたがってるっていう事も、わたしにはわかっちゃうの」

　それはそうだ。

　ここまでの情報で、男だけでも女だけでもミッションに支し障しようを来きたしそうなのは明らかだ。

「……で、会長はそれがわかった上でオレに押しつけるわけですよね」

「わたしとしても心苦しいのよ。でも、こんな難しい任務はあなたたちにしか任せられないの」

　嘘うそだ。絶対嘘だ。

　この女は、凱まさるが困るのを見て楽しんでいる。

「ま、そこまで言われたら引き受けないわけにはいかないよね！」

　脳天気な弐に華けは、笑顔で凱の背中をパンと叩たたいた。

　こいつはこいつで、奈な々な佳かの思惑とは無関係にシチュエーションだけで盛り上がって乗り気満々だし。

　結局のところ、ミッションが発令される時点でもう凱の意見が通らない事は決まっちゃってるという、いつものパターンなのだ。



    

  
    
      
第二章　潮の香りと硝しよう煙えんの臭におい





　週に一度の旅客船で小お笠がさ原わらの父ちち島じままでまる一日。一泊の後、そこから学校が用意した小型クルーザーでさらに六時間――地図で見た時から想像はしていたが、ミリタリオ高校がある夷い供く沙さ群島への道行きはかなりの長さだった。

「まったく……。これだけの時間があったら、ジェットで地球の裏側にだって行けるぞ」

　船首側のデッキで凱は呟つぶやいた。

　忙しいのはもう諦あきらめた。

　自分の能力が評価されている、求められていると思えば、誇らしくもある。少なくとも、ずーっと愚痴ってるよりはそう考えていれば精神衛生にいい。

　ただ、さすがに船に揺られての長旅は慣れない身にはきつい。小笠原には民間の空港がないし、水上機などで直行というわけにもいかないので仕方ないのだけれど。キャビンに籠こもっているよりは、まだ外の空気に触れている方がすっきりする。

　自分が冗談で口にした硫黄いおう島じまのご近所まで出張する羽目になるとは、さすがに想像の外だった。

　きっと運命の女神というのは極めて根性が曲がっていて、他人が苦しむのを見るのが唯一の趣味なのだ。女神なのだから、そうに決まっている。そんでもって、多分顔は奈な々な佳かに似ているはず。

「せめて、こいつと一緒じゃなかったらなぁ……」

「ん？　何か言った？」

　舳へ先さきに立って長い髪をなびかせている弐に華けは、水着姿だった。

　白黒ツートンでボトムのカットが急角度の、かなり大胆なデザインのビキニ。引き締まった筋肉をほどよい脂肪で包んだ複雑で滑なめらかな曲線を誇こ示じするように、風に向かって立っている。白い肌の上には、波のしぶきが水の玉をいくつも結んでいた。

「……どうしてお前はいきなり水着なんだ？」

「目のやり場に困る？」

「今さら困るか！」

　女系家族というか、女じよ傑けつの中で育った凱まさるだ。特にいちばん上の姉は現役グラビアアイドルで、酔っぱらっては下着姿で家の中をうろつくのが当たり前。水着程度でうろたえるものではない。

　いやまあ、確かに弐華は一般的に言うところの美人だし、プロポーションだってその姉に匹ひつ敵てきするくらいなのだけど。しかも白いクルーザーとか、降ふり注そそぐ陽光とか、あつらえたみたいに絵になっているし。



    

  
    
      



    

  
    
      　これは別に、こいつが魅力的だとか、そういう事ではない。

　単なる客観的事実。世間一般大多数の男性はそういう評価をするであろうという理性的な判断だ――自他共に認める女嫌いである凱まさるは、心の中で念を押す。

「南の島に行くんだから、水着。どこかおかしい？　合理的じゃない？」

「確かに南の島だが、オレたちは転校生だぞ。無む駄だに目立ってどうする？」

　極秘の任務で出向くのに――言わずもがなの事は言葉にしない。

　凱の方へと弐に華けが向き直った。

　なびく向きが変わって乱れた髪を手て櫛ぐしでさっと整える。

「南の島で水着なんて、別に目立たないでしょ？　毛皮のコートとかプレートアーマーとかサンバカーニバルの衣装とか着てたらそりゃ変だけど」

「逆の極論を引っ張り出したからといって、自分の異常行動を正当化する事にはならない。そんなのは初歩の詭き弁べんだ」

「転校生ってだけでもう印象に残っちゃうんだから、地味に行きたいっていうキミの作戦って無駄だと思うけどな」

「声が大きい」

　ボリュームを落とした凱に対して、弐華はまるっきり気にしていない口調で答える。

　元々転校生の少ないミリタリオ学園だ。この船にも、クルー以外で乗っているのは弐華と凱のふたりだけ。目立たない普通の転校生を装うというのが明らかに無理のあるプランなのは、凱だって理解している。

　だが、それでも用心できるならした方がいいに決まっている。

　文面から考えれば、例の手紙の主はミリタリオの生徒会とは敵対している者だ。だが、夷い供く沙さ島へ向かうこの船だって生徒会が運航を管理している。

　もしも凱たちが手紙の主に味方するのなら、現状は敵の手のひらに乗って敵のポケットに飛びこむかのごとき無む謀ぼうな行為だ。

「だったら、水着でいいじゃない」

　凱が小声で話した事に、弐華は笑顔で胸を張った。小さな布にカバーされたバストが誇らしげに揺れる。

「あたしたちの正体がバレてこの船から突つき落とされても、そのまま島まで泳いでいけばいいんだもん」

　この女なら、その程度の遠えん泳えいは本当にやりかねない。

　凱は無言で頭を抱えた。

　そうでなくても頭が痛いというのに。もちろん生理的な意味ではない。待ち受けていそうなトラブルの想像がつかないのが、悩みの種なのだ。



　数日前――。

　任務でいろんな学校を渡り歩いてきた凱まさるだが、ミリタリオのように孤島で全ぜん寮りよう制せいで、しかも最初からちょっとキナ臭い方針を掲かかげている学校というのは初めてだ。

　何と言っても軍事関係についてはほとんど予備知識がない。そこで、少しでも参考になればと姉し妹まいたちに訊たずねてみようと思ったのだ。

　任務を告げられたその日は、たまたま姉妹が四人とも揃そろっていた。

　ただし――

「……で、どうしてみんな水着なんだ？」

　秋あき月づき家のリビングダイニングでは、四姉妹が水着姿で凱を待ち受けていた。

　理不尽というか不ふ条じよう理りというか、我が家は普通じゃないというのは常々理解していたつもりだが、何の予告もなくご家庭内水着デーなんていう怪イベントは一七年の人生で初めてだった。

　秋月家はかなりの豪ごう邸ていだが、さすがに庭にプールなんてないし。

　母はゴーイングマイウェイな人だけど、さすがに東京郊外の新興住宅地で、そんなものを設置しない程度の分ふん別べつはあるのだ。

「おかえり～、まーちゃん。あのね、もうすぐ夏休みでしょ？　今年は久しぶりに家族揃って別荘とかどーかなって。ママも帰国したら合流って事でさ」

　陽気な声で答えたのは、次女の究きわむだ。

　グラマーな身体からだで、カーマインレッドのビキニがはち切れそうだ。しかも、その上からわざわざ白衣を羽は織おっている。近視用のメガネとともに、帝てい大だい理学部に籍を置く身のトレードマークとして手放したくないらしい。

　ちなみに、ランジェリーメーカーを中心に複数の会社を経営する母親は、仕事と道楽を兼ねてまた海外出張しており、戻ってくるのは三日後の予定。

　さらに余談だが、母がいてもいなくても、家事は基本的に全部凱の受け持ちである。

「悪いけど、オレは参加できないぞ。ちょっと泊まりがけで出かける事になったから。帰りがいつになるかわからないしな」

「えーっ！　お兄にいがいないとつまんないよ～。ご飯作ったり、マッサージしたりしてくれないと困るし」

　ツンと口唇くちびるを尖とがらせ、椅い子すの上で投げ出した脚をバタバタ振り回しているのは妹の獲えるだ。

　こっちは、布地の薄いぴったりした競泳用。女子自由形のオリンピック日本代表候補なので、いつも通りと言えばまあいつも通りの姿である。さすがに家の中でこの格好というのは珍しいが初めてでもない。

　新品をあつらえると、凱に見せびらかすのが獲の習慣でもある。

「先約だから、仕方ないだろ。それに、オレだけじゃなくて他ほかのみんなの都合は大丈夫なのか？　獲えるのトレーニングとか」

「あ。それなら大丈夫！　ちゃんと休み取れるよ～。で、海でいーっぱい泳ぐの」

「お前、毎日泳いでるだろーが」

「クラブのプールで泳ぐのはスポーツで、練習。海はレジャーだもん。全然違うよ」

　今度は脚ではなく、腕でクロールの真ま似ねをしてみせる。

「それに、達いたるの仕事だってあるだろ？」

「……」

　名前を呼ばれ、ほとんど音になっていない小さな声で呟つぶやいたのは凱まさると同い年、三女の達だった。

　彼女のスレンダーな身体からだを覆おおっているのは、シンプルなシルエットで幾き何か学がく模様がプリントされたワンピースだ。前髪をぼさっと伸ばしている事でも明らかな通り、日ひ頃ごろから身なりには全然構わないし外出も嫌がるので、達の水着姿というのは凱にとってもレア中のレア映像だった。何年ぶりだろうか。

「ほら、達ちゃんだって珍しくノリノリなんだよ？　まーちゃんが行かないときょうだい勢せい揃ぞろいにならないじゃない」

　凱の腕に抱きついて究きわむが訴える。

　こういうイベントを仕切るのは、いつでもお祭り好きで宴えん会かい担当の彼女である。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、達いたるは無言で首を左右に振った。口唇くちびるから、小さく息が漏もれている。

「残念だったな、究きわむ姉ねえ。達は、そもそも海に行く気なんかないってさ。連載の締め切りもあるし」

　達はほとんど家から出ない引きこもり状態だが、いわゆるニートでも不登校でもない。そもそも最初から高校に入学していない。

　現在二本の連載を抱える人気マンガ家なのだ。

「えーっ？　そうなの？　だって、あたしが持ってきたの着たから、てっきりその気なんだと思ったのに～」

「ヒロインの水着シーン描かくから、着き心ごこ地ちとかの参考にするためだってよ。何しろプロだからな。そう簡単に仕事は休めないって」

　達は無口で、聞こえるか聞こえないかの小声で言いたいことをほんのひとつかふたつの単語でしか表現しない。家族の中でも彼女の言いたい事を全部理解できるのは凱まさるだけなので、こういう時はメッセンジャーというか翻ほん訳やくも彼の役目である。

　この夏はコミックスの発売予定もあるから、カバー用のカラーイラストやら描き下おろしオマケページやらで普段以上に日程が厳きびしい。せっかくだから連載中では使いそびれた水着ネタを使おうと、とりあえず着てみただけ――というのが、断片的な小声から凱が理解した事の次第である。

「ねー、達ちゃんも海行こうよ～。まーちゃんも連れてっちゃうから、達ちゃんひとりでお留守番だよ？　それって寂しいし、不便でしょ？　紙とかペンとか、全部別荘に持って行ってそっちで仕事すればいいじゃない？」

　究の提案に、達がちょっと考えこむ。

　彼女は、よほど締め切りに追い詰められた時のヘルプでしかアシスタントを呼ばない。普段の手伝いは、凱ひとりで間に合あわせている。

　つまり、別荘で作業というのも難しくないのだ。

「ちょ、ちょっと待て、達！　なぜそこで真剣に悩む？」

「……」

　海のシーン、描くかも。何年も行ってないから、雰囲気つかみなおしてもいいかも知れない――ほとんど無言だが、達がそう言いたいのがわかる。

「究姉も究姉だ。オレはきっぱり参加できないって言ったんだぞ！　どうして行くって前提で話をする？」

「そりゃお前には一切の決定権がないからに決まってるだろーが！」

　ひゅ～、カコンっ！

　ビールの空き缶が一直線に飛来し、凱の頭を直撃した。

　軽いアルミだから痛みはない。ただ、さすがにちょっと心が傷つく。

　投げたのは、いちばん上の姉である優すぐるだ。

「せっかくあたしもスケジュール空けて別荘でコキ使ってやろうと思ったのに。家族勢せい揃ぞろいじゃないと楽しさも半減じゃねーか」

　舌打ちしたのは、長女の優。大学生であり、写真集売り上げトップを誇る人気グラビアアイドル。ビールで酔っぱらってソファーに寝っ転がり、悪態をつく表情でさえ息を飲むほど美しい。

　今日は機嫌がいいらしく、いつもなら命令とともに飛んでくる蹴けりはなしだ。

　ちなみに、優の水着はバストの部分とボトムが縦に繋つながったストリングタイプのワンピース。なまじのビキニ以上に中身を選ぶデザインである。

「仕方ないから、今ここでコキ使ってやる。さっさとつまみと、追加のビール持ってこい」

「はいよ」

　ぐずぐずしてると必殺のグラビアクイーン生なま足あしキックが来そうなので、とりあえず凱まさるはキッチンで手早くビール用のつまみに手羽先の南なん蛮ばん揚あげと枝豆をこしらえる。

　いつもの事なので前もって下ごしらえを済ませたものをストックしてあるから、あっという間に料理を済ませる。

「んで、泊まりがけって何の用だ？」

　何本目なのか。ロング缶のプルタブを引き開けながら優が訊たずねた。

「えーと……その……」

　しまった。

　表向きのいいわけを考えていなかった。

〈ヴィジランテ〉活動の事は、母以外の家族には内緒にしている。

　放任主義というか、法に触れたり、他人に迷惑をかけたりしない限り各自が勝手に何をやっても自由というのが秋あき月づき家の家風だが、互いに一切関かかわらないという意味ではない。皆それぞれ忙しいけれど、こうして時間を作っては顔を合あわせ、普通にそれぞれの学校や仕事の事を話す。

　ただ、本来秘密が多い〈ヴィジランテ〉の任務というのは家族相手でも大っぴらに話すべき事ではない。

　それに、各おの々おのはっきりとした才能や目標を持っている姉し妹まいたちに比べると、器用貧乏で与えられた任務をこなしているだけの己にちょっと引け目があるのも事実なのだ。

「ほら！　夏だし、カノジョと泊まりがけでアレとかナニとかするんでしょ？　まーちゃんもお年とし頃ごろだしねー。こんな美人のお姉様にいつも囲まれてるんじゃ、いろいろ溜たまるモノも溜まるでしょ？　男の子の生理現象としてとーぜんよっ！」

　嬉うれしそうに、究きわむが腕に抱きついてきた。わざとらしく、凱の腕をぐりぐりぷにぷにと己の胸に押し当てる。

「は、放せよ、究きわむ姉ねえっ！」

　全体のプロポーションという点ではさすがに現役人気グラビアアイドルの優すぐるに一歩譲るが、胸のサイズそのものでは家族の中でいちばんなのだ。

「えーっ！　カノジョって、ひょっとして前にウチに来たあの人？　弐に華けさんだっけ？　ちょっとカッコいい人」

「カノジョじゃねえっ！」

　誤解もたいがいだが、アレをカッコいいと言ってしまう妹の将来に一いち抹まつの不安を感じている。いや、我が家を訪ねてきた時はそれなりに猫を被かぶっていたから、見た目だけの評価なのか。

「あの人、嫌いじゃないけど、お兄にいはボクたちが使うのに……。ね？　まさかお婿むこに行ったりしないよね？」

「……（ぶんぶん）」

「全然違うっ！　いつもの究姉の思いこみ！　あいつは、ただのクラスメイトだって言っただろ！」

　また座りバタ足の獲えると、無言で首を振る達いたるに向け、必死に抗弁する。

「そうじゃなくて、男友達と……そう、サバイバルゲームだっけ？　人数あわせでアレに参加させられる事になったんだよ」

　ようやく手て頃ごろな嘘うそを思いつく。

　頭の回転には自身があるし、普段の任務ではたいがいのトラブルをその場しのぎで切り抜けている凱まさるだけど、やっぱり家族相手では勝手が違う。

「で、そいつが言うには、戦争の事を覚えれば政治や経済、日常の人間関係にも役立つって事なんだけど、姉貴たちはどう思う？」

　よし、これでＯＫだ。やっと本来訊たずねたいテーマへと、ごく自然に誘導できた。

「確かに、この国はそういう事にアレルギー強すぎて、必要最低限の事も教えないってきらいはあるな」

　身体からだを起こし、ソファの上にあぐらをかいて、左手でつかんだ手羽先をワイルドに噛かみちぎりながら、優は話を始めた。ジューシィな脂あぶらが口唇くちびるから顎あごのラインを伝い、豊かに盛り上がった胸の谷間に落ちて、てらてらと光る。

　グラビアクイーンが仕事でも見せないようなセクシーポーズなのだが、凱としては別に嬉うれしくも何ともない。日常茶さ飯はん事じだし。

　姉の優は将来の目標が「人類の政治的指導者、最低でも日本の頂点」という、無む駄だにスケールがでかい大物だ。

　しかも、単なる誇こ大だい妄もう想そうではない。大学は政治学部でトップの成績を修めているし、芸能活動も将来のための知名度作り人脈作りだという彼女は、このテーマにも一家言あるらしい。

「だけど、あたしに言わせれば、戦争や軍事の事を何も学ばないのはバカだけど、軍事の事を学べば何にでも応用できる、何でも理解できるとか考えてる奴やつは、その次くらいのバカだ。単なるレジャーやスポーツ、趣味としてなら、サバゲーも悪くないけどね」

　ロング缶を一気にあおって口元の泡を拭ぬぐい、右手の人差し指を立てて銃を真ま似ねる。

「政治や経済の方が、戦争よりもパラメータの多い込み入ったゲームだぞ。もっとはっきり言えば、戦争なんて政治や経済の構成要素のひとつでしかない」

　言われてみればその通りか。

　普通の軍隊は国に属するし、兵器の調達も兵士の給料も経済活動の一環だ。どんな戦争だって、もっと大きなシステムの一部と考えられる。

「逆ならともかく、簡単なゲームの部分的手法をもっと複雑なものに『応用』できるか？　戦争論を政治に応用するなんてのは、ルークの動かし方だけ覚えて、チェス全体に応用して勝てると思いこむくらいアホな話だな」

　野望はさておき、現在のタレント活動では露ろ骨こつに政治的な発言はできないストレスもあるのだろう。酒の助けもあるのか、優すぐるはいつも以上に饒じよう舌ぜつだ。この後も十数分、ひとりでいろいろとしゃべり続けた。

「戦争かぁ……」

　話し疲れて優がひと息つくのを待って、究きわむが呟つぶやく。

「恋は戦いなんて言うよね？　まーちゃん、ひょっとして修しゆ羅ら場ばってる？　相手はやっぱり例の弐に華けちゃんでしょ？　そーなのねっ？　で、もうひとりはどんなの？　家族の中だと誰だれに似てる？」

　ローテーブルに手をつき、次じ姉しの究がぐんと身を乗り出す。

　重力に引かれて、豊かな乳房が自然に揺れる。

「優姉ねえは万人受けする正統派美人タイプだし、元気でかわいいのなら獲えるちゃん。達いたるちゃんは不思議系。で、あたしは知的なメガネっ娘こでしょ？」

　自分で言うな――ツッコミを入れるヒマもなく、究はしゃべり続ける。

「これだけいるんだから、だいたいどれかのタイプに当てはまるよね？　弐華ちゃんだってまあ路線としては優姉に獲ちゃんの元気さを足したみたいだし。対抗馬としては、あたしと達ちゃんの悪魔合体？」

「修羅場じゃねえ！　言っただろ、サバゲーに誘われただけだって！」

　息いき継つぎの一瞬に、大声を上げて究の言葉をシャットアウトする。

「ちぇっ、残念」

　悪魔合体扱いが不満なのか。達も無言で口をへの字に曲げてぶんぶん首を振っているのだが、究としては特に反省とかしてない模様。

「究きわむ姉ねえは、そっちじゃなくて本題の方には何か意見とかないのか？」

「うーん……。あたしね、戦争ってもう時代遅れだと思うのよ」

「時代……遅れ？」

　また変な単語が出てきた。

　流は行やり廃すたりで戦争やってる国なんて、さすがに世界のどこにもないと思うのだが。

「ほら。昔は戦争で科学や技術が発達してきたってよく言うじゃない？」

　ちゃっかりと枝豆をつまみながら、究は話を始めた。

　作った凱まさるが自分の分け前を求めると烈火のごとく怒るくせに、究が勝手に手を出しても優すぐるからは一切おとがめなし。女系家族ならではの理不尽である。

「確かにある時代までは、それって事実だったと思うのよ。航空機の実用化が進んだのも、ロケット技術も、戦争とか冷戦とか、国家間の対立のおかげなのは確かだし」

　体勢を立て直し、人差し指でメガネのブリッジをくいと押し上げる。明めい瞭りような口調に白衣だから、生徒に講義する教師風だ。その下の格好がビキニでさえなければ。

「けどねー、それって結局のところ予算とマンパワーを集中的に投入できたってだけの話だよね？　今じゃ戦争よりも日常的な需要の方が遥はるかに大きい経済効果あるもん。日本だって六〇年以上戦争してないけど、技術大国・経済大国じゃない？　不況の何のって言ったって、世界の大半に比べたらまだまだリッチだよ」

　まあ、それも事実だ。日本の標準と比較してもずっと裕福なこの家で、そういう事を言ってしまうのはちょっと嫌みかも知れないが。

「だいいちさぁ。もう昔みたいに地面を取ったり取られたりで、大きな利益が出る時代でもないしねー。環境破壊とか進んじゃって水とか食べ物の奪い合あいがおきるようになったらまた別かも知れないけど」

　大国が互いの全国力をぶつけ合うような総力戦ではなくゲリラやテロとの非対称型戦争が中心の現代では、既に安定したテクノロジーをどう効率よく活用するかが肝かん心じん。少なくともテロリスト側には自力で新兵器を開発生産するような基盤はない。

　対策側にしても必要なのは大規模な破壊力ではなく、安価で信頼性が高い兵器や、情報管理システムだ。結局、昔とは逆に民需用に開発されて熟成された技術が兵器に応用されている――いくつかの実例を挙げながら、説明する。

　恋バナ大好きでただのお調子者に見えるが、化学、工学、生理学などに通じ、経済学や経営学まで学んでいる究だ。こういうテーマは得意分野なのだろう。

　将来は研究者兼経営者として母の会社を継ぎ、もっと発展させるというのが彼女の人生設計なのだ。

「まあ、究が言うみたいに筋の通った利益だけで判断してるんなら、まだ救いようもあるんだけどな」

　ビールのげっぷと一緒に、優すぐるが軽けい蔑べつしきった口調で吐はき出す。

「民族や国の間でずーっと恨みを抱えていたり、もっとしょーもないのとしては国内を巧うまくまとめられない政治家が、問題から目を逸そらすために外に敵を作って国民を煽あおったりする事もある」

「ボクはよくわかんないけど、戦争ってヤだな。競い合あって勝つのは嬉うれしいけど、殺したり傷つけたりっていうのは違うと思う」

　こっちはコーラで手羽先を楽しみながら、獲えるがアスリートらしい素朴な意見を口にする。達いたるも同じ考えらしく、言葉には出さないが小さく何度もこくこくと頷うなずいていた。

「達も獲も、そういう真っ当な考えを持ってるのはいい。けどな。実際に戦争ってモンが存在するのは事実だぞ」

　ぼやく優は、空き缶を適当に投げ捨てて、またソファの上に寝転がった。凱まさるが無言で缶を拾い、分ぶん別べつゴミ箱に放ほうりこむ。

「イヤだ嫌いだって言ったところで無む縁えんになれるわけじゃないって事は、しっかり認識しておいて損はない。もちろん、偏へん重ちようするのも間違いだけどな。近くに病人がいて、場合によっては感染するかもしれない。そういう状況でそいつから目を逸らすのは最低だが、自分も病気になるのは対抗手段でも何でもない。それに、隣となりの保菌者をブチ殺すよりもスマートでローコストな予防法健康法はいろいろあるって事よ」

　多少ラディカルな優や究きわむの主張も、素直な達や獲の考えも、どちらも凱は理解できる。

　果たして、ミリタリオ学園の実態はどうなのか。

　戦争や軍を、世界を構成する一部として教育に取り入れているのか。それとも表向きとは異なる何かの思惑があるのか。

　外界から隔絶された離島で、外にほとんど情報を漏もらさないまま軍事教育を行っている学校――それこそ映画やゲームじゃいかにも陰謀を胎はらんでいそうなシチュエーションだ。



「あ、見て見て！」

　何の悩みもなさそうな弐に華けの明るい声が、凱を回想から引き戻した。

　彼女が指差す先には小さな島々。いちばん大きな島――夷い供く沙さ本島の上にそびえる建物のシルエット。建物の周囲は緑に覆おおわれ、夷供沙島の外縁は切り立った崖がけになっている。たった一か所、岩場を切り崩して作られた波は止と場ば以外には進入路は見あたらない。まるで天然の要よう塞さいだ。

「こりゃまた……。いかにもって見た目だな」

　洋上から望むミリタリオ学園の校舎は味気ない真四角の校舎を、高い塀が囲んでいた。どちらも色はコンクリートそのままの沈ちん鬱うつなグレイで、学校というよりは要塞や刑務所を連想させる。それこそ「脱出モノ」のアクション映画のロケにそのまま使えそうだ。

　もっとも事前に渡された地図によると険しい岩場は北側だけで、南の方はなだらかな砂浜らしいが。

　本島周辺の小さな島も全すべて学校の所有で、演習所やさまざまな施設が設置されているという話だ。

「腕が鳴るね」

　同じイメージを抱いだいているのだろう。弐に華けは嬉うれしそうに準備体操をしている。

「……あのボトルが何かの間違いで、実際には何のトラブルもないってのを期待してたんだが……。さすがにそれはなさそうな雰囲気だな」

「トラブル上等じゃない。あたしたちが活躍するチャンスなんだし。ほら、『コケたら伊い良ら部ぶがずんばらりんでこじれる』って言うじゃない？　やっぱりメジャーリーグに果敢に挑戦する人みたいに、たとえ失敗したら周りから袋だたきに遭う事が予想できてても、敢あえて危険に飛びこむ事が必要なのよ！」

「……ひょっとして、それは『虎こ穴けつに入らずんば、虎こ児じを得ず』と言いたかったのか？」

「そうとも言うわね」

「そうとしか言わない。何だよ、伊良部って、その微妙なネタの古さは！　どーしてそういう無理のある間違いをする？　意味はだいたい理解できてるくせに」

「意味が同じって事は、まあ間違ってないんでしょ？」

「違う！　間違いまくりだ」

「ねえ」

　ため息をつく凱まさるに、振り向いた弐華が珍しく声を潜める。

「……ミリタリオで起きてる事件って、何だと思う？」

「ヘタな予断は避けて、あくまで冷静に目の前の事実だけから判断すべきだ」

「そりゃそうかも知れないけど、いろんなパターンを考えてそれぞれに対応策を立てておくってやり方もあるでしょ？」

「……まあ、それも一理あるな」

　何しろ本ほん土どを遠く離れた離島だ。いつもの任務以上に現場での柔軟な判断と素早い決断が求められる。

「まずパターンその一。ボトルメッセージに『女神』ってあった通り、誰だれか女性が監禁されているってケースね」

「単純だな」

　ただし、単純なだけにもっともありそうな話でもある。

　女生徒か、教師か、それとも外部の人間なのか。有益な情報を独占するため。バレたらまずい秘密を知られてしまったため。囚とらわれている理由だって無数に考えられる。

「パターンその二としては、人じゃなくて何か品物を指すコードネームって可能性もあるわね。絶海の孤島にある秘密の軍事基地よ。いかにもそういう機密がありそうじゃない？」

「機密って、例えば？」

　おおよその推測はできてしまうが、一応訊たずねてみる。

「核兵器とか」

　言った。

　あっさり言いやがった、この女。

　誰だれもが真っ先に思いついて、即座に却きやつ下かする可能性を。

「お前なぁ。いくら軍事路線っつーても単なる高等学校だぞ。そのレベルのシロモノがひょいひょい実在しててたまるか！　普通の銃器だってアウト！」

　新法で大幅な自治が認められてるとはいえ、高校の中は別に治外法権になっているわけでも無法地帯でもない。特別な許可なしに、法に触れる行為は許されないのだ。

　即すなわち、いくら軍事を学ぶ学校であっても実物の銃や大砲は使えないし、原子力関連設備だって作れない。「原子爆弾は高校の理科室でも作れる」なんて話はあるが、あくまでも「理り屈くつの上では」という事であって、現実には極めて難しい。

「じゃあ、細菌兵器や化学兵器。そーいう映画もあったよね」

「……」

　さすがに、今度は凱まさるも混ぜっ返さない。

　ＢＣ兵器だって決して製造が簡単なわけではないが、核に比べるとぐっとリアリティは上がる。実際に軍用として用いられる複雑な化学物質ほど効果的ではないが、単純な塩素や硫化水素だって充分に毒ガスとして使用できるのだから。

　にわか仕込みの知識だが、確か近代戦で初めて使用された化学兵器は第一次大戦でドイツが散布した塩素ガスだったはず。

　理科の実験教材。校舎清掃用の洗剤。食料自給のための農薬――離島の学校という立場を利用すれば、必要な原材料を入手する名目はいくらでもある。

　凱が想像する最悪――それは、ミリタリオ学園自体が何らかの武装テロ組織の隠かくれ蓑みのという可能性だ。

　離れ小島に隔離し、交通や通信を押さえ、転校を制限する事で生徒たちを洗脳して、忠実な兵士として育てる。弐に華けの言葉ではないが、映画やマンガでは時折見かけるシチュエーションだ。

　最初から「軍事」を看板に掲かかげるのが解げせないといえば解せないが、興味と資質のある優秀な生徒を集める事の方をカモフラージュ以上に重視しているとすれば、あり得ない事ではない。

　優すぐるが指し摘てきした通り、軍事や戦争、治安を身近な事として考えている日本人は多くない。少数であっても充分に訓練した精せい鋭えいによる破壊工作をもくろむとすれば、人口も政府機能も極端に集中した東京は効果的なターゲットだ。

　夷い供く沙さ群島で化学兵器やバイオ兵器を密造しているのなら、海外から密輸するよりもずっと簡単確実に持ちこむ事ができる。

　何しろ同じ東京都の中だ。通関でチェックを受ける事もない。

　あのボトルは、そんな学校の実態を知ってしまった何者かが、最後の望みを託して放ったのかも知れない。

　もしもこの予感が的中しているとすれば、自分と弐に華けのふたりだけで対処できるのか。

　真夏の太陽が降ふり注そそいでいるのに、不吉な予感が凱まさるの体温を下げる。

「……オレとしては、パターンその四・何にも変な事はない、ただのいたずらであってほしいよ」

「その四？　じゃあ、その三は何？」

「……気にするな。多分、オレの杞き憂ゆうだ」

「ふぅん。ま、キミって考えすぎっていうか、悲観主義っぽいところがあるからねー。あり得ないような最悪のケースばっかり考えていると、眉み間けんにシワがよって人相悪くなるよ」

「なるほど。お前が美人なのは、何も考えずにいつでも笑っているからか」

「ありがとね」

「素直に喜ばれると、皮肉を言った側としては落ち込まざるを得ないな」

「だから、笑えばいいんだってば！　ほら、昔から言うじゃない。『笑うか。どうにか和服着てる』って。着物の着付けがヘタでも、それを恥じて俯うつむいてるよりも明るく笑っちゃえばいいの」

「ひょっとして『笑う門かどには福来たる』と言いたいのか？」

「そうそう。そうとも言うわね」

「そうとしか言わない」

　そんな事を喋しやべっている間に、クルーザーは島の北側にある桟橋に着いた。断だん崖がいの割れ目を利用した構造で、既に夕暮れという事もあって周囲は暗く、圧迫感がある。

　高波対策なのか、校舎や寮、その他ほかの建物は島の中央に近い高台に集まっており、港からは真まっ直すぐな道路が一本延びているだけだ。周りには、幅広い葉を広げた熱帯の樹き々ぎが生い茂っている。

　マナー通りに、凱は先に下船して船ふな縁べりの弐華に手を差し伸べる。

「ありがとね」

　弐華がそれを取り、ふわりと舞うような軽いジャンプで降り立つ。

　さすがに、ここで相手が礼儀として伸ばした手を無視して華麗に飛び降りるなんて真ま似ねは、彼女の美意識に反するのだろう。

　触れたのは、骨格は華きや奢しやだけれど肌がピンと張り詰めている手。指には微かすかな正せい拳けんダコもできていた。しっかりと鍛えられ、同時に丹たん念ねんに手入れされた手だった。

　弐に華けらしい、と思った。

「ようこそ、夷い供く沙さ島へ！　そしてミリタリオ学園へ！」

　武ぶ張ばった大声の源に視線を向ける。

　桟橋の向こうで、制服姿の十数人が一列横隊になっていた。

「自分は生徒会第一副会長の上うえ杉すぎだ。秋あき月づき凱まさる、春日部かすかべ弐華、両名の入学を心より歓迎する！」

　直立不動の姿勢で胸を張り、中央の生徒が名乗る。細ほそ面おもてで鼻が高い、メタルフレームのメガネで険が強調された顔立ちだ。背中に「神経質」と書かれた看板を背し負よっているみたいだというのが、凱が抱いだいた第一印象だ。

　ミリタリオの制服は、露ろ骨こつに軍服風だった。ダークグリーンで肩けん章しようや飾り紐ひもつき。制帽もそれっぽいデザインで、いかめしい校章が飾られている。ただし襟えりについているのは階級章ではなく、学年とクラスを表す「２―１」というバッジだった。

　上杉の胸には、本当の軍人と同様の従しゆう軍ぐん章しようや略章がモザイクのように並んでいる。他ほかの生徒にはないから、何かの意味があるのだろう。

　上杉の声に合あわせ、左右に整列している生徒たちが一いつ斉せいに捧ささげ銃つつのポーズを取る。

　彼らは全員、自動小銃を装備していたのだ。

　兵器の類たぐいには疎うとい凱だが、ミリタリオ行きが決まってから何かの参考になればと考えてざっと資料には当たった。確かあの形は、米軍が使用しているＭ４アサルトライフルではないか。

「まさか、本物じゃないよね？」

「……わからん」

　小声で訊たずねる弐華に、やはり小声で答える。

　新法で高校内の自治が大幅に認められているとは言え、他の国内法に優越するというわけではない。普通に考えれば銃じゆう刀とう法違反だし、凶器準備集合罪にも該当する恐れがある。

「凱がい旋せんの凱がいに、勝利の女神である弐華か。両名とも、我が校にふさわしい名前だな」

　上杉は褒めたつもりなのだろうが、凱としては苦笑いを浮かべるしかない。どっちも割と珍しい名前で、しかも組み合わせがいいというのも、奈な々な佳かがふたりを組ませている理由のひとつなのだ。

『勝利の女神』という言葉を口にした時の上杉自身の態度や、周囲の生徒の反応にも注意したが、特に不自然なところはない。

「さて。入学した以上、君たちは秋月生徒、春日部生徒と呼称される事になる。これは、いわば軍における階級の代わりだと考えてもらいたい。それと、敷地内では制服着用。これも、軍服と同じだ。着用していないものは敵兵、あるいはスパイと見なされて相応の処罰が下されるのを忘れるな！」

　上うえ杉すぎの合図を受け、後列の生徒のひとりがふたりに制服を差し出した。

　通常の制服の他ほかに、森林迷めい彩さい柄のジャージもある。つまりこっちは体操服か。

「あたし、こういうの着るのって初めて」

　さっそく迷彩ジャージを羽は織おって、弐に華けがくるりと一回転する。

「……何だか、マニアックなグラビアみたいだな」

　ビキニの上に迷めい彩さい服ふくというコスチュームへの感想が、思わず口を突ついて出た。

「あ、確かにそんな感じかも」

「少しは恥ずかしがれ」

「いや。だって、これもちょっとカッコいいと思わない？　露出度高めの美女と銃って、Ｂ級アクション映画とかにありそうな感じで」

「自分で美女とか堂々と言うな」

「キミだって言ってるでしょ、あたしは美人だって」

「……まあ、それは単なる客観的評価というか一般論だ。本人が公言するのとはニュアンスが違う」

　この女の美意識や感性というのはどうなってるのか。

「あー、おほん。いいかな？　秋あき月づき生徒、春日部かすかべ生徒」

　上杉がわざとらしく咳せき払ばらいをした。アクセントが過剰な甲高い声が耳みみ障ざわりだ。

「あ、ごめんなさい」

　はしゃぎすぎた自覚があるのか、弐華が神妙な顔で会え釈しやくする。

「まだまだ支給品や連絡事項などはあるが、まずは寮に案内しよう。君たちの授業参加は、明日あしたからという事になる」

　かかとを打ち鳴らして回れ右し、上杉が脚をピンと伸ばして歩き出す。他の生徒たちも後に続き、凱まさると弐華も追いかける。

　その時――

　タタタタタタタッ！

「敵てき襲しゆう――――っ！」

　銃声と、誰だれかの叫さけびが重なる。

　凱たちが支給されたものとは明らかにパターンが異なる野戦服の一団が、岩陰や木陰からサブマシンガンを撃ちながら現れたのだ。

「バカな！　既に上陸していただと？」

　上杉の狼ろう狽ばいが感染したのか、他の生徒たちも反応が鈍い。

「危ないっ！」

　とっさに、弐華を押し倒す。柔らかな身体からだの上に、全身で覆おおい被かぶさる。

「ちょ、ちょっと！　何よ？」

「いいから伏せろ！」

　彼女の事だ。しっかり避よけた方がカッコいいからという理由で銃弾の雨の中に飛び出して行きかねない。

　だが、人間には限界があり、この世界は冷徹な物理法則に支配されている。

　弐に華けがどれほど優れた運動神経を持っていても身体からだを反らせて銃弾を見切るのは不可能だし、素す手でで受け止めたり素肌で弾はじいたりもできない。

「いくらあたしでも、それはやらないってば！　それよりキミだよ。逃げないと！」

　強引に凱まさるをはね除のけながら弐華が飛び起き、そのまま手を引っ張る。

　身を低く伏せるのと、岩陰に隠れるのと。

　敵てき襲しゆうを受けた時にはどちらが適切なのか。

〈ヴィジランテ〉としていろんな修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた凱も、さすがに銃撃戦に巻きこまれるのは初めてだった。

　どうする？

　どうすればいい？

　ミリタリオで学べば正しい判断ができるのか？

　戸惑う凱の耳元を、銃弾が掠かすめていく。

　想像していた最悪よりも、さらに酷ひどい状況。

　既にミリタリオでは大量の銃器が揃そろえられ、生徒たちはその扱いに習熟している。しかも校内で複数の勢力が実戦を繰り広げている。

「くっ！」

　とにかく、何とかこの局面を切り抜けなければ。

　上うえ杉すぎ率ひきいる部隊も小銃で反撃している。凱と弐華だけが、戦場のただ中で何ひとつ理解していない危険な素人しろうとだ。

「危ないっ！」

　身体がいきなり引き倒された。

　力も、反射神経も、弐華の方が上だ。

　さっきまで凱が存在していた空間を、銃弾が通過していく。

　だが、反動で弐華自身は襲しゆう撃げき者の正面に躍り出る形になる。

　彼女の白い肌の上で、あり得ないほど鮮やかな深紅のしぶきが飛び散ちった。

　モノトーンのビキニが、グリーンの迷めい彩さいが、赤い斑まだらに染まる。

　スローモーションになった視界の中で、彼女の身体が錐きりもみする。

「弐華ぇ――――っ！」

　凱の叫さけびが、銃声以上の音量で響く。



    

  
    
      
第三章　春日部かすかべ弐に華けは二度死なない





「へ……？」

　紅くれないに染まった当人は、ぽかんと立ち尽くしていた。

「……お、お前、大丈夫か？」

　確かに腹や胸に弾丸が命中し、全身が赤く染まっているのに弐華は痛がったり苦しんだりしている様子はない。

「当たった時はちょっと痛かったけれど、普通に何かぶつかった痛みだし……どうなってんの、コレ？」

「確かにお前は非常識だけど、それは能力と性格の話で、身体からだは普通の女だろーが！　鋼こう鉄てつ以上に頑丈なのは面つらの皮だけで、腹とか胸とか普通に柔らかいだろ？　本当に何ともないのか？」

　安心よりも混乱が先に立ち、つい興奮してしまう。

　何しろ、銃で撃たれて胸も腹も腿ももも赤く染まっているのだ。

「うん。でも、胸が柔らかいとか、いきなりそーいう事言うわけ、キミは？」

「そ、それはこの際関係ないだろ！」

　とっさに口走った事を反はん芻すうされ、凱まさるの頬ほおが赤らむ。

「でも、これ、何なんだろうね？」

　弐華当人もきょとんとしている。

　撃たれたのが幻覚か。それともこの瞬間無事な事が幻覚なのか。

　取りあえず耳たぶをつねって夢でない事を確認してから、凱は胸を撫なで下おろす。

　冷静になって観察してみれば、彼女の身体を汚しているのは本当の血ではあり得ないほどの鮮やかすぎる赤さだった。特有の金かね臭さもない。

　弐華は自分の胸元を汚している赤い液体を人差し指の先ですくい、舌先を伸ばして味見してみた。

「血ち糊のりね。それも、プロの映画とかで使うレベルじゃない。すっごい安物」

「本当か？」

　思わず弐華の方に手が伸びて、一瞬止まる。

　さすがに胸はまずい。腕だったら大丈夫かと判断して、二の腕の汚れを指で拭ぬぐって嘗なめてみる。土っぽいというか、どこかざらざらしたケミカルな風味。確かに弐華の血でないのは確かだ。こいつが血液まで特殊な怪生物でもない限り。

「ね？　血糊でしょ？」

「……考えてみたら、オレは血糊の味なんぞ知らん。映画や芝しば居いを取り入れてる高校にはまだ行った事はないからな」

　要するに、ペイント弾という奴やつか。

　日本のサバイバルゲームではＢＢ弾、それも自然に土に返る生分解性のものが主流で、命中は自己申告制が普通だが、欧米ではわかりやすいこの手の弾丸が主流という話を何かで読んだ事がある。

　むしろカバ焼きも知らない弐に華けが、血ち糊のりの味なんていうレアな情報はしっかり握っているのが驚きだった。

　気がつくと襲しゆう撃げき者たちも既に撤てつ収しゆうしていた。上うえ杉すぎに従っていた生徒たちの中にも、何人か撃たれた者がいる。ご丁寧に、腕や脚の着弾には包帯が巻かれているし、頭や腹を撃たれたものは動かずに死んだふりをしている。

　襲撃の目的は一体何だったのか。

　というより、この学校はそもそもどうなってるのか。

「……で、これは何なんだ？　オレたちの歓迎セレモニーの一環か？」

　冗談だとしたら、さすがにタチが悪すぎる。一瞬とは言え、本当に弐華が撃たれたと誤解したのだから。眉み間けんに力を込め、凱まさるは上杉を睨にらんだ。

「違う！　奴らは、我々生徒会に抵抗する卑劣な反逆勢力だ！」

　上杉は眉まゆをつり上げ、ヒステリックに叫さけぶ。

「冗談じゃなかったら、もっとタチが悪い戦争ごっこか？　こんなオモチャで撃ちあって、反逆勢力もないもんだ！　ちょっと貸してみろ！」

　なかば強引に兵士――生徒のひとりから小銃をひったくる。手て応ごたえは、想像以上にずしりと重かった。

「戦争ごっことは聞き捨てならんな。我が軍の装備は全すべて、実物と同じ大きさ重さのものを使用している！　現物を手にした際、問題なく行動できるようにな！　手当も、実際に負ふ傷しよう兵が出た際のシミュレーションだ！」

「でも、出るのはペイント弾だ！　オモチャだろ、これは！」

「もういいって。あたしもケガしてないんだし。それとも実弾出た方がいいって言うわけ、キミは？」

　興奮気味に上杉を怒鳴る凱の腕を、弐華が引っ張る。

「……じゃあ、それはいい。だけど、ひとつはっきりさせてもらいたいな。敵の襲撃があり得るのなら、どうしてオレたちに前もってそれを教えなかった？」

　質問ではない。上杉の腹の内は、既に凱には読めている。

　これは、言げん質ちを取るための詰きつ問もんだ。

「……君たちは転校してきたばかりで理解できないだろうが、我が校も微妙な状況にあるのだ」

「微妙な状況？　はっきり説明しろよ。少なくとも、あんたたちと対立している勢力があるのはもうバレてんだ。それとも、今の襲しゆう撃げきは転校生歓迎のどっきりセレモニーか？」

「そうではない！　我が校は、常に真剣に作戦行動に取り組んでいる！」

　視線を逸そらして上うえ杉すぎが吐はき捨てたその時――。

「駄目だよ、副会長」

　冷たい美声が不意に響いた。

「せ、生徒会長っ！」

　上杉が青ざめた顔で敬礼し、死んでいた奴やつらまで立ち上がって同じポーズを取る。

　小柄な少年が立っていた。護衛だろう、左右に従えているのが筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうなので余計に小さく見える。

　そして、両りよう脇わきの無骨な姿が彼の美び貌ぼうも際だたせていた。帽子で半分隠れていても長いまつげに縁取られた切れ長の眼めと小さな口が、上質の絹きぬを張ったような白い肌に絶妙な配置で並んでいる。

「ど、どうしてこのような場所に？」

「変な事を言うね、上杉副会長。生徒会長である僕が転校生を出迎えるのは当然の礼儀じゃないか。もっとも、君から届いていた予定表では船の到着時刻が三〇分後になっていたんだけどね」



    

  
    
      



    

  
    
      「そ、それはその……」

　上うえ杉すぎは既に凱まさるや弐に華けにはまるっきり注意を向けず、顔中を脂あぶら汗あせで濡ぬらして生徒会長を見つめている。

　体格では上杉の方が頭ひとつも大きいのに、まるで冷血の肉食動物に発見された哀れな小動物のようだ。

「『ヘビーにニラを交ぜたら帰る』って奴やつ？　あまりの不ま味ずさに逃げ出したくなるけど、身体からだが硬直しちゃうっていう」

「ひょっとして『蛇ににらまれたカエル』って言いたかったのか？　天敵に相対して動けないという事だが」

「そうそう。そうとも言うわね」

「そうとしか言わない」

　小声でそんな話をしていると――。

「君たちが転校生だね？　僕は、生徒会長の杜もり雄お直なお衛え。新しい仲間を歓迎するよ」

　生徒会長――直衛がこちらに声をかけてきた。

　堂々と胸を張っているが、背が低く華きや奢しやだ。君きみ貴たかと同じくらいではないだろうか。

　しかも、制帽を目ま深ぶかに被かぶっているので見み下おろす凱からは表情がよく見えない。しかし、間近で見ると第一印象よりもさらに美形だった。君貴みたいなかわいいタイプとは違う、端たん正せいで冷たい風ふう貌ぼう。肩けん章しようや胸の従しゆう軍ぐん章しようなどは、上杉よりもさらに豪華である。

「会長さん、よろしくね」

　弐華が右手を差し伸べたが、直衛は腕を腰の後ろで組んだポーズから動かない。

「上杉副会長が、きちんと説明しなかった事をお詫わびするよ。恥ずかしながら、我が校には生徒会の命令系統に従わない、反乱軍が存在するんだ」

「反乱軍？」

「君たちを襲った連中だよ。まあ、詳細はおいおい教えてもらうといい」

　弐華の言葉に、直衛は手のひらをさっと掲かかげた。それ以上の質問は受け付けないという、拒絶のフェンスとして手を立てたのだ。

「転校生は珍しいからね。反乱軍は、歓迎式典のために僕が現れる可能性を考えていたのだろう。もちろん、我が軍の増員を防ぐという目的もあったのだろうが」

　独ひとり言ごとめいた呟つぶやきの後、直衛はため息と共に頭を振る。

「転校生の出迎えと寮までの護衛は君に一任していたはずだね、副会長」

「は、はいっ！　そうであります。自分が、拝命していました！」

「そして、僕は反乱軍襲しゆう撃げきの可能性についても事前に話していたよね？　場合によってはのこのこ出てきた連中を一いち網もう打だ尽じんにするチャンスだとも」

「はいっ！」

　予想通りだ。

　要するに凱まさるたちは、反乱軍とやらをおびき出すためのエサとして利用されたのだ。

「その結果がこれかい？」

　ビシッ！

　直なお衛えの手が初めて動いた。後ろ手に持っていた乗馬鞭むちが翻ひるがえり、上うえ杉すぎの太ふと股ももを打つ。

「そ、その……事前の偵察では敵兵の姿は確認できませんでしたし……港に近づくボートなどもなかったため、安全と判断しまして……。その上で、必要以上の兵員をたかだか転校生の出迎えのために割さくべきではないと……」

「いいわけは無用だ。つまり、君は充分な布ふ陣じんを怠っただけではなく、偵察においても無能という事を証明したわけだな」

「……」

　微笑を浮かべながら、直衛の声はあくまでも冷たい。

　実際、敵の方が予想外の布陣で奇き襲しゆうしてきたので、上杉側はロクに反撃もできずに弐に華けもペイント弾まみれになってしまったのだ。

　任務としては無ぶ様ざまな失敗と評価するしかない。

「は、はいっ！　申し訳ありませんっ！」

「君が正しく敵の力量を把握し、充分な戦力を整え、伏ふく兵へいにも注意を払っていれば、我が軍に被害は出なかった。敵てき襲しゆうを恐れ、僕に正しい到着時刻を知らせないなど、君自身に勝利の確証がなかったからじゃないのかな？」

「は、はい……。その通りであります」

　あくまでも口調は優しい直衛に対し、上杉はガチガチと歯を打ち合あわせながら震える声で返答する。

「必勝の策のために僕自身をオトリに使うのであれば、むしろ君の大胆さは評価の対象だった。けどね。中途半端で逃げ腰の保険をかけるような人間は軽けい蔑べつに値するよ。君を副会長から解任する。降格以外の処分については追って通達する。自室で謹慎するように」

「りょ……了解であります！」

「よろしい。では、武たけ田だ上級生徒」

「はっ！」

　直衛の背後に控ひかえていたふたりの片方が、敬礼しながら一歩進み出る。

　長身で肩幅が広い闘士風の体格だが、眉まゆやもみあげの濃さが「にせラテン系」という印象を生んでいる。

「生徒会長親衛隊との兼務という形で、君が暫ざん定てい的てきにこの部隊の指揮を執れ。転校生両名を案内の後、今回の報告書を提出するように」

「はっ！　了解しました。悪いな、上杉。これでしばらくはオレの番だ」

　笑顔で答えて武たけ田だはうなだれる上うえ杉すぎに笑いかけ、肩を叩たたいた。上杉の細い眉まゆが奇妙な形に歪ゆがむ。

「よろしい。では上杉、君も以後武田の指揮下に入るように」

「りょ……了解しました……っ」

　苦痛まみれで吐はき捨てられた返答を確認すると、直なお衛えは凱まさるや弐に華けにはもうひと言もくれずに立ち去っていった。



　そもそも教育内容が特殊なだけに、学校の規模自体がそれほど大きくない。

　各クラス二〇人程度の少数精せい鋭えいで、一学年三クラス。今年ようやく全学年が埋まったが、それでも全校生徒は二〇〇人に満たない。

　寮は当然男女別。机とベッドだけで一杯になってしまう三さん畳じよう程度の狭さだが、全すべてひとり部屋だ。小型の冷蔵庫やテレビなども常備されている。パソコンもインターネットにはつなげないが校内のサーバには接続可能で、各種資料の検索や戦略シミュレーションなどが可能らしい。

『命令通りに動くだけの単なる兵へい卒そつではなく、部隊を指揮し、作戦立案できる士官の能力を持つ人間を養成するのが我が校の使命だ。よって、兵舎でも艦船でも士官に個室が与えられるように、寮においても個室を与える』という方針らしい。

　集団生活の規律や秩序を学べ、規則を絶対遵じゆん守しゆせよ、プライバシーなどないとか言われないのは〈ヴィジランテ〉任務の上ではありがたいが、どこか違和感があるのも事実だ。

　硬いベッドに横たわり、凱は生徒手帳に記された校則や時間割、非常時の対応マニュアルなどを確かめていた。今日は事務手続きや施設の案内だけで、クラスメイトに紹介され授業を受けるのは明日あしたからという事になる。

　コンコン。

　不意に、ノックの音が響く。ドアではなく、窓の方から。

「？」

　用心しながら、カーテンで閉ざした夜の窓に身を寄せる。

「凱？　開けて」

　聞き間違えようのない弐華の声だ。凱はそれでも慎重に、カーテンを少しだけ開く。

「……って、おい」

　開けてから気づいた。ここは男子寮の最上階――三階だ。

　弐華は愛用のデジタルプレイヤー型ワイヤーワインダーを使い、雨あま樋どいからぶら下がっているのだ。ちなみに、服装はミリタリオ女子制服。上着は男子とほぼ共通で軍服を模したストイックなデザインだが、下はボックスプリーツのミニスカート。迷めい彩さい＆ビキニほどではないが、どこかアンバランスな装いに見える。

「窓の気配でここがキミの部屋だって目星つけたら、ビンゴだったね」

「……気配でわかるのか？」

「わかるよ、そりゃ。だってパートナーだし」

「で、どうして三階の窓にアプローチする？　しかもそんな格好で」

「だってあたし、男子寮には入れないし。ジャージはペイント弾で汚れちゃったから、これがいちばん目立たないだろうと思って」

　確かにそれはそうなのだが、どうしてパンツが見えるのを恥ずかしがるくせに、ミニスカートで三階の窓に張りつくなんて事が平気なのか。まあ、この現場が目撃されたら、パンツがどうのという騒ぎじゃないだろうが。

「だからお前もヌンチャクじゃない携帯持てって言ってんだよ。連絡ある時でも、いちいち直じかに顔を合あわせなくてもいいし」

　そう言いつつ凱まさるが自分の携帯で確かめると、案の定圏外だった。アンテナは一本も立たない。

　元々無人島だったのだ。携帯電話会社のサポートが及んでいるはずがなかった。

「考えてみれば、電話が使えるんだったらボトルなんか流さなくてもいいんだよな」

　外部に連絡する手段は生徒会が全すべて押さえているというのは事前情報通りだが、島内だけでも電話が通じないとなるとちょっと手間取るか。

　携帯電話をカバンにしまい、入れ替わりに同じくらいのサイズの機械を取り出す。

「何、それ？」

「検波機だ。携帯以外の電波状況や、この部屋に盗聴器の類たぐいがないかも一応確かめておきたい」

　室内からスパイ用の電波は受信も発信もなし。ただ、携帯電話とは違う周波数の強い電波は飛とび交かっている。

「多分、これは生徒会側が管理しているバンドだな。外への連絡はできなくても、軍事教練をやる学校で無線機が使えなきゃ話にならん。あるいは、外部との通信を遮断する妨害電波なのかも知れないが……」

「で、正義のヒーローの助けを求めている人たちがあのボトルを流した、と」

「反乱軍とやらが二系統以上ない限り、今日オレたちを襲しゆう撃げきした連中だけどな」

「あ、そっか」

「とにかく、この学校は理解困難な事だらけだ。とりあえず明あ日すからは普通に授業を受けながら、情報収集と状況把握だな。例の手紙にあった『女神』ってのが何なのかも気になるし」

　人なのか。品物なのか。あるいは、それ以外の何かなのか。

　もしも人間で呼び名の通り女性なら凱ひとりでは女子寮の中は調査できないから、弐に華けとの連絡を密みつにする必要がある。

「だから、適当に悪そうな奴やつをぶん殴って、カッコいいアクションシーンだけで問題解決とか考えるなよ。まだなーんにもわかってないんだからな」

「大丈夫大丈夫。怪しい奴の第一候補はもう目、つけてるし」

「その発言で、オレは何がどう大丈夫だと理解すればいいんだ？」

　弐に華けが注目したのが誰だれかだなんて、わざわざ訊たずねるまでもない。生徒会長の杜もり雄お直なお衛えだ。校内を掌しよう握あくしている当人だし、態度も鼻持ちならない。それを別にしても、凱まさるとしては何とも言い難い生理的な嫌悪感を覚える。

　だが、それだけで悪だとか敵だとか決めつけるわけにはいかないのが〈ヴィジランテ〉のお仕事なのだ。

「とにかくっ！　あまり強引に行動するんじゃないぞ！　オレから指示があるまで、アクションシーン禁止！」

「はいはい。りょーかいっ！」

　おどけて大げさな敬礼をすると、そのまま弐華はスルスルとワイヤーを伝って下おりていった。

「ふう……」

　凱が窓を閉めようとしたその時――

「あ、そーだっ！」

「わっ！」

　甲高い音を立てながらワイヤーが巻き戻り、弐華が急上昇してきた。

「な、何だよ！」

「言い忘れた事があって。そもそもあたし、そのために来たんだよね」

「……は？」

「撃たれた時、心配してくれてありがとね。嬉うれしかったよ」

「……別にお前じゃなくても、目の前で人が撃たれて血ち塗まみれになったら心配はする。それが良識ある人の道ってモンだ」

「上うえ杉すぎだっけ？　あいつ相手にあんなに怒ってくれたし」

「パートナーだからな」

　思えば、あそこまでエキサイトする必要はなかったのだ。

〈ヴィジランテ〉としての潜入調査というミッション内容を考えれば、生徒会の人間と不要に対立するのはむしろマイナスなのに。

　確かに弐華はパートナーだ。

　目立ちたがりで、短絡的で、あちこちズレてるが、ある意味で有能なのは間違いないし、女嫌いの凱にとって「女性」を意識しなくてもいい唯一の相手でもある。

　それでも、あの場は我ながらエキサイトしすぎていた気がする。

　きっと南の太陽に当てられて頭がゆだっていたのだろう。

「……それに、お前が撃たれたのだってオレをかばおうとしたからだろ」

「あたしだって同じ。目の前でパートナーが撃たれるのを見過ごしたらカッコよくないもん。キミが撃たれてたら、あの場で連中をノックアウトしてたかも」

「……結局、オレがかばったのが正解だったな」

　一応言葉で抗議した凱まさるとは違い、弐に華けはいきなり変な向上を口走りながら即座に全員にパンチキックを浴びせていただろう。そうなれば、混乱は必ひつ至しだ。

「ま、本当に嬉うれしかったって事でさ。それに、自分を助けようとしてくれたパートナーにお礼のひと言もなしっていうのはカッコ悪いしね。じゃ、お休み！」

　気の利いたポーズのつもりなのだろう。ウインクと一緒にサムアップして、今度こそ弐華は地面まで下おりていった。



　翌朝――

　男子寮の食堂では何やらざわめきが起きていた。

「どうした？　何かあったのか？」

　昨日のうちに親しくなった隣室の生徒・毛もう利りを見つけて、凱は朝食のトレイを手に隣席に腰掛ける。

「ああ、秋あき月づき生徒……。昨日、出たんだよ」

　毛利は青ざめた顔で、両手を胸元で下に下げる。

「え？」

「夜中……三階なのに窓の外から女の声が聞こえて……」

　オレも聞いた、という声があちらこちらから上がる。中には「寒い、苦しい……」とうめいていたとか、逆にけたたましい声で笑っていたとか、明らかに事実に反する目撃（？）情報まで現れる。

「秋月くんは聞かなかったのか？」

　気持ちが緩ゆるんだのか、呼び方が普通になった。こんな学校に通っているからといって、何も昨日の上うえ杉すぎみたいに軍人ぶって肩かた肘ひじ張はった奴やつばかりというわけではない。普通の高校生だ。

「あー……。オレは昨日、着いたばかりですぐ眠っちゃったからな」

　当事者としては、曖あい昧まいな笑いでごまかすしかない。どうやら女の声しか聞こえていなかったみたいだし。

「と、ところで声だけか？　見た奴は？」

「そんな……。怖くて確かめられないよ。三階なんだよ！」

　他ほかの生徒たちも毛もう利り同様の反応のようだ。少なくとも、弐に華けの行動がバレている気配はない。安あん堵どが顔に出ないように、凱まさるは心配そうな表情を作る。

　どうやら今回は注目されずに済んだが、窓越しの会話というのは会話内容が筒抜けになるほどではないにせよ、想像以上に周囲に響くらしい。あの方法での弐華とのコンタクトが難しいとなれば、リスクは増すが授業中に連絡するしかないか。

　幸い、今回も予あらかじめ顔見知りのふたりが一緒に転校してきたという設定にしてある。わざわざ他人のフリを通そうとすれば、かえって不自然になるからだ。

　さすがに恋人という事にはなっていない。

「噂うわさじゃ、この島は太平洋戦争の時の戦場で、多くの戦死者が出てたらしいんだ」

「オレもその話聞いた事あるよ。髪の長い女の幽霊が……」

　真まっ青さおな顔で声を潜める毛利たちに、凱は朝食の味み噌そ汁しるを吹き出しそうになる。

　知る限り、夷い供く沙さ諸島が戦場になったという記録は存在しない。それに、そのシチュエーションで日本人女性の幽霊が出るのは不自然というものではないか。

「そこ！　私語は慎みたまえ」

　そんな事を考えていると、鋭い声が背後から飛んで来た。騒ぐ生徒たちを一喝したのは、昨日の武たけ田だだ。胸の略章が変化している。

「戦場では、しばしば恐怖にかられて幻を見る者が現れるし、怪談めいた噂が流れる事もある！　しかし、我々は平和ボケした連中とは違う！　杜もり雄お会長の下もとに結集し、統率された忠勇の士。常に死と隣となり合あわせの戦場に身を置く事を知っているエリートだ！　これ以上妄もう言げんを吐はく者がいれば、会長に報告するぞ！」

　濃いめの顔に勇ましげな態度。しかし、結局は会長頼みという印象だった。

「りょ、了解であります、副会長！」

　幽霊話に怯おびえていた生徒たちが一いつ斉せいに気をつけする。とりあえず空気を読んで凱もそれに合わせる。

「副会長って？　昨日は別人だったぜ。上うえ杉すぎとかいう」

　武田が去った後で、毛利に訊たずねてみる。

「この学校じゃ、生徒会役員は選挙とかで選ばないんだよ。生徒会長は前任者が指名して、他の人事は会長が任命する。無能と判断されたら、降格や解任は当たり前なんだ。特に武田生徒と上杉生徒は昔からのライバルで、片方が生徒会の役員になったり、また入れ替わったりしてるみたい」

「へえ……」

　なるほど。

　確かに最高司令官を投票で決める軍隊というのは、ちょっと想像できない。

「ミリタリオは実力主義だからね。転校生でも、成績さえよければどんどん階級が上がるし、勲章ももらえるよ。現在の杜もり雄お直なお衛え会長も、転校早々に前任者から後継者指名されたっていう話だし」

　生徒たちが胸に着けている従しゆう軍ぐん章しようや勲章などは、成績に応じて授与されているものだという。優秀な生徒とそれ以外の格差は大きいという話で、周囲を見回すと毛もう利りのようにひとつもない者の方が圧倒的に多く、希まれにいくつもぞろぞろと並べている奴やつがいる。

　意外に当たり前の制度で、ちょっと拍子抜けする。

　孤島の軍事学校で何やら事件が起きてるらしいというから、朝は日も昇らないうちに叩たたき起こされて長距離行軍とかいうパターンかと思っていたのだ。会長は別格にしても、生徒も筋肉質で力自慢っぽい奴より神経質そうなタイプが多い。直衛の脇わきを固めていた武たけ田だたちがむしろ例外だ。

　今、目の前にある食事もレーションじゃなく普通に白いご飯と味み噌そ汁しる、焼やき海の苔り、漬け物、それにハム。離島だから保存が利くものをまとめて輸送しているのだろう。生野菜など冷凍保存が難しいものは乏しい。

　そして、ペイント弾の撃ち合あいに「反乱軍」だ。

　この学校がどこまで本気なのか、凱まさるには未いまだ見当もつかなかった。



　そうこうしているうちに、授業が始まった。

　運がいいのか、それとも学校側が手間を一か所にまとめたかったのか。今回も凱と弐に華けは同じクラスだった。今回はそれぞれ別の教室での情報収集ができなくなるというデメリットより、自然に密みつなコンタクトが取れるメリットの方がありがたい。

　時間割は、普通の学校よりも濃密だった。早朝に叩き起こされないとは言え、朝の授業は七時五〇分スタートで、昼休みも短い。一般の教科は午前中に集中し、午後はミリタリオならではの専門科目が並んでいる。

　図上演習、戦略論、戦史、暗号学――。

「はぁ……なかなかハードな学校みたいだね」

　隣となりの席の弐華が小さくため息を漏もらしている間に、チャイムが鳴り、定刻ぴったりに授業が始まった。一時間目は、世界史。定刻に一秒とズレず、入室してきた教師も、詰つめ襟えりで肩けん章しようと飾かざり緒おがついた軍服風の制服を着ている。ただし、生徒とは色が異なり、ひと目で格の差がわかるデザインだ。

「秋あき月づき凱生徒と、春日部かすかべ弐華生徒か。では、転入生のために我が校の教育方針を理解してもらう。例えば、この世界史にしてもいわゆる受験のために年号や人名を暗記するなどという愚かな事はしない。我々が学ぶ理由は、あくまで未来に向けての現在のためだ！」

　へえ――声には出さないが、凱はちょっと感心した。

　軍事教育をうたい文句にして、孤島で外部との連絡を制限しているからもっと観念的に偏っているのかと想像していたが、方針も教科書の内容も思ったよりずっとオーソドックスだ。

　例えば明治維新ひとつにしても、日本国内の問題としてではなく当時の欧米諸国にはどういう意図や利害があって開国を求めたのかというアプローチは珍しい。最初に告げた通り、当時の情勢を生んだそれぞれの国の文化や国民性、それが現在とどう関かかわっているかという事にきちんとつながっている。

　さすがに軍事関係の話題を重視する傾向はあるが、極端に好戦的でもなければ、日本を無む闇やみに持ち上げも貶おとしめもしていない。少なくとも、何から何まで自国万歳という近視眼的な内容とは違う。

　他ほかの科目も同じだ。

　数学は弾道計算や彼ひ我がの戦力比計算、その他あらゆる判断の基礎となる学問。地理は環境を決定する要因について学ぶ事であり、気象や生物相は単に戦場の様相を左右するだけではなく、歴史に影響を与え、住む人間の国民性をかたちづくる。

　外国語は英語の他に最低一種を選択しなければならない。戦争というのは、ほぼ確実に国際問題であり、同盟国とのスムーズな連携のためにも、敵国の情報を的確にキャッチするためにも、言語力を高めるのは重要という考えらしい。教える内容は高度で、しかも毎回小テストがあるという実戦志向だった。

「ある意味、気持ちはいいな」

　昼休みになった途端にこぼれた、凱まさるの率直な感想だった。

　中学時代、あるいは今どき珍しい「普通の高校」である銀ぎん雲うんの授業は、いわゆる受験勉強としての質はさておき、高次の目的意識が感じられないものだった。『こう教えるように決められているから、その通り教えるし、生徒も学ぶ』という類たぐいの。

　さすがに「因数分解なんて社会に出たら何の役に立つのか」レベルの幼稚な混ぜっ返しをする気はないけれど、その手の授業が面白くないのも事実。新法以降、選択科目で無む理り矢や理り個性を出そうとするところはやたらと多いが、必修一般科目にまで学校ならではの独自性を広げているところは珍しい。

　だが、ミリタリオでは一般教科の数学や英語なども全すべて『これは戦争においてどういう意味があるのか、どんな役に立つのか』という明確な方針の下もとにカリキュラムが組まれている。

　究きわむが言っていた『ある時代までは、戦争のおかげで科学の発展が加速された』という事を実感できた気分だ。

　凱の胸には、既に「略章」がみっつ並んでいた。小テストは即座に成績上位者が発表され、表彰されるのだ。

「何で？　あたし、もう疲れちゃったよ。ややこしい方程式とか、電気回路図とか、そーいうのは得意分野じゃないし」

　一方の弐に華けは、机に上体を伸べる形で突つっ伏している。

「あの……春日部かすかべ生徒……というか、春日部さん、ちょっといいかな？」

　その弐華に、ひとりのクラスメイトが近づいてきた。

「んへ？」

　天板に頬ほおを当てたまま、弐華が返事をする。

　カッコいい事に何よりもこだわる彼女がこの有様という事は、よっぽど授業がきつかったのだろうと凱まさるは判断した。

「えっと……。君、秋あき月づき生徒と一緒に転校してきたし、何だか親しそうだけど、知り合あいなのかな？」

　どこか強こわ張ばった――というか、上うわ擦ずった声で少年が訊たずねる。

「あー。まあ、知り合いっちゃ知り合いだけど……」

「君じゃない。春日部さんに訊きいてるんだ！」

　グロッキー気味の弐華に代わって凱が答えると、相手はいきなり語ご気きを強めた。

「え？　うん。友達だけど、それがどうかしたの？」

　これも転校前に予あらかじめ決めておいた、というか最近の任務では定番になっている設定だ。いちいち他人のフリをするのは面倒くさいし、不自然になる危険もある。だから、とりあえず「友達同士」が無難な線になる。

「友達？　そ、それじゃつきあってるとか、そーいうのじゃ……」

「違うっ！　絶対それは違うからっ！」

　がばっと跳ね起き、弐華が答える。

　ちなみに、奈な々な佳かは最初の清せい恋れん高校の時と同じ「恋人同士」というパターンを執しつ拗ように押しつけようとするのだが、それは凱と弐華が全身全霊で拒絶している。

「本当？　本当に？」

「うんうん。友達だし、一緒にいるけど、別に恋人とかそういうのじゃないのは間違いないのっ！」

「あー……オレからも保証する。こいつとつきあってるとかいう話は、この宇宙のどこを探してもない。多分、どんな平行宇宙でも存在しない」

　激しい口調の弐華と、呆あきれた様子の凱。

「じゃ、じゃあ……自分とつきあっていただけませんかっ！」

　軍人らしい、というべきか。背筋を伸ばした姿勢で少年が叫さけんだ。

「あ、ずるいぞ、抜け駆けしやがって！」

「オレも！　オレも立候補しますっ！」

「オレもオレも！　オレは、このクラスでは一、二を争う成績なんだ！」

「戦術シミュレーションなら自分の方が上です！　優秀章も既に三個もらってます。ほらほらっ！」

「はぁ？」

　いきなりクラス男子の大半が津波のごとく弐に華けの周りに押し寄せてきた。

「ちょ、ちょっとっ！　あたし、そーいうの興味ないからっ！　彼氏とかひとりもいらないからっ！」

　普通、何人もいるものでもないと思うが。

「来い、弐華っ！」

　取り囲まれてパニック寸前の弐華の手を握り、凱まさるは人ひと混ごみをかき分けてダッシュする。

　とりあえず向かう先は――学食だ。

　昼休みなのだし。



「……で、何なの、アレは？」

　弐華は頬ほおを膨ふくらませる。

　怒っているのも理由だが、食べ物を一杯に頬張っているのもまた事実。

　目の前には空になったチキンカレーおよびナポリタンの皿と冷やしたぬきうどんのドンブリが積み上げられ、現在は大盛り焼きそばを攻略中だった。



    

  
    
      



    

  
    
      「……いつもは大おお喰ぐいを隠してるのに、今回は丸出しか？　エコカー減税対象外の低燃費脳は大変だな」

　こちらは既に洋風Ａ定食を平らげ、食後のコーヒーに口をつけながら凱まさるがつぶやいた。

　離島の学食にさほど期待していたわけではないが、風味が乏しく焦げ臭いだけの安物ブレンドだ。実用本位なのか、耐熱プラスティック製のマグカップというのも風ふ情ぜいがない。多分、紙コップにホルダーの方が軍事基地っぽいのかも知れないが、離島だから消耗品の濫らん用ようもゴミの量も控ひかえたいのだろう。

「仕方ないでしょ！　授業はキツいし、いきなり初日から何人も言い寄ってくるし！　しかも、ここって昼休みが短いじゃない？　二〇分しかないんだから、午後に向けてエネルギー補給しないと。体育で活躍できなかったら死んでも死にきれないっ！」

「その程度で死にきれないとは、恐るべき生への執念よ」

　焼きそばの皿がきれいになる。だが、弐に華けの食欲は止まらない。予あらかじめ、次のターゲットとしてカツサンドが用意されている。

　朝食夕食は統一献立だが、昼は普通の学食のようにメニューが選べるのである。しかも、原則無料で。

　親の仇かたきを喰い殺さんばかりの迫力に恐れをなしたのか。それとも大喰いでイメージが崩れたのか。

　数人の男子生徒が遠とお巻まきに眺めているだけで、近づいてこようという者はいない。

「……まあ、予想して然しかるべきではあったな」

「予想？」

「まず、この学校の男女比を考えてみろ」

　軍事がセールスポイントのミリタリオ学園は、当然男子生徒が多い。比率は八対二。しかも、離島での全ぜん寮りよう制せいだから他ほかの女の子と出会うチャンスはほぼゼロ。

「つまり、慢性的に出会いに飢うえているって事だな」

「あー……」

　弐華は砂を吐はいたような顔をした。

「変に隔離されているから、女というものの邪悪な実態を知る機会が少なく、妄もう想そうだけが肥大化してるってわけだ」

「キミの、そういう極端な女嫌いも妄想と言えば妄想だと思うけど」

「で、お前は美人だ」

「え？」

　サンドイッチを口に運ぶ弐華の手が一瞬止まる。

「うれしいな。また、そーいう事言ってくれるんだ」

「勘違いするなよ。オレの個人的感情とは一切無関係。世間一般の評価基準というか、大多数の価値観に照らせばそういう評価を下すのが妥だ当とうであるというだけの話だ」

「まあ、そうかな。あたしはかわいいとかきれいより、カッコいいの方がいいんだけどね」

　悪びれも照れもせず言い切り、昼食を再開する。

「日ひ頃ごろそっちに縁えんのない野郎どもの群れに女の子をひとり投げこめば、自動的にアイドル、無条件でマドンナだ。しかも、お前みたいに見た目が高レベルなら希少価値は大幅アップ。こういう事態が起きても不思議じゃないって事だ。何しろ、現時点では異常な目立ちたがりだとか、何でも殴って解決するとか、間違ったことわざを無む駄だに引用するとか、そういうポイントはわからない」

「軍事の勉強とかしてるんだから、もうちょっとストイックな学校だと思ってたのに……」

「慣れてないあいつらなりの、必死のアピールなんだろうさ。なまじ実力主義の閉鎖社会だから、異性へのセールスポイントもミリタリオでの評価軸になってしまう、と」

「あー、もうっ！　どうしてみんな恋愛なんかやりたがるの？　言い寄ってくる前の、あたしとキミが恋人同士とか言うのもわけわかんないしっ！」

「それは同感だな。まったく……世の中の連中はみんな邪悪な悪魔にでも取とり憑つかれてるんじゃないだろうか。男と女が一緒にいるだけで、すぐにつきあってるとか恋人同士とかって考えるのは」

「……ちょっと待って」

　サンドイッチを飲み下した弐に華けが深刻そうな表情を浮かべた。

「ひょっとして……キミとつきあってないって公言しちゃった以上、これからもずーっと迫られるわけ、あたしは？」

「多分、そういう事になる。何しろ女の子に飢うえているらしいからな。一度や二度断られた程度で諦あきらめてくれるほど、物わかりのいい奴やつだけじゃないだろうし。言っておくが、今さらトラブル回避のために恋人のフリとかいう話には乗らないからな」

　ある意味、単純に女子が少ないという一点だけでも凱まさるの方は気楽なのだ。

「わかってるわよ、そんなの！　あたしだってご免だわ！　あーっ！　もうっ！　軍事の学校なんだからもっと厳きびしくやればいいのに。イチャイチャした奴は銃殺刑とか」

「ペイント弾でか？」

　ミリタリオ学園はどこまで本気なんだか今ひとつつかめない。

　反乱軍とはペイント弾で戦争ごっこなのに、授業のレベルは妙に高い。

「クラスの雰囲気を見る限り、割とみんな実力勝負で競い合あうのは好きみたいだけどな」

「正直、あたしには辛つらいわ。清せい恋れんのダンスとか時と計けいヶが丘おかの機械もそうだけど、キミって本当にソツがないっていうか、何でもできるんだね」

「……まあな」

　弐華としては素直に褒めたつもりだろうが、凱としてはあまり嬉うれしくはない。

　頭、身体からだ、手先――どれを使う分野でもすぐにコツをつかんでひと通りこなせるのは凱まさるの特技だ。その事については謙けん遜そんする気もない。だが「ひと通り」レベルでしかないのも事実なのだ。

　どんな事でも水準は簡単に身につけられるが、そこから先にはなかなか進めない。

　あるいは一心に打ちこめば一流へと脱皮できるのかも知れないが、なまじどんな事でもこなせるだけに、己の道を定める事ができない。

　達いたるのマンガや獲えるの水泳のように、天性の才能をありのまま発揮するのが本物の天才だ。優すぐるや究きわむは既に自分の人生の目標を定め、全すべてをそこに向かうために費ついやしている。

　それに比べると、しっかり腰が定まっていない器用貧乏な便利屋でしかない自分がつまらない存在に思える事がある。

「キミ、顔が暗いよ。ひょっとしてあたし、何かマズい事でも言った？」

「……何でもない」

　凱は、己の頬ほおを軽く叩たたいた。表情に出てしまうほどだったか。当の家族にも話していない事だ。よりによってこの女に気づかれてしまうとは。いや、まだ具体的な内容まで知られたわけではないが、弱点のヒントだけでも知られたくない。

　いやいや。もっと冷静になれば、誰だれに知られたって嬉うれしくないはずなのに、何な故ぜ自分は「よりによってこの女に」なんて考えてしまったのか。

　きっと奈な々な佳か会長の嫌がらせでずっと組まされているのが原因だ――凱はそう考える事にした。



　午後最初の授業は「図上演習」。いわゆる戦略シミュレーションだ。

　しかも全校合同。同級生の限られたメンバーだけで対戦していると相手のクセや為人ひととなりがわかってしまうため、こういう形になっているという事だ。ルールにも何種類ものバリエーションがあり「勝ち筋」が固定しないようになっているらしい。

　第二戦略実習室といういかめしい名前の大教室は、各席にパソコンが設置された階段式の大教室で、正面には大きなスクリーン。教卓代わりの大型デスクの天板は二メートル四方ものサイズがあり、それ自体が地図などを表示できるディスプレイになっている。

　さすがに全校生徒を収めるだけの広さはないので、学年を問わず指定された三クラスが実習室に集まり、他ほかはそれぞれの教室でモニター観戦するという形だ。

　ただし、生徒会長だけは別枠扱い。正面のサブモニターには、生徒会室の自席に腰掛ける直なお衛えの冷ややかな微笑が映し出されている。

　高校新法下では自治権を持つ生徒会のメンバーが最低限の卒業単位分しか授業を受けず、学校運営に専念するという事もないわけではないが、珍しいケースではある。

「うー……」

　最後列の席。教科書を開いた弐に華けは寄り目の表情で、眉み間けんに深くシワを刻んでいる。頭の上でクエスチョンマークが乱舞しているのが目に見えるようだ。

「やっぱり、この手の奴やつは苦手か？」

「戦うっていうのなら、自分が直接動いて敵をぶっ飛ばせばいいだけじゃない！　どうしてこんな風にこちゃこちゃ他人を動かすわけ？」

「それが単純な戦闘と、戦術や戦略の違いだ。個人でやれる事には限界がある」

「限界に挑み、突破するのってカッコいいと思わない？」

「じゃあ、お前はひとりでアメリカ軍全軍と戦え。『ランボー』もびっくりのワンマンアーミーだ」

「ジョン・ランボーが戦った相手はちっちゃな街の警察署とか州兵よ。しかも、誰だれも殺してないし。第一作じゃワンマンアーミーってほどじゃないわね」

「あれ？　原題がそうじゃなかったか？」

「元々のタイトルは『Ｆｉｒｓｔ　Ｂｌｏｏｄ』だよ？『一人だけの軍隊』っていうのは、確か原作小説が日本で出版された時の題名じゃなかったかな？　日本でのヒットのおかげで、二作目からは原題にも『Ｒａｍｂｏ』って付くようになったけど」

「……え、そうだっけか？」

「うん」

　顔が火ほ照てる。

　どうでもいいトリビアではあるが、まさかよりによって弐華に勘違いを指し摘てきされてしまうとは。しかも、さすがアメリカ育ちのバイリンガルだけあって「ブラッド」のＬと「ランボー」のＲの使い分けが完かん璧ぺきだ。別に英語力と知性がイコールで結べるわけではないけれど、日ひ頃ごろバカ呼ばわりしている相手に負けるのはやっぱり面白くないのだ。

「さて、いつもなら志願者同士の戦いだが、本日はせっかく新しい生徒がいるのだから、腕前を見せてもらおうか」

　マイクを通じ、教師が告げる。

　視線が、凱まさると弐華に集まる。

「では」

　名前を呼ばれるより早く、凱が挙手して立ち上がった。

「いいの？　あたしは助かるけど」

「お前、こういうのは苦手なんだろ？　無意味に相手が嫌がる事とかカッコ悪い真ま似ねとかさせて喜ぶようなサディストじゃないんだ、オレは」

　まあ『ランボー』のタイトルの件をさっさと忘れたいという理由もあるが。

「よし。秋あき月づき凱生徒だったな。前に出ろ！　ルールは、初級のＢ―二を用いる！」

　凱は演習――というか初級シミュレーションのルールを確認した。

　兵士の強さはさまざまな要素によって数値化されており、コマに内蔵されたチップに記録されている。ある程度の乱数要素を加えて、勝敗が判定される。簡単に処理できるよう基本はターン制で、両者の手て番ばんが交互に行われるが一度の手番で自軍全部隊を同時に動かす事ができる。一応の制限時間はあるが、考える時間は充分。

　要するに、家庭用ゲームにあるようなこの手の奴やつと似たようなシステムだ。

「では、相手は……」

「自分がやります！　軍事のイロハも知らない新入りに、ミリタリオの流儀を教えてやる」

　名乗り出たのは、解任された元生徒会副会長の上うえ杉すぎだった。レンズ越しのギラギラした三さん白ぱく眼がんで、凱まさるを睨にらみつけている。どうやら昨日の失点の怨うらみを、凱に向けているようだ。多少口論はしたが、あれは完全に上杉自身の無能が原因だと思うのだが。

　初心者の凱に配慮したのか。彼ひ我がの戦力は総数、部隊編成ともほぼ同じ。地形もさまざまな高低差があるだけで視界は通っている。

　最初は上杉のターンだ。砲兵隊は高台に向かって移動開始。主力の歩兵は正面へと進軍し、騎兵は左右に展開する。

　それに対し、凱は全軍を左後方へと移動させつつ陣形を整える。

「はは。ド素人しろうとめ！　各兵科の機能や特性を理解していないな！」

　移動速度の違いから遅れ気味の秋あき月づき軍砲兵部隊を蹂じゆう躙りんすべく、上杉軍騎兵が急速に肉薄してきた。

　だが、それこそが凱の予定通りだった。

　砲兵部隊は全力で後退し、追撃すべく突出した敵軍騎兵の一隊を自軍の歩兵と騎兵で挟み撃ちにする。距離が開きすぎているので、どちらも砲兵の攻撃は届かない。

「ま、まさか？」

　状況の不利を悟り、まだ交戦していない騎兵の半数を上杉は歩兵と合流させるべく後退させた。突出した騎兵は既に見殺しだ。

　もちろん、これも読んでいる。反転しつつ適当な高地を確保した凱の砲兵が、陣形を整えようとする上杉軍へと砲弾の雨を降らせる。コンピュータの判定により、上杉軍の兵数はどんどん減っていく。

　戦況は既に、凱の完全な支配下にあった。態勢を立て直そうとするたびに上杉の部隊は低地に誘導され、周囲の高台を制した秋月軍に包囲されている。

「ふ、ふはは……。やはり素人だな、秋月生徒！」

　広い額に脂あぶら汗あせを浮かべながら、それでも上杉は笑い出した。どうやら口振りからすると虚きよ勢せいではないらしい。

「素人？」

「そうだ！　転校してきたばかりの貴様は、ミリタリオの生徒でありながら『孫子』すら読んだ事がないようだな！　退路を断たれた我が軍は死に物狂いの奮ふん戦せんをし、この劣れつ勢せいを跳ね返す！」

　上うえ杉すぎは、自軍のコマを一いつ斉せいに攻撃に転じた。秋あき月づき軍の正面に向かっての、残存兵力全軍を挙げての突撃だ。

「……これが、本当に部隊を率ひきいてるなら、オレもその意見にちょっとは賛成だけどな」

　肩を竦すくめ、凱まさるもコマを動かして迎撃する。

　突撃を受けた正面部隊は防御に適した厚い隊形を維持したまま緩ゆるやかに後退。無理に踏みとどまって敵の勢いに対抗はしない。ただし、包囲している両翼と後方の部隊は着実に上杉軍との距離を縮め、確実に撃破していく。

　コンピュータによる無情な判定によって上杉軍の戦力は見る間に削られていき、生存兵数のカウンタはすぐゼロになった。

「な、何な故ぜだぁーっ！　孫子の兵法によれば、敵軍の退路を完全に断ってしまってはいけないはずなのにーっ！」

「だって、このシミュレータは心理面の要素はパラメータになってないだろ？」

『孫子』は未読の凱も、上杉が喋しやべっている内容の根拠は想像がつく。

　要するに「窮きゆう鼠そ猫を噛かむ」という、弐に華けなら絶対間違うフレーズが実現するのを避けるためだ。必要以上に追い詰められ、逃げ場がなくなった軍隊は死に物狂いの反撃を試みるしかなくなる。

　殲せん滅めつさせる必要がないなら、適当な退路を開けてそちらに誘導してやる方がいい。相手の行動をコントロールし、戦場全体を管理掌しよう握あくするという目的にも適かなうし、恐怖を刻みこまれた兵を敵国に帰還させる事は一種の情報戦略にもなる。もちろん、恐れ以上に怨うらみを抱いだくようでは困るが。

『孫子』は読まなくても、これまで〈ヴィジランテ〉としての任務の中で自然に身につけてきた手法のひとつだった。

　ただし、今回の演習で戦力を計算するデータとして「兵士の士し気き」は含ふくまれていない。追い詰めたって敵兵が奮起する事はないけれど、挟きよう撃げきした事による支援効果はきちんと計算される。ならば当然、このルール下では包囲殲滅してしまえばいいだけの話だ。

「あ、ありえん……。『孫子』をマスターし、このミリタリオで副会長まで務めたこの上杉猛たけしが、転校したての素人しろうとに完敗するなど……！　そ、そうか！　貴様、読んでないというのは嘘うそだな！　本当は孫子の兵法を読破済みなのだろう！」

「生憎あいにくだが、本当に未読だ。本はよく読む方だが、縁えんがなくてな。念を押しとくが、その他ほかの戦記モノも同様。オレの読書傾向は、主に実用書。最近読み終えたのは『精密機械工作ハンドブック』だ。後は三国志とか信長とか、その手のゲームをちょっとかじった程度」

　とりあえず、実際に読んだ本のタイトルを挙げてから、決めゼリフとしてはイマイチだったと反省する。もっと箔はくがつくいかにも難解そうな書物か、逆に極端に俗っぽいタイトルの方がよかったか。

　バカ正直で無ぶ粋すいな題名がおかしいのか、弐に華けは口元に手を当ててくすくす笑いを隠している。彼女なら、もうちょっと気の利いた本を挙げたのか。

「待て！　上うえ杉すぎはしょせん副会長を解任される程度の男でしかない。ミリタリオ学園のレベルを、彼ひとりで判断されては心外だ。次は自分が相手をしてやろう！」

　次に進み出たのは、新たな副会長である武たけ田だだ。

「会長、ご覧ください！　この武田が、新参者に我が校の真のレベルを味わわせてやりますっ！」

　モニターの向こうの直なお衛えに、ぐっと拳こぶしを掲かかげる。上杉の後任として自分がふさわしい。いや、そもそも上杉以上の実力があり、愛校精神と忠誠心に溢あふれているのだ――そうアピールしたいのだろう。

　男同士だろうに、モニターに向かって投げキッスまで飛ばしている。

「転校したてではあるが、秋あき月づき生徒はそれなりの素養があるようだ。素人しろうと扱いは失礼だな。シミュレータのレベルを上げてくれ。中級……いや、上級のＤで行こうじゃないか！」

　武田の指示で提示された新たなルールは、上杉戦の何倍も複雑なものだった。

　単純な部隊と部隊のぶつかり合あいだけではなく、国家の総力戦を指揮するタイプ。兵種も多岐にわたり、資金や資材の管理、生産の指示、外交までもがリアルタイムで同時進行するシステムだ。

「いくら何でも……」

「転校してきたばかりの素人に……」

　生徒たちの中から、声を潜めた批ひ判はんが流れてくる。

「ちょっと待ってくれ……よし」

「生かじりの上杉生徒などとは違う。真に『孫子』をマスターした者の力を見るがいい！」

「孫子孫子って、お前ら孫子村の村民か？　孫子と唱えれば何でも上う手まく行くとでも思ってるのか？」

　数分間ルールを熟読した後で勝負を受諾した凱まさるへと、自信満々で攻めてきた武田は、二〇分ほどで顔がん色しよくを失った。

　始めのうちは、凱が突出させた小部隊を大軍で押し包み、確実に壊かい滅めつさせていた。敵が少数でも安易に散開せず、常に数の優位で相手を削り、潰つぶす。

　しかし、それはオトリだった。

　敵軍をおびき出すためではなく、時間を空費させるための。

　上杉が調子に乗って移動と攻撃を繰り返している間に、凱は撤退しつつ万全の防御態勢を構築したのだ。

　主力の機甲部隊は部隊ですらないバリケードや地雷に足止めされているところを、間接射撃で潰つぶされた。自慢の艦隊は安価な機雷と魚雷艇によって壊かい滅めつ寸前に追い込まれ、敗走するしかない。

「ふ……ふはははっ！　なるほど。さすが上うえ杉すぎを倒しただけはあるな。だがっ！　自国の守りを固めるだけでは勝利には結びつかないぞ！」

　挑発のつもりなのか。一向に攻める気配のない凱まさるに、武たけ田だが虚うつろな笑いを上げる。

「……いや。オレ、ちゃんと勝つから」

　そう言いながら、凱の部隊はほとんど侵攻していかない。その代わりに中立のはずの周辺国は武田がオトリ部隊を潰している間に進めた外交工作でほとんどが凱の同盟となり、資源の貿易はストップしてどれだけ工場があっても兵器が増産できない状態になってしまった。

　しかも、それなのに長期戦に向けてどんどん拡張した工場地帯には、維持のためだけに毎秒コストがかかる。

「そ、そんなバカな……」

「悪いな。ただの戦争は初心者だが、こっちはむしろ得意分野なんだ」

　経営は母親とその跡継ぎを目指している究きわむ、政治は優すぐるとの日常会話でさんざん出てくるネタだ。

　一方が一方を負かすだけの戦争とは異なり、政治や経済では互ご恵けいやＷＩＮ―ＷＩＮという関係がある。

　例えば、シェアの拡大だけを目指して無む茶ちやなダンピングでライバル社を蹴け落おとそうとした結果、市場を独占した頃ころには自社も市場もズタボロになっていては元も子もない。不毛の荒野にぽつんと立つ素す寒かん貧ぴんの王様になったところで、栄えい華がにはほど遠い。

　そんな事より、同業で協力すべきところは協力し、マーケット全体の拡大を目指した方が得というケース――即すなわち、両方勝ちというわけだ。

　外交という要素が入ってくれば、その手法はいくらでも応用できる。ましてや、マルチプレイヤー環境で誰だれかひとりに負けを押しつけていいとなれば、利益誘導は簡単だ。

　通読した事はないが、確か当の『孫子』にも実戦に至らないのがいちばんとか書かれているのではなかったか。

　気がつくと、武田軍の首都は既に陥かん落らくしていた。

　凱の軍隊が制圧、進駐したのではない。敵国内の反政府ゲリラを支援し、蜂ほう起きさせたのだ。状況にもよるが、わざわざ遠い距離を自分で進軍するよりも、相手の首都にいる「敵の敵」を動かした方が手っ取り早い。

　パラメータが増えれば増えるほど、使える手段も広がる。そうなった方が凱としてはやりやすかった。

　むしろ、対戦種目が将しよう棋ぎやチェスだったらもっと手こずったかも知れない。

　抽象化と整理が進み、長い間に独自の戦法や定じよう石せきが極きめられている将棋は単なる現実の模倣ではなく、それ自体で美しく完結した競技だ。ヘタな「現実の応用」は通用しない。

「すごい……。あっという間だぜ」

「歴代第二位の記録だ」

　誰だれかのつぶやきを起点に、観客の中からざわめきの波は紋もんが広がっていく。

「ち、違いますっ！　これは、これはその……。ほら、会長はご存じですよね？　調子さえ悪くなきゃ、こんな事には……」

『武たけ田だ副会長』

　うろたえてモニターを振ふり仰あおぐ武田に、直なお衛えは冷たい声で答える。

『君が、君個人の無能によって敗北するのは構わない。だが、軽々しくミリタリオの名を背負うべきではなかったね』

「お許しください、会長っ！」

『今回は単なるシミュレーションだ。敗北や失敗を懲ちよう罰ばつの対象とはしない。しかし、君が自らの底を露呈したという事実は覚えておくがいい、武田副会長』

「は、はいっ！」

　顔を脂あぶら汗あせまみれにして敬礼する姿は、哀れを通り越して滑こつ稽けいですらあった。

「やるじゃない」

「まあな」

　自分の席に戻った凱まさるを、弐に華けが右手を挙げて出迎えた。パン、と手の平を打ち合あわせる。軍隊風の規律を重んじるミリタリオの作法からは外れているのだろう。周囲の何人かが、露ろ骨こつに渋い顔を見せた。

「キミらしいのかな。ああいう、負けた奴やつを追い打ちするやり方は。えっと『世渡りにアタリ目』だっけ？　あいつ、すっかりそういう状態だよね」

「ひょっとして『弱り目に祟たたり目め』と言いたかったのか？　酷ひどいトラブルが重なるって意味の」

「そうそう。そうとも言うわね」

「そうとしか言わない」

　またコレだ。極めて疑わしいが、弐華本人としてはわざとやってるわけではなく、本気で間違えているらしい。

「昨日の、オレたちをオトリにするやり方が気に喰くわなかったからな。こっちもオトリ戦術で対抗させてもらった。あの時は、本気でお前が死んだかと思ったんだぞ、オレは」

「あ。心配してくれたんだ？」

「……必要もないのに心配させられたという不愉快の怨うらみを晴らしただけだ。それに『孫子』とか引き合あいに出して威い張ばってるのも気に入らない」

　サバイバルゲームにかこつけて戦争論を訊たずねた時、姉の優すぐるがずばり『孫子』を話題に出していたのだ。

『孫子やマキアベリは偉大だし、確かに名著だよ』

　立て続けにビールをあおりつつ、息いき継つぎの合間に優は早口で語った。

『だけど、内容の半分くらいは今じゃ常識だったり、社会情勢や科学技術の変化で現代には通用しないモンだね。わざわざお勉強しなくたって、普通に考えればわかりそうな事だ。何てったって数百年とか、それ以上も前の古典だぞ。今さらあの辺を読んで目から鱗うろこが落ちた気分になるような奴やつは、てめえの頭の悪さを嘆なげくべきだ』

　実際に『孫子』も『君主論』もきちんと読んでない凱まさるとしては、優の毒舌に苦笑するしかなかった。

　だが、自信満々で「孫子の兵法」とやらを、何も考えずに引用した挙げ句に壊かい滅めつした上うえ杉すぎや武たけ田だを見ると、姉の発言が的まとを射ていたのかと思ってしまう。

　凱が予想以上に手早くふたりを撃破してしまったので、まだ時間はたっぷり残っている。残りは、適当に生徒同士でペアを組んで自主的に模擬戦闘するように指示された。

「弐に華け、相手頼む」

「え？　えーと……あたしでいいの？」

　一対一のバトルでは互ご角かく以上だが、頭だけで戦うゲーム的な分野では圧倒的に凱の領分だ。弐華では、肩慣らしにもならない。

「本気で指すわけじゃない。適当に手を回せ」

「あ、そういう事ね。ＯＫ」

　そっと耳打ちすると弐華はすぐに察してくれた。

　実力で副会長に抜ばつ擢てきされたはずの上杉と武田で、ミリタリオのレベルはおおよそ把握できた。後はいちいち個別に対戦してみる必要は薄い。それよりは弐華相手に時間を潰つぶしながら、全体を俯ふ瞰かんするべきだ。

　ルール設定はいちばんの初級に設定する。戦力は極めて単純化抽象化され、両者のターン制で時間制限はなし。ランダムに設定されたマップでまず適当にユニットを動かし、弐華に回す。

「うーん……」

　わざとらしく腕を組んで考えた後、弐華が自軍を動かした。凱の予想通り、主力攻撃部隊を実に素直に、真まっ直すぐ、真正面から突つっこませてくる。

　軽くため息しつつ、凱は自軍を後退。弐華の部隊はというとやっぱりそれを追いかけて突出してくる。そんでもって地形に阻はばまれて行軍速度が落ちたところを、間接射撃の雨あられ。

「いくら苦手でも、さっきのオレの二連戦観みてて、その上でこんな単純なオトリにひっかかるのは無ぶ様ざまじゃないか？」

「え？　何で？　このくらいの川なんかぴょーんと一気に飛び越えられないの？　どうして足止め？」

「こういうシミュレーターのユニットというのは、まあ常識的な人間の能力が基準になってるからな。お前以外のマトモな人間には不可能な事は、ちゃんとできないようになっている」

「納得いかない！　さっきキミ、三国志のゲームとか言ってたじゃない？　あれだと武将がひとりでものすごい大軍ふっとばすでしょ？」

「同じ三国志のゲームでもジャンルが違うんだよ」

　力押しに失敗し続ける弐に華けを軽くあしらいながら、凱まさるはラインを切り替えて他ほかの生徒たちの対戦をあちこちつまみ食いする。

　実力主義を標ひよう榜ぼうするミリタリオで、しかも図上演習はこの学校のメインだけあって、過去の対戦成績もすべて検索可能になっていた。

　確かに武たけ田だも上うえ杉すぎも、過去の戦績は悪くない。ただ、凱が予想したよりも対戦パターンは固定されている。似たような組み合あわせというか、普通に「友達同士」の小さなグループの中で、ぐるぐるローテーションしているケースが多いようだ。

　中には、シミュレーションの最中にオンラインでチャットしている者もいる。

『じゃ、こっちは魚ぎよ鱗りんの陣で』

『出たな、必勝パターン』

　戦せん技ぎに無関係な雑談をしているわけではないが、イメージとはギャップがある温ぬるいものに見えた。さすがに遊びのなれ合いとまでは言えないが、真剣勝負でもない。演武と試合の中間くらいか。暗黙の合意の上で、互いの得意技を見せ合っているような雰囲気だ。

　その上で、指揮の巧こう拙せつによって成績差は生じているのだが。

「……どうやら、この学校の正体というか何というか……多少わかったような気がする」

「？」

　凱がもらしたつぶやきに、弐華は腕組みしたままきょとんと首を傾かしげるだけだった。

　そう言えば、さっきの対戦は最短時間勝利の歴代二位とか言っていた。ついでに過去のデータも検索してみる。

　同じルール条件での歴代ナンバーワンは、現生徒会長杜もり雄お直なお衛えが今年の春先に出した記録だった。

　リプレイして、直衛の戦いの巧みさに凱は息を飲んだ。

　外交を駆使して敵軍を孤立させ疲ひ弊へいさせるのは凱が使った手法と同じだが、より早く、そしてより徹底されている。

　凱まさるが武たけ田だ相手に使った戦略政略は、本来なら持久戦で相手の消耗につけ込むやり方だ。短時間で片が付いたのは、武田が「いわゆる戦争」だけで対抗しようとしたからである。

　だが、直なお衛えは敵が退いたタイミングに合あわせて積極的な追撃を仕掛け、しかも深追いはしない。敵軍が損そん耗もうした事で外交工作もよりスムーズに進み、同盟国を含ふくむ連合部隊が、直衛軍の主導で敵国の首都に進駐、制圧したのが凱との大きな違いだ。

　いや。むしろ対戦相手が教官という点こそが最大の相違点というべきか。

　凱が見ても、教官の采さい配はいは堅実だ。それなのに直衛の巧みな戦術によっておびき出され、孤立し、各個撃破されている。

　さっきは上うえ杉すぎも武田も、自分の勝ちパターンに固執するだけの単純な相手だったから軽く勝てたが、もし直衛と対戦したら――。

「ああっ！　ちょっと！　どうしてそれで負けるの？　数は互ご角かくなのに？」

　少なくとも、今対戦している単純バカほど楽な相手でないのは確かだ。

「オレの方が高所から攻めてるからだ。地形の影響を考えろ」

「……つまり、高いところから現れるのは正しいって事でしょ？」

「それとこれとは話が違う」

　弐に華けを適当にあしらっているうちにチャイムが鳴った。歴代二位の記録を出した事で、凱の胸には成績優秀章がひとつ増えている。

「やっぱり、あんな画面の中でコマを右とか左に動かすだけじゃ本当の実力はわかんないのよ。実際に拳こぶしと拳をぶつけないと」

「お前の理り屈くつだとアメリカとロシアも、インドとパキスタンも、国家首脳同士の殴り合いでケリをつければいいという事になるのか？　それだとプーチン擁ようするロシアがあまりに有利に思えるんだがな」

「戦争するよりは平和でしょ？」

　そんな事を言い合いながら教室移動のために歩いているふたりの前に、人影が立ちはだかった。

「秋あき月づき凱くん、ちょっといいかな？」

　ガラス器を弾はじいたような、冷たく澄んだ声――直衛会長だった。

　左右には長身の親衛隊員が腰の後ろで手を組んで直立し、凱と弐華の行く手を阻はばんでいる。

「……何の用だ？」

　凱の背筋に、得体の知れない緊張が走る。

「先ほどの授業、見事だったよ。上杉と武田、ふたりをああも簡単に下すとはね」

　屋内でも着ちやく帽ぼうしたまま、直衛は微笑する。

「そりゃどうも。生徒会長様が、わざわざお褒めの言葉をくださるために出向いてきたのか？」

「そんなに身構えないでくれよ。僕は、君をスカウトに来たんだ」

「スカウト？」

「そうだよ。転校早々、君は素晴らしい素質を見せてくれた。一介の生徒にしておくには惜しい。是非とも僕の側そばで、ミリタリオを統率するために働いてほしい」

　長いまつげに縁取られた目が、蠱こ惑わく的てきに細められる。

「あいにくだが、まだこの学校の事がよくわからないんでね。はい、そうですかって乗っかるわけにはいかないね」

　何な故ぜか口の中が酸っぱくなるような不快感に抗あらがいつつ、凱まさるは返答する。

「逆らわない方がいいと思うけどね。確かに君には素質はあるよ。ただし、素質と実力はイコールじゃないし、君の資質というのは戦略家じゃなくゲームプレイヤーのそれだ」

「……」

　痛いところを突つかれて、凱は黙りこむ。

「上うえ杉すぎ戦では、士し気きがパラメータに含ふくまれていないからそれを無視した。武たけ田だの時は敵国首都陥かん落らくで終わるから、そこだけを真まっ直すぐに目指した。君はどちらも戦争のシミュレーションではなく、ゲームとしてルールの隙すきを利用し、手早く器用に勝利したに過ぎない」

「……いいでしょ、勝ったんだから」

「強がりはやめようよ。君の限界は、君自身がいちばん理解しているはずだ」

　その通りだった。

　凱は、あのふたりの固定観念につけ込んだだけ。

　もしもあの盤面が本当の戦争だったら、ゲリラを焚たきつけて首都を落とさせた凱は、敗戦国に万全の影響力を確保できていない。同盟国の顔も立てつつ、自軍で進駐した直なお衛えの方が遥はるかに巧妙なのだ。

　コツは見抜けたし、器用に解決もした。

　ただし、それだけ。

「君の力は、組織の中で大勢に逆らえるほどの実力かな？　僕の下につく気があるのなら、武田たちよりも上の役職につけてあげてもいいんだよ」

「……考えておく」

「即座の否定じゃないという点を評価してあげるよ。次回には、色よい返事がもらえる事を期待するよ」

　パン、と乗馬鞭むちを己の左手で鳴らし、直衛は綺き麗れいな姿勢で回れ右してそのまま部下とともに去っていった。

「……キミ、本気？　本気で、あんないけ好かない奴やつの部下になるつもりなの？」

　直衛たちの姿が廊下の角に消えると、弐に華けがずいと身を乗り出す。凱の視界いっぱいに彼女のアップが広がった。

「まさか！　任務のために決まってるだろ！」

　まだミリタリオの実態についてはわからない事だらけだ。反乱軍とやらの規模や目的も不明だし『女神』に関しては手がかりひとつない。

　それなら、生徒会側の一員になって情報を集めるという道を残しておくのが得策だ。

「ああ、そうなんだ。あたしてっきり――」

「てっきり、何だ？」

「キミが、個人的にあいつに興味あるんじゃないかと思って」

「お前までそーいう事をいうのか？　アホな勘違いはアクションシーンだけにしておけ」

　時々勘違いされるが、凱まさるは女が嫌いなだけであって別に男が好きなのではない。恋愛アレルギーの弐に華けならそのあたりはパートナーとして充分理解していると思っていたのに。

「ま、そういう事ならそれはいいんだ。急ぎましょ。次は体育だし」

　直なお衛えと話している間に、休み時間はほとんどなくなっていた。

「お前、身体からだ使う時は本当に嬉うれしそうだな」

「人生って、楽しんだモン勝ちだと思うんだよね」

「何も考えていない事を、あたかも深しん遠えんな真理のように語るな」

　小走りしながら凱と弐華は体育館に向かった。大おお慌あわてで着替え、ぎりぎりセーフで滑りこむ。

　本日最後の授業、体育は男女合同である。

　合同といっても、あの忌まわしい清せい恋れんなどとは事情が違う。男女比が圧倒的に偏っているミリタリオでは、女子だけ分けて体育を教えるというのは非効率的すぎるのだ。

「それに、改めて言うが戦場においては男だ女だという区別はない。一緒に行軍する以上、同等の能力が必要とされるのだ！」

　グラウンドの中央。スキンヘッドで筋肉質の体育教師は、新たに転校生を加えたクラスに向かって胴どう間ま声ごえで宣言した。学校の先生というよりは、服装のせいもあって鬼軍曹という印象だ。海外の傭よう兵へい部隊で格闘技を修めているとかいう触れこみだという。

　さて――迷めい彩さいのジャージに身を包み、凱は周囲を見回す。

　一般科目のレベルはかなり高かったが、体育や専門科目はどうだろうか。

　実際の軍隊並みの要求水準だとすれば、かなりハードになるはずだが。

「誰だれか、格闘技の模範試合に立候補する者はいないか？」

「はいっ！」

　鬼軍曹の声に、弐華は勢いよく手を挙げる。

「いいのか、お前？」

　隣となりの凱が、小声で耳打ちする。

「何が？　身体からだぐらい思いっきり動かさないと、ストレスでどうにかなっちゃいそう」

「午前中の事を思い出せ。ここの男どもは実力や評価をアピールして女の子を振り向かせようとするんだぞ。だったら『勝ったらつきあって』という奴やつが出てくるんじゃないか？」

「……だ、大丈夫！　あたし、負けないし！」

　確かにその点は安心か。弐に華けの戦闘力は並大たい抵ていではない。そんじょそこらの高校生と一対一で戦って負けるとは思えないが、午前中の授業レベルから判断するとミリタリオだって並の学校ではないのだ。

　あの水準で軍隊格闘技を教えているとしたら、苦戦する程度はあり得るかも知れない。ヤンキー相手のケンカや格闘技の試合とは勝手が違うのだから。

　って、オレは何でこの女の事を心配してるのか。

　声には出さず、凱まさるは自分自身にツッコミを入れる。

　任務に関かかわる事ならいざ知らず、弐華が他ほかの男に言い寄られてくっついても別に関係ない。弐華本人が嫌がっても自じ業ごう自じ得とくという事だし。そうとも、自分が心配する必要など一切存在しない――はずなのだ。

　頭の中で繰り返し、懸命に己に言い聞かせる。

「どうした？　今日も立候補なしか？」

　ところが、ふたりの心配に反して誰だれも名乗りを上げる者はいない。

　仕方なく鬼軍曹が適当な男子を指名する。昼休み前に弐華に迫っていた、クラスで成績トップとか言う男だ。やや小太りで、見た感じ身体のキレはお世辞にも良さそうではない。

　弐華と成績トップは顔にスーパーセーフ、腕と脚にクッション入りの防具を着け、教師からルール説明を受けて向かい合あう。ルールと言っても、ほとんど何でもありに近い実践的なスタイルだ。寝技にも対応できるようにマットが敷かれている。

「よしっ！　始め！」

　教師の号令がかかると、弐華は微かすかに首を傾かしげながら軽やかなステップを刻んで間合いを計る。

　彼女の考えは凱にも想像がつく。

　要するに、あんなに熱心にアプローチをかけてきた相手が妙におとなしいから違和感があるのだろう。

　考えていても仕方ないと判断したのか、弐華が一気に間合いを詰めてハイキックを放った。蹴けり脚が伸びきったところで一瞬止まる、まるで映画の殺た陣てのごときフォーム。

「ふひっ！　ま、参ったっ！」

　情けない悲鳴を上げて、ロクにガードもできず成績トップは一撃で吹っ飛ぶ。ダウンしたまま、立ち上がりもせずにギブアップを宣言する。

「え？」

　あまりの拍子抜けに、弐に華けが目を丸くする。

　座って観戦していた凱まさるも、思わず口が開きっぱなしになってしまった。

　軍事を取り入れている学校なのだから、弐華という超暴力女には敵かなわないまでももうちょっと使えても良さそうなものだが。

　まあ、戦略演習の時にある程度予期はしていた。

　ミリタリオは軍事を取り入れた学校ではあるが、少なくとも生徒の大半が志向しているのは、兵士や部隊指揮官として自ら泥や砂にまみれて最前線を這はいずる事ではない。軍師や参謀になって、首から上だけの働きで全軍を動かし、勝利の栄誉に与あずかる事なのだ。

　だから、勉強はそれなりに熱心だし、シミュレーションや軍事の知識は豊富だが、実際に身体からだを使う事は苦手な奴やつが多いらしい。時間割にしても、図上演習やら戦略論やらは細かく分かれているのに、体育は普通に「体育」がひとつあるだけだ。格闘技、行軍訓練、射撃など、いくらでもやるべき事はあるだろうに。

「ほう。珍しく見どころがある奴が転校してきたな。よし、次！」

　鬼軍曹に指名された次の対戦相手が、退ひけた腰つきで立ち上がる。

　既に相手の実力を見切った弐華は、今度もモーションの大きな回まわし蹴げりで、しかし命中させずに顔の寸前で静止させる。それだけで、対戦相手は尻しり餅もちをついて降参してしまう。

　この調子で弐華はクラスの半数を一撃どころか、ゼロ撃でノックアウトしてしまった。

　戦略演習での「腕前の見せ合あい」とは大違い。一方的な圧勝だ。

「……えーと……ここ、軍事とか戦争とか教えてる学校なんだよね？　もうちょっと歯ごたえないの？」

　誰だれからも触れられていないスーパーセーフを外し、軽く首を巡らせる。長い髪が大きく揺れた。

「じ、自分たちはあくまで頭脳労働……。作戦を立て、指揮するのが任務だ。最前線で我が身を危険にさらすなど、階級の低い兵士がやればいい！　我々は凡百の人間とは違う、戦略眼や戦術的思考を身につけているのだから！」

　シミュレーションの成績を自慢していた男が、マットに這いつくばったまま言い訳する。もちろんこいつにも一発のパンチもキックもヒットしていない。寸止めだけでギブアップしてしまったのだ。

　ふう、と長い息を吐はきながら、弐華は大げさに肩を竦すくめる。

「得意分野で分業するのはいい事だけどさ。自分の受け持ちだけが上等だっていう考えはちょっとね」

　弐華の表情が微かすかに歪ゆがんだのが、凱にも見て取れた。

　彼女の価値観というか、美意識というものはわかっている。カッコいい事にやたらとこだわり、自称・正義の味方で、有言実行。

　負けた事を素直に認めず、言葉だけで「自分が勝てるジャンル」の優越性を振り回すような者は、カッコ悪いし、正しくもないのだろう。彼女にとっては。

「彼女、すごいね……」

　弐に華け争奪戦に参加する気はないのか。凱まさるの隣となりで毛もう利りがため息混じりの声を漏もらす。

「格闘技とか強い奴やつ、他ほかにいないのか？」

　ちょうどいい情報収集の機会だ。凱は訊たずねてみた。

「武たけ田だ副会長はそれなりに使えるはずだよ。後、強い人は生徒会長親衛隊に抜ばつ擢てきされてる」

　なるほど。直なお衛えの周りにいる連中も単なるお飾りではないという事か。

「直衛会長本人は？」

「会長は、身体からだは丈夫じゃないんだって。いつも見学らしいよ」

　保健体育の実技は必ずしも必修ではない。ペーパーテストで合格点を取れれば実技は見学だけで単位がもらえる学校も多いが、ミリタリオもその部類という事か。

　確かに、あれだけ小柄で華きや奢しやなら殴り合あい取っ組み合いには向かないだろう。

「春日部かすかべ生徒の言う通りだぞ！　作戦将校であっても身体が資本なのは変わらないし、前線で戦う兵士の苦労や実情を知らなければ、適切な指揮はできん」

　鬼軍曹にまで叱しかられて、生徒たちは一いつ斉せいにうなだれる。

　どうやら軍曹の表情からすると、ここの生徒たちは日ひ頃ごろから体育には熱心ではなさそうだと凱は判断した。

「あー、それと春日部生徒。お前が強いのはわかったが、動きに無む駄だが多すぎるぞ。そういう見た目だけ派手なのは映画やゲームじゃカッコいいかも知れないが、こいつら程度の相手はともかく、実戦では全く役に立たん。もっと基本に忠実に、コンパクトで合理的な動きを心がけろ」

「あたし、これで充分強いもん。強くて、しかもカッコいい。それがいけないの？」

「ダメだな。見た目など、本当の戦場では何の役にも立たん。特にその髪が問題だ。相手につかまれれば致命傷につながる。切ってしまえ」

　弐華の整った眉まゆが、ぴくりと動いた。

　凱はため息をつきつつ、痛む眉み間けんを押さえる。鬼軍曹殿は、それと知らずに弐華の逆げき鱗りんに触れてしまったのだ。弐華は、派手な動きを強調するためにわざわざ髪を伸ばしているというのに。

「実戦実戦っていうのなら……先生、お手合わせ願えますか？」

「いいだろう……。オレも、ここの青びょうたんどもの相手ばかりで、歯ごたえがなかったところだ。傭よう兵へい部隊で鍛えた技と、見せ物の違いを身体で味わうがいい」

　防具を身につけ、鬼軍曹が構える。腰を低く、両手は拳こぶしではなく自然に開いて胸の高さに掲かかげている。弐華も、頭部の防具を再装着する。

　一九〇近い大男が相手でも臆おくする事なく、間合いを保って小刻みな足運びで右に、左に移動する。

　本物の軍隊格闘技ではない――凱まさるはそう判断した。

　恐らくはレスリングが基本で、空手や総合などの心得もあるのだろうが、傭よう兵へいというのも恐らくはハッタリだ。ひょっとして、ミリタリオの体育教官にふさわしいように捏ねつ造ぞうした設定なのかも知れない。

　ただし、弐に華けにとって不利な状況であるのは確かだった。見た目の派手さ、カッコよさにこだわる弐華のファイティングスタイルは、モーションの大きい打撃中心だ。頭部にスーパーセーフ、手足にも防具という装備ではキックやパンチの威力はかなり軽減される。組み合あいになれば、体格や体重の差が効いてくるから巨漢相手に不利は増す。

「弐華！　気をつけろよ！」

「大丈夫、任せて」

　思わず声をかけた凱に、弐華は親指をピンと立てた。

　その隙すきを、鬼軍曹は見逃さない。弐華の下半身目がけ、猛然とタックルしてくる。

　軽やかな動きが、それをかわす。

　しかも、わざわざバク転を繰り返して。

「実用的でない派手な動き」で勝つという、無言の宣誓だ。

「くっ！」

　すかさず追いすがる相手を、今度は縦のジャンプでいなす。

　また空中で、無む駄だにひねりを加え、相手の頭上を飛び越えて反対側に着地。

　相手を挑発するための、いつも以上に大げさで無駄な動きだ。

「どうしたの、先生？　あたしの髪、つかむんじゃなかった？」

「こ、こいつ……ちょこまかとっ！」

　鬼軍曹は、見事にその挑発に乗せられてしまった。

　戦略シミュレーションではオトリ部隊にいいように踊らされても、一対一の戦いでは巧みに場をコントロールするのが彼女だ。エキサイトさせれば腰は上がる。重心が浮き上がれば、背の低い弐華の攻め頃ごろになる。

　両腕を振り上げて襲ってくる鬼軍曹をギリギリの間合いで見切り、弐華は素早く背後に回った。

　長い脚を鞭むちのようにしならせ、ローキックが走る。

「へ？」

　間抜けな声を上げて、鬼軍曹が跪ひざまずいた。何が起きたのか、理解できていないのだろう。

　弐華は、相手のひかがみ――膝ひざの裏側に精密にキックを入れたのだ。いわゆる「膝カックン」の要領。打撃による関節技と言うべきか。これなら、防具で威力を殺されても問題ない。

「お生憎あいにく様さま。あたし、先生よりもっと大きい人が師匠だから、この程度の体格差はまるっきり問題でも何でもないんだ」

「くっ！」

　舌打ちしつつ、鬼軍曹がマットを転がり、間合いを開いて体勢を整えようとする。しかし、弐に華けは軽やかなジャンプで相手の背後に回り、立ち上がり端ばなに同じようなキックを浴びせる。よつん這ばいの体勢になろうとすれば手首を蹴けりで払う。

　とうとう相手は、仰あお向むけで待ち構えるポーズを取った。立ち技打撃技を使う敵に対し、寝技系の格闘家が用いる定番の体勢。ただし、勝ちに行くというよりは互いに打つ手なしという「千せん日にち手て」の状態だ。

　床に横たわる大男と、悠ゆう然ぜんと見み下おろす美少女――実際の勝ち負けはさておき、カッコよさにこだわる観点から言えば、どちらがこの場の主役なのかは明らかだった。

「本当に実力伯はく仲ちゆうだったら、その構えでもよかったんだけどね」

　にっこり笑い、素早く相手のサイドに回りこんだ弐華は蹴りを繰り出した。さっきまでとは違う、股こ関かん節せつを軸にするだけではなく、膝ひざから先の振りで威力を出すムエタイに近いキックだ。

　もちろん、軍曹はその足をキャッチしようと手を伸ばす。



    

  
    
      



    

  
    
      　まるで魔法のように、弐に華けの足が消えた。

　いや。正確には消えたのではない。あり得ないほどのスピードで引き戻してから、微妙に角度を変えて相手の指先を蹴けり払ったのだ。右から、左から、何度も何度も。

「ひっ！」

　情けない悲鳴が上がる。

　打撃対策の防具はしっかり装備していても、指先まで分厚いクッションで覆おおっているわけではない。

　膝ひざカックンのキックが猛獣使いの長い鞭むちなら、今度は乗馬鞭による素早い連続攻撃だ。まるでカンフー映画で、圧倒的に格上の師匠が不出来な弟子をからかっているシーン。

　万全の体勢のはずなのに、鬼軍曹は弐華の速度と技にまったく対応できない。それでもギブアップしないのはせめてもの意地か。

「同じ攻撃ばっかりっていうのも画え映ばえしないからね。そっちが体勢変えてくれる？」

　間合いを開き、にっこり笑い、頭の防具を外す。勝負が終わったというサインではない。お前相手に防具は不要という、もっと強烈で雄弁なボディランゲージ。

　以前、偶然出会った弐華の両親を思い出す。

　二メートル近い大男と、少女みたいな日系アメリカ人のベタベタ大甘夫婦。なるほど、あの父親から格闘技を教わったのなら、巨漢対策は当たり前という事か。

「の、残り時間は自習とするっ！」

　生徒――それも女に敗れたのが屈辱なのだろう。鬼軍曹は剃そった頭まで真まっ赤かに染めて、逃げるように体育館から走り去る。

　生徒たちから歓声が上がったのは、普段軍曹にやり込められているからだろうか。

「素晴らしいよ、春日部かすかべさん！」

「見事な技だ！」

「でしょ？」

　口々に褒められて、弐華は誇らしげにサムアップする。

「ぼ、僕とつきあわないか？」

　だが、余計な事を口走る奴やつが出てきた。

「君の戦闘力は素晴らしい！　僕の優れた戦略に君のような実行力が加われば無敵だよ！」

「いや。オレの方が君の能力を活いかす事ができる！　優れた兵士であっても、優秀な指揮官の下したにつかなければ宝の持ち腐れだ。僕の彼女になってくれ！」

「あの教師は腕力をかさに着て、これまで我々に威い張ばり散ちらしていた！　しょせん前線で戦うだけの下士官でしかないのに、士官になるべき我々を！　君のように直接戦闘で奴を倒せる人間が僕のパートナーになってくれれば、もうあいつに大きな顔はさせない！」

「だから、どーしてそれが彼氏彼女でつきあうって話になるのよっ！」

　ぶんっ！

　集まってきたクラスメイトたちに、弐に華けは大振りのパンチを放った。もちろん、命中しないように威い嚇かくとして。

　全員が、一いつ斉せいに退ひく。

「ま、お前ら程度が相手にできるような女じゃないんだ、こいつは」

「そうそう」

　クラスメイトたちに苦笑を向けながら、凱まさるは後ろからポンと弐華の肩を叩たたいた。弐華も、相手がわかっているのでいちいち警戒したり振り向いたりしない。満面の笑みでうなずく。

「そ、そうか。やっぱりあのふたりは恋人同士だったのか」

「秋あき月づきも、上うえ杉すぎ生徒や武たけ田だ副会長を打ち破るほどの知ち将しよう」

「なるほど……確かに春日部かすかべ生徒を御せる器うつわの持ち主という事だな」

「確かにお似合いだな、うん」

　クラスメイトたちの囁ささやきに、ふたりの顔から血の気が引いた。

「ちょ、ちょっと？」

「どうしてそういう解釈になるっ！」

　この連中にしつこく言い寄られたらさすがに弐華がかわいそうだし、彼女が余計な注目を集めれば任務の邪魔になる恐れもある。

　そう考えて釘くぎを刺しただけのつもりなのに、ひょっとして息が合あってて仲がいいのを見せつけたと思われたのか。

　冗談じゃない。

　確かに息は合っている。それは認めたくないが事実だ。

　しかし、それは任務の上でのパートナーというか相棒というか、そういう存在として呼吸がマッチしているというだけの事だ。

　断じてそれ以上の意味はない――ないはずなのだ。

　しかし、それを言ったところでこいつらが納得するとも思えない。

　クラスメイトたちが向ける、羨せん望ぼうと嫉しつ妬ととあきらめが混じった視線に囲まれながら、凱は何も言えずに口唇くちびるをへの字に曲げるしかできなかった。
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　このままじゃラチがあかない。

　三日ほど普通に授業を受けた凱まさるの結論は、そのひと言に尽きた。

　ミリタリオ学園の雰囲気というのはおおよそつかめたし、授業もそれなり以上にこなしている。

　ふたりの間あいだ柄がらを誤解した周りの奴やつらが妙に気遣って近寄ってこないため、弐に華けと密談しやすいのもある意味助かっている。だが、例のボトルメッセージにつながるような手がかりは未いまだゼロのままだ。

　弐華の方も事情は似たようなもので『女神』について女子生徒に訊きいてまわったが、有力な情報は得られなかった。

　女子の数が少なく、弐華が調べ物に向いていない事を割り引いて考えても、こっちのラインの展望は薄い。

　夜――校舎を離れた海岸の森で凱と弐華は落ち合あった。

「ざっと調べた限りじゃ、女子寮には隠し部屋とか、そういう物は存在しないみたいね」

「間違いないか？」

「何しろ小さいもんね。調べるのは簡単だったわ」

「……そうか」

　腕を組んで考えこむ。

　島全体――いや、群島全体がミリタリオ学園の施設だ。

　寮以外にどこか隠し施設があるのかも知れない。ただ、それを全部しらみつぶしにするとなるとさすがにふたりでは手に余りそうだ。

　君きみ貴たかが事前に用意してくれた資料で、校舎と寮の見取り図と設計図は手に入ったが、それ以外は入手できなかった。日用品や装備品の倉庫、水道施設など、島内にはさまざまな建物が存在しているのだが。

　普通なら、必要以上のセキュリティシステムが配置されている場所が怪しいのだが、何しろ「軍事の学校」だ。あちこちに赤外線センサーやら掌しよう紋もん認識チェッカーやらが設置されている。それなりに装置の精度も高いし、歩ほ哨しようも立っている。全部を突破して調べるのは、さすがの凱にも楽ではない。

　反乱軍の存在は、普通の生徒たちも知っていた。

　生徒会の方針に反対し、隣となりの島にアジトを構えているらしい。ごく希まれに、向こうに合流する脱走者がいるようだが、関心を払っている者は多くない。直接交戦しているのは、生徒会執行部や「当番」として島内の巡回に当たる生徒だけだ。

「いっそ反乱軍に直接コンタクトした方が手っ取り早いだろうな」

「やっぱりキミもそう思った？　あたしも同感。この学校にあんまり長居したくない」

「待望の南の島も、お勉強が厳きびしいのは嫌か？」

「それもそうだけど、ここってご飯があまり美お味いしくないんだもん。メニューは限られてるし、味付けもイマイチだし」

　げっそりした表情で弐に華けはつぶやく。

「大おお飯めし喰ぐらいならではの切実な悩みってわけだ。ま、食事が不ま味ずいのは同感だがな」

「いっそキミが鍋なべとか振るってくれたらいいのにね。ほら、家じゃ料理とかしてるんでしょ？」

「ここのコックより腕が上って自信はあるがな。残念ながら、生徒は調理室に出入りできないんだ。安全上、食料関係の管理は厳しいらしい」

　軍隊の寄宿舎なんていうと厳しい規則を連想するが、ミリタリオ学園の寮は案外締めつけが緩ゆるい。管理の都合でキッチンや倉庫、変電設備などに一般生徒の出入りはできないが、それ以外の立入禁止区域は少ない。形ばかりの門限と消灯時間は定められているが、夜間の巡視があるわけでなし、実際には夜よ更ふかしも外出も自由だ。翌朝の起床時間までに戻れば一切おとがめなし。

　そもそもが孤島なので、出歩いたところで学校の敷地内だし、夜遊びできるような場所もないから当然と言えば当然なのだが。

「それ以上に深刻な問題は、どうもあたしとキミが恋人同士っていう勘違いが蔓まん延えんしてる事よね」

「ああ。一刻も早く、この任務を片付けてこことおさらばしたい」

　別に清せい恋れんの時のようにベタベタイチャイチャキャッキャウフフと、恋人らしい振る舞いを強要されているわけではない。

　それでも、不愉快は不愉快だ。何というか、尾てい骨の付け根がむずむずするというか、奥歯がくすぐったいとか、そういう不快感。

「直なお衛えの誘いに乗って生徒会内部に入りこむって手もあるが、その前に反乱軍側の実態をこの目で見ておきたいしな」

　こちらの態度が変わるのを待っているのか、あれ以来向こうからの呼びかけはない。てっきり弐華にも親衛隊入りの勧誘があるかと思ったのだが、凱まさるの予想に反してそちらは梨なしのつぶてだ。

「それでなくても、ここって変なんだよね。好きな事や得意な事だけやってれば、そりゃ楽しいかも知れないけど、むしろ学校って『苦手でも身につけといた方がいい事』をスキルアップするチャンスなんじゃないのかなぁ。勉強だけじゃなく、スポーツとか対人関係とかでも」

「お前でも気づいたか。ミリタリオの実力主義の正体」

　確かに一般科目のレベルは高い。生徒のほとんども、そういう意味では頭がいいと言っていいだろう。

　しかし、大半は「自分たちは軍事という重要かつ一般にはタブー視されがちな事を学んでいる」という妙なエリート意識が高くて、苦手分野は無む駄だ、無意味、凡ぼん庸ような下々の仕事と切って捨てているのだ。

　まさに優すぐるが批難した通りの連中。

　本気で「戦争に学ぶ」というのであれば、体育だってもっとハードで然しかるべきだ。だが、ほとんどの生徒は「何な故ぜ自分たちは身体からだを鍛えなくても構わないのか」という理論武装――というよりは自己弁護ばかりが上う手まい。戦略実習も互いの実力差をある程度許容しながら、なれ合あい演武の褒め合いっこでいたずらにプライドだけを肥大させている。

　上位者を表彰するだけで下位の成績は公表しない毎回の小テストのやり方そのものは良いと思うのだけど、こんな精神を醸じよう成せいするのにひと役買っているとしたら、実情としてはマイナス要因だ。

「まあ、学校の方針まで批ひ判はんするのはオレたちの職分じゃないんだが……。あそこが反乱軍の拠点か」

　沖合に浮かぶ、小さな島を凱まさるは見やった。

　夷い供く沙さ本島にほど近い北きた夷い供く沙さ島が反乱軍の拠点という事は、生徒たちにとって公然の秘密になっている。密ひそかに調べようとした凱が拍子抜けしたくらいだ。

　ただし、島と島の間を渡れるボートなどは生徒会の管理下にあるため、一般生徒は一切手出しができないらしい。

「多分、反乱軍は反乱軍でボートとか持ってるんだろうけど、生徒会がそいつらを放ほうっておく理由って何だろうね？」

「知らん。それも、この学校の変な点だな」

　本ほん土どとの交通、物資の流通の一切を生徒会側が掌しよう握あくし、兵力も上というのなら生徒会側が反乱軍を叩たたきつぶすのは難しくないはずだ。直なお衛えが、その事を理解していないはずはないし、武たけ田だや上うえ杉すぎといった副会長クラスの連中はプライドが高く、しかも本気で反乱軍を敵視している。

　恐らくは「敵に厳きびしく当たる」という立場に酔ってるという側面もあるのだろうが。

「なあ、弐に華け」

「ん？」

「お前だったら、自分がやりたい通りの技を使って華麗に戦って負けるのと、地道で力押しの地味～な正攻法で勝つの、どっちがいい？」

「そんなの、言うまでもないわ。華麗に戦って勝つ！」

　制服を脱ぎ捨て白黒ツートンのビキニ姿になった弐に華けは、大きくＶサインを掲かかげる。

「人の質問に答えろ。二択だ、二択！」

「だったら、まあ勝つ方かな？　カッコよく戦って負けて、次はもっとカッコよく戦ってリベンジするっていうのも悪くないけど」

「普通は……というか普通とは無む縁えんのお前ですらそうなんだよな」

「褒めてくれてありがと」

「褒めてねえ！」

　桟橋での襲しゆう撃げきを考えれば、上うえ杉すぎには少数で敵に勝った方が己の実力を表現できるという欲がありそうだ。だが、結局それで負けては話にならない。敗北には直なお衛えの冷たい評価と処遇が待っているのだから。

　本気で反乱軍を叩たたきつぶす気があるのなら、大軍で取り囲むなり、兵ひよう糧ろう攻ぜめにするなりという手はあいつらだって思いつくはずだ。

　多分『孫子』にだって載のってる手口だろうし。

　直衛が直接指揮を執れば、恐らくもっと簡単にケリがつく。

　まさか、本当に化学兵器か生物兵器が北きた夷い供く沙さ島に備び蓄ちくされているから、軽々しく手出しはできないとかいう話なのか。いや、それなら問題の『女神』を奪われた時点で状況は変化しているはずだ。生徒会側が殲せん滅めつ戦を実行するとか、窮きゆう鼠そ猫を噛かむの類たぐいで反乱軍が逆襲に転じるとか。

『女神』が兵器そのものではなく、例えば運用マニュアルとかでも話は変わらない。あるいは対になっているものの片割れだけが奪われたのか。

　まったく、情報が不充分でラチがあかない。ボトルでＳＯＳを流すにしたって、あんな気取った書き方ではなく必要な情報をストレートに書いてくれればいいのに。

　そんな事を考えながら凱まさるも水着とライフジャケットだけになり、必要最小限の装備をフロート付きの防水バッグに入れる。

「キミもしっかり水着じゃない？　打ち合あわせたわけでもないのに、気が合うね」

「同じ状況におかれたから、同じ結論に到達しただけだ。要するに、単なる必然」

「単なる偶然ならよく聞くけど」

　北夷供沙島までは三、四キロ。特に速い潮の流れなどもないはずだ。

「お前も着るか？　一応、予備もあるが」

　黄色いライフジャケットをポンポンと軽く叩きながら、凱は訊たずねた。

「いらない。スピードが落ちるし、やっぱりカッコ悪いもん。キミ、泳ぎに自信ない？」

「まあ、さすがに獲えるには負けるが、この程度の距離は楽勝だ。だけど、夜の海は危険だし、向こうで何が起きるかわからない以上、体力も温存しておきたいからな。お前は違うのか？」

「ははっ！　温存も何も、この程度じゃ疲れるうちに入らないもんね！」

「さすが大おお喰ぐらい。燃費最悪のくせに、こういう時は出力自慢か？」

「それは関係ないの！」

　ウィークポイントを突つかれて、弐に華けが頬ほおを膨ふくらませる。

「まあ、大丈夫か。万が一にも何かあったら、オレがフォローすればいいだけだし。じゃ、そっちの装備もオレが預かる。お前が剥むき出だしで持ってるより、バッグに入れた方が安心だろ？」

「あ、心配してくれるんだ？」

「いーや。カッコいい春日部かすかべ弐華さまが無ぶ様ざまにも溺おぼれかかったりしたら見み物ものだからな」

「言うじゃないの」

　ケータイヌンチャク、ワイヤープレイヤー、その他ほか細こま々ごました弐華の装備を、凱まさるはバッグに放ほうりこむ。

　別に本物の電子機器ではないから濡ぬれて困るという事もないのだろうが、入れ物を用意しないあたりどうもこの女は微妙なところで間が抜けている。

　だから、凱がフォローしてやらなければ。

「念のために訊たずねるが、本気でお前の脚がつったりしたら、恥ずかしがったり嫌がったりしても強引に助けるからな。本当に死なれでもしたら、さすがに後味が悪い」

「そうなったら普通に頼るわよ。あたしはカッコよく生きて活躍したいんであって、華々しく散ちるなんてのはパスだもん」

　準備体操で身体からだを温め、腱けんをほぐしながら、悪態を交かわす。

「じゃ、油断はするなよ」

「そっちこそ」

　ほぼ同時に、水音を立てて海に飛びこむ。

　月光を受けた飛沫しぶきがきらめいてまた水面へと帰っていく。

　夜の暗い水面の中で、弐華の白い肌と凱のライフジャケットだけが鮮やかに際だつ。

　ライフジャケットは浮力を補おぎなってくれるが、同時に水の抵抗も強くなる。装備を運んでいる事もあり、凱の泳ぎは遅い。

　弐華は、それを引き離す事も遅れる事もなく、一定の距離を保ったまま隣となりを進んでいる。身体を自然な浮力に預け、漂うような緩ゆるやかさで、ゆったりと大きく、静かに、しなやかな手足をストロークさせて。

　ジャケットなしの弐華は、もう少しスピードを上げた方が楽なはずだ。

　こちらに合あわせているのだろうと、凱は判断した。

　特別な事ではない。一緒に行動するパートナーなのだから、相手のペースや状況に対応するというのは当たり前だ。これから乗りこむ島が敵地かも知れないのだから、ひとりで突出するのは危ない。

　多分、立場が逆なら自分も同じようにしただろう。

　それでも、いちいち言葉を交かわさなくても互いを把握し、気遣えるのは心ここ地ちよい。

　女だし、目立ちたがりだし、短絡的だし、大おお喰ぐいだし、ことわざを無む理り矢や理り引用しようとして間違うし――欠点を挙げろと言われればいくらでも列れつ挙きよできる。その上で、自分と弐に華けが息の合あうコンビという事実は認めざるを得ない。

　トラブルもなく、会話もなく、凱まさると弐華は小こ一時間ほどで北きた夷い供く沙さ島にたどり着いた。

　夷供沙本島よりもさらに小さく、周囲は三キロほどしかない。ただ、切り立った岩場が外周を成す本島とは違い、凱たちが上陸した南側は砂浜になっている。

　生い茂る熱帯の森の狭はざ間まから、中心に立つコンクリートの建物が見える。

「さっさと移動した方がいいな」

「うん」

　月明かりの下、凱の言葉に弐華が頷うなずく。

　反乱軍とやらの規模や練度は不明だが、周囲には僅わずかな岩以外に身を隠すものがない開けた場所だ。こちらを攻撃するのなら、もってこいのロケーションだ。

　生徒会との戦いはペイント弾だったがいつでもそれとは限らないのだし、用心に越した事はない。

　――その瞬間。

　カッ！

　幾いく条すじものサーチライトのまぶしい線が、ふたりの上で交わった。

「ちっ！」

　一瞬目が眩くらんだが、素早く弐華の手を取って走り出す。

　弐華の方も、同じ逃げ場を見定めていたのだろう。ふたりは手近な岩陰に身を隠した。

「敵てき襲しゆう――――っ！」

　タタタ、タタタ、タタタっ！

　森の中から飛び出してきたのは、迷めい彩さい服ふくの一団。人数は七、八人というところか。誰すい何かも何もなく、いきなりバースト射撃がふたりを出迎えたのだ。

　同じようなアサルトライフルだが、生徒会側とは銃の機種が違う。こっちは確かドイツ製だ。ついでに、迷彩服の柄も違う。

「問答無用ってわけ？」

「連中にしてみれば、夷供沙群島にいるのは自分たち以外はミリタリオ生徒会側の人間だ。味方じゃなきゃ敵って事なんだろうさ」

　弐華の叫さけびに、凱は大きく肩を竦すくめる。

　光の刺激に慣れた目で確かめると、銃弾が当たった岩は生き物でもないのに赤い血を流していた。要するに、前と同じペイント弾だ。

「どうする？　あれじゃ当たっても無害だし、出て行って話をするか？」

「それじゃカッコ悪いでしょ。どうせ平気だからって敵の攻撃をあっさり受けちゃうってのは」

「じゃ、任せた。ここはお前のターンだ」

「ＯＫ！」

　弐に華けは親指を立てると、凱まさるがバッグから取り出して放ほうり投げた小さなプラスティックケースを受け取った。アイラインペンシルなどを収めたメイクパレットだ――一見した印象としては。

　そのまま、水着姿で敵弾の最さ中なかに躍り出る。

「なっ？」

　予期せぬ行動に驚く敵に向けて急迫しながら、弐華は片手でパレットを開き、そのままアイラインペンシルを指で挟んで投げる。

　加速されたペンシルは月光に照らされながら夜の空気を切り裂き、敵の手に正確に命中した。

「ぎゃっ！」

　ボトっ！

　短い悲鳴と、銃を落とした音がほぼ同時に響く。

　軽いペンシルではない。投とう擲てきするのに適した重さを備そなえた、一種のダーツだ。もっとも、必要以上に傷つけないように先端を尖とがらせてはいない。刃物として突つき刺さるのではなく、打撃の痛みで無力化するためのものだ。

　もちろん、こんな珍妙なガジェットは〈ヴィジランテ〉の装備ではない。ケータイヌンチャクやワイヤーワインダー内蔵プレイヤー同様の弐華個人の武器だ。

　他ほかの装備ともども、泳ぐ間は凱が預かっていたのだ。

「撃て！　撃てぇーっ！」

　号令が続き、銃撃が再開される。

　だが、左右に素早いステップを切り返し、砂を蹴け立たてて一気に間合いを詰める弐華の動きに対応できない。空むなしく砂浜を赤く染めるだけだ。

　ペンシルの手しゆ裏り剣けんがふたり目を、そして三人目を無力化する。

「ひっ！」

　四人目は、既にダーツではなく格闘の間合いだった。

　高々と上がった素足が、相手の銃を弾はじき飛ば――したのではない。

　足の指で銃身をつかみ、そのままはね上げて小銃を奪い取りながら、片脚立ちのまま肘ひじを鳩尾みぞおちに入れる。

　短いうめきを残し、迷めい彩さい服ふくの男が倒れた。

　本物の熱い銃身相手には不可能の、裸足はだしを活いかしたアクションだ。

「わ、わあぁっ！」

　パニックを起こして逃げようとする五人目の脚に、弐に華けが放った銃が命中する。トリガーを引いたという意味ではない。四人目から奪ったものを、そのまま足で放ほうり投げたのが絡まったのだ。無ぶ様ざまに、脚をもつれさせて倒れる。

「う、うろたえるな！　状況を報告しろ！　戦列を乱すなっ！」

「はい。そこまでだ」

　木陰で声を張り上げる男の後ろから、銃口が突つきつけられた。

「ペイント弾しか出ないあんたらの銃だからって、平気な態度はとらないでほしいな。そちらの流儀に合あわせて、こっちはちゃんと避よけてやったんだからな」

　弐華にやられて倒れた兵士から奪ったアサルトライフルを構えているのは、もちろん凱まさるだった。

　正面からの攻撃は弐華に任せ、状況を混乱させる事で指揮官の位置を見極めたのだ。

「わ、わかった……。部下たちには、ジュネーブ条約に則のつとった正当な扱いを要求する」

　力なく銃を落とし、両手を挙げながら反乱軍のリーダーは答える。

「ジュネーブ条約ねぇ……。お前ら、正式にどっかの国の軍隊なのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　凱まさるがつぶやくと、リーダーは傷ついた表情で視線を落とした。

「安心してくれ。オレたちはミリタリオ生徒会の者じゃない。〈キャビネット〉の〈ヴィジランテ〉だ。ボトルにメッセージを入れて流したのはあんたたちか？」

「そ、それじゃ……君たちが？　そうか！　我々の声は届いたのだな！　やはり、自分の考えは間違っていなかった！」

　凱の言葉に、リーダーは顔を輝かせた。

　穏当に話し合あうだけなら白旗振って銃撃を止やめさせ、その後でボトルの件を持ち出すという手もあった。

　だが、場合によっては彼らと組んで圧倒的に優勢な生徒会側と戦う事になる。その前に、こっちの強さを見せつけておくのは話の主導権を握る上でも有効だ。だから、弐に華けに制圧させたのだ。

「なぁんだ。結局、キミが美お味いしいところを持ってったわけ？」

「当たり前だ。本当に何から何までお前に任せたら、全員気絶させかねない。オレたちの目的を忘れたわけじゃあるまい？」

「えっと……目的っていうのは、あたしがカッコよく大活躍して悪い奴やつを全員ぶちのめす事？」

「……忘れるというのは、まず覚えている事が前提だったな」

「冗談よ。ちゃんと覚えてますって」

「お前が言うとシャレにならん」

　陽気に笑う弐華に、凱はがっくり肩を落とす。

「あの……本当に〈キャビネット〉の方なんですか？　ちょっとお茶ちや目めな夫婦めおと漫まん才ざいとかじゃなくて？」

　打たれた手を押さえながら、反乱軍のひとりが訊たずねた。

「「違う！」」

　またハモってしまった。

　これだから誤解されるというのに。

　とりあえず漫才コンビではないというのは理解してもらえたようで、凱たちは反乱軍のアジトに案内された。

　掘っ立て小屋か洞どう窟くつというのが凱の予想だったが、意外にも鉄筋コンクリート二階建ての、まだ新しい建物だ。ちゃんと電気も水道も通っている。元々はミリタリオの本校舎や寮と一緒に建てられた研修施設を占拠して使っているのだという。

　反乱軍の総数は二四人。全員が男子生徒だ。

「反乱軍という呼称は心外です。我々は、誤ったドクトリンの下もとに独断で校内を支配する一部生徒会役員の手から、真のミリタリオを取り戻すための解放軍なのです！」

　リーダーは二年生の新しん庄じよう勲いさおと名乗った。

　多少日焼けはしているが、やせ型で額が広い。言ってみれば、ミリタリオによくいるタイプだった。

「もっとも、私は現状における暫ざん定てい的てきな指導者、リーダー代行に過ぎませんが」

　アジトの会議室で、ふたりにコーヒーを勧めながら勲は説明した。彼の他ほかにも男子生徒が四人同席し、他のメンバーは建物や海岸の警備に戻っている。

　コーヒーは、コクに乏しく香りも焦げ臭い安物のインスタント。学食のと同じだった。

　この解放軍はミリタリオ学園の開校から一〇か月後、初年度の三学期に結成されたものだという。当時の生徒会が行った成績評価への介入と偏った方針に反対する一部生徒が実力行使に訴え、この島に立てこもったのが始まりだ。

　その後も、現体制に不満を覚える「脱走兵」が時折解放軍に投降・合流して現在の人数になっている。

　食料や装備品は、生徒会が時折実行する訓練の際に運搬される物資を強ごう奪だつしているという事だった。

「元々ミリタリオでは実戦を担当する兵科を軽視し、作戦将校を過剰に偏へん重ちようしていました。我々のように、最前線で実際に戦闘指揮をするカリキュラムも取り入れるべきという意見が封ふう殺さつされていたのです」

　なるほど――確かに、みんな頭でっかちというか、理り屈くつ倒れで体育は苦手だ。多分、反乱軍が実戦志向という事で、ますますその傾向が強まったのだろう。

「その時のリーダーが、大おお成なり萌もえ生徒――我らの女神です」

　どこか遠くを見る眼まな差ざしで、勲がその名をつぶやく。

「萌で、女神……女生徒で間違いないな？」

「ええ、そうです！　圧倒的戦力を誇り、権力や物資補給までも掌しよう握あくしている生徒会に、ほとんどの生徒は不正を知りつつも沈黙によって保身を図はかる以外、何もできませんでした！　しかしっ！　伝説の聖女、自由の女神たる大成萌生徒ただひとりが、正義のために立ち上がったのです！」

「……これは、アレね」

「……多分、アレだろう」

　両手を広げ、朗々と熱弁を振るう勲に、弐に華けと凱まさるはげっそり顔を見合わせた。

　凱は女嫌いではあるが、女性一般を無条件に軽けい蔑べつしているわけではない。むしろ恐ろしいくらい有能な女は身内で有り余っている。だから、その『女神』とやらだってとりあえず反乱軍を率ひきいた実力の持ち主というところは信じてやってもいい。

　だが、弐華は恋愛そのものを激しく忌き避ひしている。そして、子供がハンバーグの中に交ぜこんだニンジンのみじん切りを感じ取るように、人間というのはしばしば嫌いなものにほど敏感に反応する。

　勲いさおが萌もえに捧ささげる言葉に込められているのは、尊敬する上官というよりも恋する詩人が崇拝する淑しゆく女じよに贈る過剰なまでの熱だ。

「彼女はまさに女神の名にふさわしく鬼き謀ぼうの使い手にして、同時に勇猛なる指揮官でもありました。我が軍がこの島を制圧できたのも、彼女の力あればの事です。ですが、自ら反乱軍の先頭に立つがゆえに、大おお成なり萌生徒は開戦二か月目には生徒会側に捕とらえられました。ですが、その志を我々は継いで戦い続けています！　自分が参戦してから既に一年、圧倒的戦力を誇る生徒会に伍ごしてきました。ここに女神が加われば、我が軍の勝利は間違いなしです！」

　左手を胸に当て、右腕は大きく横に広げて朗々と謳うたいあげる。

　はあ――陶とう酔すいしている新しん庄じようには気づかれぬよう、凱まさるは小さくため息を漏もらした。

　もう言葉もないくらいの楽天主義だ。確かに戦力差が大きすぎる現状で潰つぶされないのは立派と言えば立派だが、単に生徒会側が本気を出していないだけではないだろうか。

　いや。本気を出してアレなのか。

　少なくとも上うえ杉すぎは新庄の作戦を予期できず、奇き襲しゆうでやり込められる程度の能力しかなかったのだし。直なお衛え会長は自分では直接手を出していないみたいだし。

　女神が姿を消して一年以上、反乱軍はあくまでも自力で彼女を奪だつ還かんする事にこだわっていた。だが、総合的にみれば生徒会側に伍しているのに、救出作戦についてはまるっきり進展がない。

　そこでこの春、新たなリーダー代行に選ばれた新庄が、意を決してボトルを流したという事だった。

「いかがでしょうか？〈キャビネット〉は我々のために支援部隊を派遣してくれるのでしょうか？　ボトルのメッセージに応こたえてくれたという事は、味方してくれるんですよね？」

「ちょ、ちょっと待った！」

　熱っぽく身を乗り出す新庄を、手のひらを掲かかげて制する。

「別に〈キャビネット〉は軍事組織じゃない。支援部隊とか言われたって困る」

　まず第一に慢性的人手不足。一件に大人数を割さけないし、そもそも正面きっての戦いが得意なメンバーは少ない。それに、奈な々な佳かたちに連絡を取るためには凱や弐に華けが生徒会の目を逃れてこの島を脱出して小お笠がさ原わらまで戻らなければならない。まさかもう一度ボトルを流して〈キャビネット〉事務局に届くのをアテにするほどおめでたくはないのだ。

　そもそも、今回は最初から現場の判断で最終解決まで持っていく事が期待されているのだし。

「……せめて、もうちょっとわかりやすいシンプルでストレートな文章書けよ。５Ｗ１Ｈは作文の基本って、小学校で教わらなかったか？」

　メッセージがあんなポエミーでミリタリーな暗号もどきじゃなくて、率直に事情を説明しているのなら、最初から堂々と監査のために乗りこむという事だってできたのだ。女神が核とか毒ガスとか、余計な心配なしで。

「あたしはいいと思ったけどな、アレ。新しいミッションのきっかけが、何の工夫もミステリアスさもない平へい文ぶんだったら、ちょっと興ざめしちゃうじゃない？」

「は。光栄であります！」

　弐に華けの発言を褒め言葉と取ったのか。新しん庄じようがはにかんだ笑顔で大げさに背筋を伸ばす。

「春日部かすかべ弐華生徒、あなたも素晴らしい。まさにその名にふさわしく勝利の女神だ。あなたのように強く、そして美しい方が我ら解放軍と共に戦ってくれるのなら、旧きゆう弊へいな生徒会を打ち破る日も遠くありません！」

　ぎゅっ！

「そうです！　あなたのようなヒロインを、我々は待っていた！」

「まさに救世主！　大おお成なり萌もえ生徒が我らを導く女神なら、あなたは陣頭に立つ気け高だかく勇ましきジャンヌ・ダルクだ！」

　熱っぽい言葉を並べ、新庄が弐華の手を握った。他ほかの生徒も、同じような大おお仰ぎような讃さん辞じを並べながら、次々に握手を求める。

「え？　あは、どーも」

　弐華の頬ほおも緩ゆるむ。

「ちょっと待ってくれ。彼女と、ふたりだけで相談したい事がある」

　群がる男たちの手を追い払い、弐華の手を強引につかむと凱まさるは部屋の外へと引きずっていった。歩ほ哨しように立っている生徒に確認を取り、隣となりの小部屋を一時的に借りる。

「な、何よ、いきなり？」

「お前、ひょっとして浮かれてないか？」

　凱が問い詰めると、弐華は微妙な作り笑顔で視線を逸そらした。

　考えてみれば、彼女はいつも正義の味方を名乗って派手に立ち回ってはいるが、実際に他人から正義の味方扱いされた事はほとんどない。大概が「変な女」とか、凱とワンセットで夫婦めおと漫まん才ざい呼ばわりだ。

「……恋愛が嫌いとか言ってるくせに、たくさんの男に囲まれて褒められてちやほやされると舞い上がっちゃうってか？　それはちょっと安くないか？」

　自分でも原因が理解できない、靴くつの中に小石が入っているような苛いら立だちが、凱の言葉を尖とがらせる。本当ならもっとスマートで気の利いた皮肉を並べたいのに、何な故ぜかストレートな物言いになってしまう。

「べ、別にそーいうのが嬉うれしいんじゃないのっ！」

　白い頬がぷうっと膨ふくらんだ。

「相手が男の子だからとかじゃなくて、正義の味方としてやってる事が、ちゃんと評価されて頼られるって、普通に嬉うれしいでしょ！　キミは変な混ぜっ返しばっかりだし」

「……ちゃんと、美人は美人って言ってるだろ」

「それはそうだけど……」

　もどかしい。

　あの弐に華けがあいまいに言葉を濁して、自分も彼女の言いたい事がつかめない。いつもなら必要以上にぽんぽん言葉が弾はずんでたのに。

「まあ、その話は後だ。まずオレたちの本来の任務をしっかり解決しよう」

　結局、こういう言い方をするしかない己がみっともない。これではまるで、妻から我が子の問題を突つきつけられて『自分は忙しい』と逃げるダメな会社人間の親父おやじではないか。

　って、そもそも自分と弐華は夫婦でも何でもないか。

　夫婦めおと漫まん才ざい呼ばわりはされるけれど。

「任務の解決って、女神の正体もわかったんだし、生徒会側をやっつけるだけでしょ？」

　弐華としては当然の結論だ。弾圧されている少数派を助ける方が『カッコいい』に決まっている。

「生徒会と反乱軍だか解放軍だか、どっちもどっちって気がしないでもないが、確かに、生徒がまる一年以上も監禁されているとしたら大おお事ごとなんだよな。オレも、解放軍に協力する事そのものに異存はない」

　新法で許されている自治権のレベルを逸脱している。その点では、凱まさるだってどちらの側に立つかと問われれば、答は決まっている。

「でも、この人たちって一年半も戦ってて、ずーっと膠こう着ちやく状態なんでしょ？」

「だから、何で嬉しそうに指を鳴らす？」

「あれ？　わかんない？」

「わかってた上でこう訊たずねた意味を、お前の方が汲くみ取とってくれ。頼むから。本来なら、こいつらが自分で解決すべき事なんだぞ。監禁事件さえなければ、単なる校内での方針の違いによる派は閥ばつ抗争なんだ」

　やる気満々の弐華に、一応釘くぎを刺しておく。

　彼女の好きにさせたら、ひとりで全員ノックアウトして勝利とか、そういう路線を突っ走るのは確実だ。もちろん理り屈くつ倒れのペイント弾軍団なんぞ一個師団揃そろえたって弐華の敵ではないだろうが、力ずくの直接介入は〈キャビネット〉の理念に反する。

　あくまで問題点の調査と確認、そして各校の自治を支援するための組織であって、外から強圧的に正すのが目的ではないのだ。

　具体的な問題解決がテーマになると、徐々に普段のテンポが戻ってくる。凱も、少し気持ちが安らいだ。

「ま、とりあえずは、その女神様を救出する事だな」

「だね」

　この状態で一年以上も均きん衡こうが保たれているのなら、そのバランスをほんの少し崩せばいいだけの話だ。

　萌もえが本当に勲いさおの言う通りの人間なら、彼女が解放されれば解放軍の士し気きは上がり、生徒会の権威は失しつ墜ついする。そこまでとんとん拍子に進まなくても、現生徒会側が生徒を不当に監禁していた生き証人なのだから、場合によっては〈キャビネット〉から情報の開示や体制改善の要求を出す事もできるだろう。

　少なくとも、外部との自由な通信手段を確保させれば、今よりはずっとマシになる。

　方針を確認して、ふたりは会議室に戻った。

　待ちわびていた連中が、何な故ぜか凱まさるを冷たい視線でにらむ。さすがにリーダー代行だけは違うが。とりあえず、その新しん庄じように訊たずねる。

「ちょっと確認したいんだが、捕まっているのはその女神さんひとりだけか？」

「いいえ。他ほかにも何名か……。生徒会との抗争で負ふ傷しようした生徒が、捕ほ虜りよになっているはずです」

「負傷って、ペイント弾でか？」

「本物の戦争を想定しているのですから、ダメージを受けたら倒れるのが決まりです」

「……あー、そうかい」

　なるべく冷静に話を進めようとしているのだけど、どうしても声に呆あきれた響きが混じってしまう凱だった。

「じゃ、こっち側にも向こうから取った捕虜とかいるの？」

　苦笑を抑おさえるので精一杯の凱に代わり、今度は弐に華けが質問する。

「いえ。我々にはそれほどの余裕がありません。負傷した敵兵は放置したままです。食料も生徒会側の輸送を襲しゆう撃げきして奪うしかありませんしね」

　つまり、解放軍が撃った生徒会の負傷兵は、そのまま回収されているという事か。まさか「戦死」扱いという事はないだろうから、いずれ復帰するのだろうけれど。

　実際、一度生徒会側の捕虜になったメンバーを救出したり、あるいは自力で脱出して合流したりという事もあったそうだ。ただし、ほとんどが一時的に空き教室に閉じこめられたり、負傷兵として保健室に入れられた状態からなので、肝かん心じんの女神が囚とらわれている場所については彼らの情報は手がかりにならない。

「……結局のところ、大おお成なり萌を具体的に救出するためには、彼女がどこに囚われているかを調べ出さなきゃならないって事だよな」

「それに、生徒会だって妨害してくるでしょうね」

　弐華の言葉は、心配ではなく期待だ。その妨害と戦うとなれば、自分の見せ場という意味での。

「よし。二ふた手に分かれよう」

「つまり、片方は本島に戻って生徒会側の情報を集めたり、女神の居所を探ったりして、ひとりはここで反乱軍と行動を共にするって事？」

　明らかにズレてるくせに、こういう事に限っては察しがいいのが弐に華けだ。

　いわゆるお勉強とは違う本質的な頭の回転が速いのに加えて、半なかば本能レベルで『主人公にふさわしい、カッコいい状況』を選択する嗅きゆう覚かくが備そなわっているとでも言おうか。

「で、どっちがどっち？」

　自分と凱まさるを交互に指差す弐華。

「本島に戻るのは、主に頭脳労働担当だ。オレの方が向いてるだろ」

「それじゃあたしがバカみたいじゃない」

「バカか賢いかで分けるとバカの壁の向こうにいるのは明白な事実だな」

「あたしとしては、島に戻る方やりたいんだけどなぁ。だって、絶海の孤島で、監禁されている重要人物をたったひとりで救出して脱出って、いかにもあたし向きのシチュエーションじゃない？」

「まあ、それは認めないでもないが……」

　多分、弐華の頭の中では在ありし日のアルカトラズ刑務所がイメージされているのだろう。それとも、閉鎖されて無法地帯と化したニューヨークか。

「ただ、今回は救出してそれでお終しまいって話じゃない。それともお前、あの授業を受けて、地道な調査活動を続けたいのか？　オレはこの際、どっちでもいいんだぞ」

「う……っ」

　弐華の口がへの字に曲がった。

「お前はお前で、こっち側でお前向きの事をちゃんとやってくれればいい」

「なるほどね」

　今度は、逆の方向にくいっとカーブする。

「でも、キミが戻って女神捜そう索さくは大丈夫？　もし、女の子しか出入りできないような場所だったら困るんじゃない？」

「平気だ。心配するな」

「そうじゃないの。キミは、家族がアレだから女子寮でも女子トイレでも、必要なら平気で入れるかも知れないけど、入られた方の女の子はいろいろ困るんだよ？」

「……お前、オレの事をどういう人間だと認識している？」

　今度は凱の口唇くちびるがへの字を描えがいた。

「女子寮の中は、お前がちゃんと調べたんだろ？」

「もちろん。元々空き部屋が多いから人を隠す余地なんていくらでもあるけど、本当にただの空室。地下室とか隠し部屋とか、そういうのもないって保証する」

「了解だ」

　サムアップする弐に華けに、微笑で答える。

　胸を張って断言した事が実は間違っていた、見落としがあった。そんなカッコ悪い事を、彼女は己に許さないだろう。

「それなら、オレが彼女の居場所を絶対に突つき止める。だからお前は、その間にこっちの島でやるべき事をやっておいてくれ」

「じゃ、任せるね」

　弐華が掲かかげた右手のひらに、凱まさるの右手が打ち合あわされる。

　張り詰めた肌同士がぶつかる、パンという強い響き。

「目安は……そうだな、三日後だ。大おお成なり萌もえの居場所がわかってもわからなくても、三日後に行動を起こそう。長引かせてもあまり意味はない」

「ＯＫ。あたしの方は行方ゆくえ不明扱いでも何でもいいわ。あそこの授業、受けたいとは思わないしね」

　とりあえず夜のうちに本島に戻らなければならない。方針が固まると、凱は、ライフジャケットを羽は織おりなおす。

「あの、我々のボートで送りましょうか？　生徒会から強ごう奪だつした船外機付きのゴムボートが何なん艘そうかあります。もちろん手こぎで静かに近づく事もできますし」

　凱たちが転校してきた日の奇き襲しゆうも、早朝のうちにその手のボートで上陸し、潜んでいたのである。

「いや。そっちにはそっちでやってもらう事があるからな」

　弐華と一緒に海岸まで見送りに来た新しん庄じようたちにそう言い残すと、凱は夜の海へと飛びこんだ。波をかき分ける姿はすぐに遠くなり、闇やみに紛れて見えなくなる。

「さて、と。こっちを任されたあたしとしては、やる事をやらなくちゃね。三日っていうのは厳きびしいリミットだけど」

　弐華は、解放軍一同に向かって振り返った。

「何でしょうか？　秋あき月づき生徒は、我々にもやる事があるとか……」

「決まってるでしょ」

　小首を傾かしげる新庄に、弐華は笑顔で答えた。

　猫科の猛獣を思わせる、獰どう猛もうな笑顔だった。

「あたしの仕事は、あんたたちを鍛える事。あんたたちの仕事は、あたしに鍛えられる事よ。こういう時には、それ用のパターンがあったっけ」

　水着姿で笑ったまま、指をポキポキと鳴らす。

　新庄たちは状況が理解できず、まだぽかんと弐華を眺めている。

「何を惚ぼけた顔をしているか！」

　そこへ、いきなり怒声が飛んだ。

「貴様らは、そびえ立つクソよりも役に立たない。だが、あたしがママのおっぱいをしゃぶるしか能がない貴様らを、一人前の戦士にしてやる！　わかったか！」

「は、はいっ！」

　現在のリーダーのはずなのに、新しん庄じようは反射的に気をつけして答えた。迫力やカリスマ性が違いすぎる。

「違ーうっ！　これからあたしに何か言う時は、必ず言葉の最初と最後にサーをつけろ！　わかったか、ゴミ虫どもっ！」

「サー！　イエッサーっ！」

　格の差とは、まさにこれを言う。

　一瞬前までの解放軍拠点は、たったひと声で春日部かすかべ弐に華けの新兵訓練所ブートキヤンプへと変へん貌ぽうを遂げていた。



    

  
    
      
第五章　隔へだてられたふたり





　凱まさるは誰だれにも気づかれる事なく自室に戻ったからいいが、弐華の不在は女子寮の点呼ですぐに明らかになった。

「各クラスの当番班は島内を捜そう索さくせよ！　脱走は、重罪だぞ！」

　緊急の全校集会が開かれ、講堂の壇上では捜査を任せられた上うえ杉すぎがヒステリックに叫さけんでいる。会長の直なお衛えは、その後ろで着席し、微笑を帽子で半なかば隠したまま乗馬鞭むちを弄もてあそんでいるだけだ。まるで、生徒ひとり程度などどうでもいいと言いたげに。

「確かあの女、軍隊格闘技を得意としていたな……。それで愚かにも肉弾戦を志向する反乱軍にスカウトされたのか？　いや、むしろ自ら進んで合流したのかも知れん。ミリタリオの秩序を破壊する、許し難い行為だ！」

　はい、間違い。

　弐華が得意なのは得体の知れない奇妙な格闘技だが、軍隊格闘技じゃない。むしろそれからは最も遠い、派手で見た目重視の戦い方。

　それに反乱軍だって肉体を駆使した戦いを好んでいるというほどでもない。生徒会側よりは多少マシってだけで。

　第一、こっちが直接行動しなければ反乱軍側の主張なんて知る由よしもなかったのだから、共感して参加するなんて事もあり得ない。

　キィキィわめく上うえ杉すぎに、凱まさるは心の中でツッコむ。

「秋あき月づき生徒。君は、心配じゃないの？」

　隣となりの毛もう利りが訊たずねてきた。

「あいつの事だから、まあ死んだりしないだろ。放ほうっておいても大丈夫さ。反乱軍に加わったんじゃなくて、その辺の無人島で気ままにサバイバルしてるだけかも知れないし。ここの授業は肌に合あわないって言ってたしな」

「恋人が行方ゆくえ不明なのに、よくそんな態度が取れるね」

　何か口に含ふくんでいたら、盛大にスプレー噴霧するところだった。

「何でオレとアレが恋人なんだ？」

「だ、だって、他ほかの男子が近づくと連れ出したり追っ払ったり……」

「あいつがそういうのを嫌がるからだ！」

「それって彼氏の態度じゃない？」

「彼氏じゃなくても、知り合いが嫌な事に巻きこまれそうなら手助けくらいするっ！　そもそも、そういう関係じゃないとはっきり宣言しただろーがっ！」

　弐に華けみたいに正義の味方を公言する気はないが、そのくらいは普通ではないか。

「違う違うっていうのも、てっきり一種の照れ隠しなのかなーって」

「それは誤解だ勘違いだ錯覚だ妄もう想そうだ誤認だ捏ねつ造ぞうだ！　確かに転校前からの知り合いだが、別にそういう仲じゃないっ！」

　まったく。どうしてどこの学校でもそういう風に見るのか。

　初めてコンビを組んだ清せい恋れんでは、学校そのものが恋愛まみれだったし、そういう風な芝しば居いをしたから仕方ないといえば仕方ないのだが、それ以外のどこでも一緒にいるだけで恋人だとか似合いのふたりだとか言われてしまう。

　男女比が極端で色いろ恋こい沙ざ汰たとは無む縁えんのストイックな方針に見えたミリタリオでも、しょせんはこの反応か。

「そ、それじゃいいんだ……。あの、春日部かすかべ生徒の事が気にならないのなら、ちょっと自分たちの相談に乗って欲しいんだけど……」

「そこっ！　秋月生徒、私語は慎め！」

　壇上の上杉が凱を指して金切り声で叫さけんだ。最後のひと言は別にして、毛利の声も決して小さくなかったのに凱だけを名指しにするあたり、昨日の件が胸に残っているのだろう。

「やれやれ、器うつわの小さな男だ」

「黙れと言ったのが聞こえないのかっ！」

　これ見よがしの凱に、上杉はますます声を張り上げる。

　よし、これでいい――内心で凱まさるはほくそ笑む。

　直なお衛え本人にはなかなか接触できない以上、上うえ杉すぎや武たけ田だの感情を逆さか撫なでする事が必要だ。任務達成のために。

　結局、弐に華け失しつ踪そうについての手がかりがないまま集会は解散となった。脱走とは言っても本ほん土どに戻る交通手段がない以上、反乱軍に合流したと見なされるだろう。

「で、さっきの話ってのは何だ？」

　教室に戻った凱は敢あえて姿勢を崩して椅い子すに座り、不安と期待が入り混じった顔の毛もう利りに訊たずねる。

「あ、あの……君、すごいよね。転校してきたばっかりなのにシミュレーションでも……」

「だから？」

「よかったら、秋あき月づき派としてまとまらないか？」

「秋月派？」

「そう。君、直衛会長からもお声がかりがあるんだろ？　そしたら、生徒会役員として僕たちを取り立てて――ううん、せめて守って欲しいんだよ」

　気がつくと、毛利だけではなく何人かのクラスメイトが周りに集まっていた。

　現在の生徒会は、会長に取り入った武田や上杉たちのグループが身内をひいきしているのだという。

「会長に認めて引き立ててもらうより、オレが会長になるって手もあるんじゃないか？　弐華がいるうちはオレも多少おとなしくしてたが、どこに逃げたか知らないが、この際のびのびやらせてもらおう」

「だ、ダメだよっ！」

　顎あごを軽くしゃくっての凱の言葉が、毛利の顔を青ざめさせた。

　予想通りのリアクションだった。

「会長閣かつ下かは……あの人は違うんだよ。武田や上杉と同じと思わない方がいい。副会長クラスだって、あの人の足下にも及ばないんだから」

「だけど、転校してきたばかりのオレで歴代二位なんだろ？　だったら、一位の会長だって大した事ないさ。生徒会選挙がなくて実力勝負っていうのなら、オレがあいつに挑戦して勝てば、チャンピオンベルトみたいに会長の座も奪えるんじゃないか？」

「だから！　ダメなんだってば！　僕たちは、会長閣下に不満があるわけじゃないんだ。閣下の覚えめでたい事を利用して、生徒会運営を私物化する現副会長グループに取って代われれば……」

　答えたのは、毛利ではなく別の生徒だが、周囲は全員頷うなずいている。

「閣下」という言葉には、畏おそれと憧しよう憬けいが入り混じった、どこか陶とう酔すいしたような響き。

「お前らなぁ。こんな学校にいるのに自分で一軍の将になろうとか、そういう気概はないのか？」

　席を立ち、敢あえて語ご気きを強めて周囲を見回す。さほど長身とは言えない凱まさるよりもみんな背が低い。猫背気味の者もいるから、余計にその印象が強くなるのか。

「と、とんでもないよ！　僕たちは別に将軍や最高司令官になりたいんじゃない。参謀とか軍師とか……」

　つまり、権力は欲しいけれど最終的な責任は取りたくない。危険なトップになるより、そのトップの懐ふところ刀がたなになりたいという事か。

「やれやれ。オレなら生徒会長の地位ぐらい簡単に奪えそうなのに、お前らみんな欲がないな」

　欲や野心といえばちょっと聞こえが悪いが、向上心であり、責任感であり、さらには決断力でもある。

　要するに大半の生徒は現在の生徒会中ちゆう枢すうに不満があっても、自分でトップに立つ気もなければ、反乱軍に身を投じて実際に行動する気もないのだ。

　別にミリタリオだから、というわけではない。どこでも似たような事情だから〈ヴィジランテ〉の仕事は増える。

　だが、この状況は任務のために利用できる。

「ま、秋あき月づき派の件、考えてやらないでもない。武たけ田だや上うえ杉すぎあたりはオレの敵じゃないからな。賛同者をどんどん集めてくれ」

「うんっ！」

　矢や面おもてに立つ事を凱が請うけ負おうと、毛もう利りの表情はいきなり明るくなった。彼を中心に、何人かの生徒がこっそりと同志を募つのり、凱の前に連れてくる。凱の方はというと、声を潜める事もなくはっきりと現体制を批ひ判はんした。

「武田も上杉も、能力がないのに威い張ばっているだけの小物だ」

　この言葉にはみんな賛同するが――

「そんな奴やつを腰こし巾ぎん着ちやくにして喜んでいる杜もり雄お直なお衛え会長もたかが知れている」

　こう言うと、途端に態度を翻ひるがえす奴の方が多い。

「そこまでは言わない方がいいんじゃないか？　我々が問題視しているのは、あくまでも杜雄会長のお側そばで権力を私わたくしする一部の生徒なんだ」とたしなめるのはまだマシな方で、中には「き、君がそんな危険思想の持ち主だとは思わなかった！」とか言って逃げ出す奴もいる。

　戦略の実力以上に、直衛が会長として体制を維持しているのは生徒たちから支持――というよりは崇拝を集めているからのようだ。

　一種のカリスマ性とでも言うべきか。当の一般生徒自身も、会長に惹ひかれる理由というのは自覚してないし、上う手まく説明もできないらしい。

「秋あき月づきくん、マズいよ。まだ組織固めもしてないのに、武たけ田だたちに目をつけられたら……」

　言い出しっぺの毛もう利りも心配しているが、青ざめた顔には『こんな奴やつ、担ぐんじゃなかった』と言いたげな後悔の色がありありと浮かんでいる。中には一度は寄り添った凱まさるを裏切って現生徒会側へのご注進に走る者もいるかも知れない。

　だが、それこそが凱の狙ねらいだった。



　そして、三日後の朝にそれは起きた。

「秋月凱生徒！　我々は風紀憲兵委員会である！　第一級校則違反、反逆罪で貴様を拘束する！」

　扉を開け、足音高く教室に乱入してきた三人が一いつ斉せいに凱を取り囲む。さらにその後ろには、上うえ杉すぎが控ひかえていた。

　大柄な三人が手にしているのは、威い圧あつ的てきな長さの黒い特殊警棒だ。

「……貴様のせいで、副会長から風紀憲兵の班長に格下げだよ」

　上杉の口唇くちびるがサディスティックに歪ゆがむ。

「そりゃご愁しゆう傷しよう様さまで」

　ふんと鼻を鳴らすだけで眉まゆひとつ動かさず、振り返る。

　毛利たちは笑っていない。

　これまで以上に青ざめた顔で、互いに身体からだを寄せ合あい震えているだけだ。

「……最初から、オレを陥おとしいれるための罠わなってわけではないみたいだな。いいだろう。オレだけ連れて行け。こいつらは、会長様にまで逆らう気はなかったみたいだからさ」

「殊勝な心がけを見せても、罪が軽くなると思うなよ」

　ドスっ！

　憲兵から手渡された警棒で、凱の腹を突つく。

　打たれた胃の中で、内容物が攪かく拌はんされる。

「ぐぶっ！」

　嘔おう吐とは堪こらえた凱だったが、呻うめきを完全に抑おさえるのは無理だった。

「おっと、いかんな。捕ほ縛ばく対象者が逃亡を図はかったので、やむを得ず実力行使せねばならなくなったよ」

　白々しい言葉に、しかし反意を示す者は教室内に誰だれもいない。

「おやぁ。まだ逃げる気か？　困った男だ。どこまで無む駄だな抵抗をするのやら」

　もう一度、上杉が腹を殴る。

　身体を折り曲げ、凱が跪ひざまずいた。

　痛みが、顔に脂あぶら汗あせを滲にじませる。

「……腹を殴れば残らないって、どうせ何かの本で読んだだけだろ？　本当に悪い権力者気取りなら、何があってももみ消せるって開き直って顔をブン殴ればいいんだ。器うつわの小ささは、お勉強じゃ変えられないな」

　右手で腹を押さえ、左手を床に突つきながら、ありったけの力で不敵な笑顔を作って上うえ杉すぎたち憲兵隊を見上げる。

「だ、黙れ！」

　顔面を、靴くつ底ぞこが打つ。

「……は。言われたから、今度は顔を直じかに蹴けるか。頭悪すぎるぞ、お前。だから、オレにあっさり負けるんだよ」

　倒れたまま吐はき捨てた言葉には、血が混じっていた。

「おいっ！　さっさと連行しろ！」

　憲兵がふたり、強引に凱まさるを立ち上がらせた。そのまま手て錠じようが掛けられる。

　興奮している上杉のポケットに入っていたせいか。金属製なのに感触は冷たいというよりむしろ生なま温ぬるかった。

　ひとりずつの声が小さすぎて同情とも批ひ判はんともわからないクラスメイトたちのざわめきに送り出された凱は、引きずられるように生徒会長室に連れていかれた。

　待っていたのは、例によって目ま深ぶかに帽子を被かぶり、執務席の柔らかい椅い子すに身体からだを埋うずめる直なお衛えだった。

「秋あき月づき生徒。この発言は、君のもので間違いないかな？」

　デジタルレコーダーを再生すると『杜もり雄お会長も小物だな。どうしてみんな、あんな奴やつを怖がったり畏おそれたりするんだか』という声が流れる。

「確かめるまでもないでしょう」

　熱弁を振るう上杉には、ふたつの方向から冷たい視線が送られていた。

　真正面の直衛と、手錠のまま傍かたわらに立たされている凱と。

「残念だよ。僕との実力差は理解していたと思っていたのに、何がきっかけでこんな分不相応な妄もう言げんを吐くようになったんだい？」

「分不相応かどうかは、実際にオレとあんたで戦ってみればわかるんじゃないか？」

　不敵な笑みを作ると、上杉に蹴られた頬ほおの内側が痛んだ。

「もう一度だけ訊たずねる。改めて非礼な発言を詫わび、僕に恭きよう順じゆんの意を示さないか？　副会長の座を約束してもいい。武たけ田だや上杉には不満があるだろうが、僕が黙らせる」

「生憎あいにくだな。オレはあの連中の同類にされて喜ぶほど、小さな人間じゃないんだ。椅子に座ってふんぞり返ってるだけのナルシシストさん」

　改めて対たい峙じすると、直衛の「格」が実感できる。

　確かに、カリスマ性というものを備そなえている事は否定しない。

　小柄だが中性的な美び貌ぼうがあり、頭が切れて態度も堂々としている。免めん疫えきのない者が入れあげるのも無理からぬ話だ。

　ただし、凱まさるにはその免めん疫えきがある――というより有り余っている人間だ。

　美しさも迫力も母や姉たちの方が数段上だ。奈な々な佳か会長だってああ見えて〈キャビネット〉の管区事務総長としていろんな学校の関係者と連絡や交渉を重ね、激務をこなしている。マスコミの発言に対抗するだけでなく、場合によっては文部科学省の局長クラスに対し、高校生の権利を守るために論陣を張ったりもするのだ。

　それに比べ、直なお衛えはいつも生徒会長室に籠こもって最低限しか外に出ないし、出た時もできるだけ他人と接触しないようにしている。そうする事で、カリスマ性や神秘性を高めているのだ。弐に華けの伸びやかなナルシシズムに比べると、無む理り矢や理りに肥大させたフォアグラのプライドか。

「余裕ぶった演出が、いじらしいを通り越して滑こつ稽けいだな」

「き、貴様っ！」

　ビシッ！

　興奮して拳こぶしを振り上げる上うえ杉すぎを、直衛は乗馬鞭むちを鳴らして黙らせる。

「残念だが、他ほかの生徒を扇せん動どうでもされたら困る。ミリタリオ学園の校則に基づき、生徒会反逆罪として不定期拘束に置く」

「不定期ってのは聞こえはいいが、要するにあんたらの胸むな先さき三さん寸ずんでいつまでも閉じこめておけるってわけだ」

「そうだよ。物わかりがいいね。上杉、連れて行け」

「はっ！　さあ、歩けぇっ！」

　嬉き々きとして敬礼した後、上杉は他の憲兵と一緒に後ろから警棒で小こ突づいて凱を歩かせる。

「どこまで連れて行くんだ？　生徒手帳じゃ、この学校に監獄はなかったはずだが」

「ふん。減らず口を叩たたけるのも今のうちだけだ」

　校舎を通用口から出て、連行されたところは寮の裏手にある食料品倉庫だった。入り口には『一般生徒立入禁止』と大きく表示されている。

　重い鉄扉の中に押され、さらに隠し扉から階段を下おりて地下室へと追いやられると、そこには細い廊下の左右に、小さな部屋がいくつも並んでいた。

　部屋は二畳ほどの狭さで、鉄パイプを組んだだけの粗末なベッドだけが置かれている。部屋の様子がわかるのは、廊下との仕切りが壁やドアではなく鉄格子だからだった。

「……なるほど。食料庫の地下なら食事も直接運べるから、誰だれかを監禁しても一般生徒には気づかれにくいってわけだ」

「ふふ……強がっていられるのも今のうちだけだ」

　平静な凱の態度を虚きよ勢せいと取ったのか。上杉がサディスティックに笑い、そのひとつに凱を押し入れた。すぐに、ガチャリと鈍い金属音を立てて錠が下ろされる。

「食事はきちんと運んでやる。会長閣かつ下かは慈悲深くも改かい悛しゆんしたら出してやれと仰おつしやっているが、お前の態度を報告するのはこのオレだ。泣きわめこうが、土下座しようが、出られないと思え」

　天井の低い地下室に高笑いのエコーを残して上うえ杉すぎらが去っていき、凱まさるは冷たい独房の中に取り残された。



「よーしっ！　そのまま全装備を担いだまま、もう四〇往復っ！」

「ひえっ！」

　青空にどこまでも広がる弐に華けの号令に比べて、新しん庄じようの悲鳴は情けない。

　彼だけではない。解放軍全員が、大きなザックを背負い、本物と同じ重さの模も造ぞうアサルトライフルを携たずさえ、砂浜を走らされていた。往復で何度も足跡が重なっている。

　水着に迷めい彩さいの上着だけを羽は織おって仁王立ちする弐華の手には、どこから調達したのかささくれだった竹刀しないが握られている。

「いいかっ！　今の貴様らは便所虫のクソよりも役に立たないマザー○ァッカーどもだっ！　だが、安心しろ！　あたしが三日間鍛えてやった。もうすぐ祖国のために命をかけ、宇宙の虫野郎とも戦える一人前の海兵隊員マリーンだっ！」

　びしぃっ！

　ノリノリのセリフが終わるか終わらないかのタイミングで浜を叩たたいた竹刀が、砂煙を巻き上げる。

「オレたち、別に祖国のために戦ってるんじゃありませぇ～んっ」

　よたよたと歩くよりも遅いスピードで、それでもどうにかストップだけはしない解放軍の生徒は、もう泣き出しそうだ。

「あ、そーだっけ。じゃ、こっちね。いっちょ前の兵士は部隊の仲間のために命を張るもんだっ！　それもできないニックは田ク舎ニに帰れっ！」

「ニックって誰だれ～っ？」

　もちろん、弐華も知らない。

「『たまに飾れば惹ひかれない』って言葉があるでしょ！　あなたたちも普段から鍛えてないから、いざって時に他人を惹きつけるだけの魅力実力が出ないのよ！」

「そんな言葉、聞いた事ないです～」

　また悲鳴めいた叫さけびが上がる。

「あれ？　そーだっけ？『珠たま美みが飾ればひからびる』でもないし……。珠美って誰だかわかんないし……。何だっけ？」

「知りませんよ～」

「……なんか、調子狂うなぁ……」

　かっくんと肩が落ちる。

　そもそも真っ先に自分で突つっ走って、目の前にあるあからさまなトラブルをシンプルな形で解決するのが弐に華けのやり口だ。反乱軍を鍛えてレベルを引き上げるより、弐華本人が生徒会正規軍と戦うほうが明らかに手っ取り早い。

　ただ、それだけでは問題の根本的な解決にはならないという凱まさるの言い分も、さすがに理解できるのだ。

　外部から力ちから尽づくの介入で無む闇やみに騒ぎを大きくするより、女神こと大おお成なり萌もえを救出してミリタリオ在校生の当事者間で話し合あうなり戦うなりするのが、本来の形なのだから。

「ま、自分でも戦うヒーローが素人しろうとを鍛えて戦力にするんだから、『七人の侍』みたいなものだと思えばいいのよね」

　ミリタリオの生徒だから解放軍も体力不足で頭でっかちという傾向は変わらないが、さすがに人数が乏しい中で実戦経験を重ねてきただけの事はある。不平を言いながら、何とか弐華の特訓に食い下がってきた。

「みんな、挫くじけるな！　我らが女神を救出するためだぞーっ！」

「おーっ！」

　こうして、リーダー代行の新しん庄じようが率先して激励してくれるし。

　もちろん、たったの三日で持久力や瞬発力がつくわけでもないし、具体的な作戦の内容が未定だから予行演習もできない。訓練の主な目的がむしろ精神的なテンションを高める事と、いざという時に弐華と凱の指揮で自然に動けるようにする事だ。

　弐華が参考にした映画でも、要するに新兵訓練というのはそれまでのダラけた日常から、命令に従い、ミッションのために有機的に連携して動ける兵士へと脱皮させる事が主目的に見えた。

　その点では、基礎ができている解放軍は扱いやすい。

「よーしっ！　じゃあ、休きゆう憩けいっ！　充分に整理体操して、作戦本番に備そなえて！」

　まだ鍛えたりないが、これ以上疲れさせても問題がある。昨日の夜は、作戦に使いそうな機材の組み立てもあったからみんな寝不足気味だろうし。

　今日が三日目。予定通りなら、凱から連絡があるはずだ。

　女神・大成萌を救出して逃げてくるか。あるいは、居所をつかんでこちらに合流するか。

　こっちの仕事は、その時に対応できるように準備を整えておく事。

　だが――

「……まだ、なんでしょうか？」

　本島に双眼鏡を向け、新庄が弱々しく呟つぶやく。

　低緯度で夏だからまだ太陽は高いが、時刻は夕方だ。

　それなのに、本島には何の動きもないように見えた。

　弐に華けも夷い供く沙さ島を睨にらみ、片手に小さなボトルを持ったまま長い髪を風に躍らせている。

「あ、あの……どうしましょうか？　作戦は、延期とか……？」

「予定通り決行に決まってるでしょ」

　即答だった。

「で、でも、秋あき月づき生徒からは何の情報もありませんよ。彼が、我らが女神を発見できたかどうかもわからないんだし……」

「連絡がないんだったら、なおさらあたしたちが動かなきゃならないでしょ！」

「そ、そうか。何かトラブルに襲われて予定通り行ってないとしたら、我々が助けにいかなければ……」

　だが、新しん庄じようの言葉に弐華は微笑のまま首を横に振った。

「あいつは、任務はきっちり果たす男なの」

　自信をもって弐華は断言した。

「そりゃあたしに比べると地味っていうか、慎重っていうか、手は遅いけどさ。それが三日後って言ったんだから、何にもできずにピンチなんてカッコ悪い状況にはない。合図や連絡がなくても、あたしが三日後に行動するっていうのが、多分あいつの作戦。あたしが変に気を回してグズグズしてたら、多分かえって足を引っ張る事になる」

　言い終えて、ミニボトルのキャップを開けてスポーツドリンクを喉のどに流しこむ。

「彼を、信じてるんですね」

「当然」

　新庄の問いかけに答え、もう一度ドリンクをあおる。

「愛、ですね」

　ぶばっ！

　口のスプレーが暴発した。

　春日部かすかべ弐華としては許しがたい、カッコ悪いリアクションだった。

「な、なななな、なんでそーなるのよっ！　あー、もうっ！」

　口元を拭ぬぐいながら叫さけぶ。

「照れなくてもいいんですよ。離れていても心は通い合あうし、信頼は僅わずかも揺るがない！　恋人同士の深い絆きずななくして、どうしてそのような事が可能でしょうか！　そう、この新庄勲いさおが我が女神・大おお成なり萌もえを信じ、助け出そうとしているのと同じように！」

　両手を大きく広げ、ミュージカル俳優のように叫ぶ。

「確かに私と女神は、現時点では未いまだ恋人と呼べる間あいだ柄がらではありません。ですが、私の至し誠せいは必ずや彼女の心に届いているはず！　今回の救出作戦を成功させれば、女神は我が胸に飛びこんでくるでしょう！」

「だから、どうしてそうやってすぐ何でもかんでも色いろ恋こい沙ざ汰たに結びつけちゃうわけ？」

「人が、普通ではあり得ないような力や勇気を発揮する理由が、愛以外に存在するでしょうか？　いや、ありません！　愛こそが人を強くするのです！　自分が女神に捧ささげる想おもいのようにっ！」

　大きく両腕を広げ、陶とう酔すいの表情で断言する新しん庄じように、弐に華けははぁーっとため息をついた。

「そういう男と女の色いろ恋こい沙ざ汰ただけじゃなくて、普通に正義のために戦うとかって考えられないのかな、あんたたちは？」

「正義……ですか？」

　新庄がきょとんと首を傾かしげた。

「自分は、正義という言葉には懐かい疑ぎ的てきです。百の国があれば百の正義があり、それぞれの国が己の正義を掲かかげるからこそ戦争が起きるのではありませんか？」

「そういうややこしい話じゃないの！」

　人差し指一本で、こめかみを掻かく。

「もっとシンプルな話よ。子供の頃ころに、映画とかテレビとかでヒーローに憧あこがれたりしなかった？」

　その人差し指を真まっ直すぐに伸ばし、架空の二丁拳けん銃じゆうを交互に発射する。

「それはまあ……ないとは言いませんけど、世間知らずの子供の、幼稚な憧れです。現実はもっと複雑なもので」

「みんなそう言うんだよね。現実は複雑だとかって。でも、現実でも単純に悪い事してる奴やつっているでしょ。そういう奴をやっつける、困ってる人を助ける――そういう事って当たり前じゃないの？　何か特別な理由がなきゃやっちゃいけない事なの？」

「そ、それは……」

「あ、そうか！」

　口ごもる新庄を問い詰めていた弐華が、不意に明るく抜けたような声を上げた。

「は？　どうかしましたか？」

「ううん、何でもない」

　自然と口元が緩ゆるむ。

　そう言えば、凱まさるは違っていた。

　弐華に現実の複雑さを説ときはしたけれど、正しい事を否定はしなかった。

　ぶつぶつ変な皮肉を言いながら、でも現実は複雑だという言葉で現実から逃げたりはしない。彼なりの、複雑な正義を実行しようとしている。

「ま、あたしの話はどうでもいいわ。今、やるべき事はひとつよ」

　新庄の肩をポンと叩たたき、昨さく夜や作った機材を取りに向かう。

　凱を救出する――なんて傲ごう慢まんな事は言わない。

　あいつを、迎えに行くのだ。



「……さて、と」

　硬いベッドの上、小声で短くつぶやくと凱まさるは身を起こした。痛む腹や顔をさする。

　やられてみせる必要があったので無抵抗を通した。なるべく急所を外すように微妙に身体からだをずらしたが、さすがにノーダメージというわけにはいかなかった。特に一発、つま先がもろに胃に入ったのはきつい。内臓がでんぐりがえるような不快感が、ずっと下腹に居座っている。

「ま、こういう仕事は奴やつには任せられないよな」

　周囲を丹たん念ねんに見回した。監視カメラの類たぐいは見あたらない。

　何か、こういうシチュエーションにふさわしいセリフを言おうと思ったが、止やめた。

　隠しマイクまで存在しないと確認できたわけではないし、誰だれも見てないところでいちいちカッコつけても始まらない。弐に華けじゃあるまいし。

　予想よりも時間がかかっているのだし、こちらはこちらでさっさと片付けなければならない。まったく。あれだけ挑発的な態度を取ったのだ。ぎりぎり三日目ではなく、さっさと投獄してくれればいいものを。

　手て錠じようを填はめられたまま器用に胸ポケットからボールペンを取り出し、片手だけで捻ひねって分解する。中に入っているのは普通の芯しんだけではない。ピッキングに使える針金が仕込んである。弐華のケータイヌンチャクほど派手で奇妙じゃないが、ミッションに必要なツールは凱だってこっそり身につけているのだ。

　この学校の連中は、言ってる事や態度が大げさな割には、やる事なす事杜ず撰さんすぎる。

　本気で拘束するつもりなら手錠でも縄でも後ろ手にかけるべきだし、身体検査も必ひつ須す。牢ろう屋やまで連行する時も目隠しをして、場所の特定、逃げ道の確認を防がなければならないだろうに。

　オモチャと大差ない安物の手錠はあっさりと外れたし、牢屋の鍵かぎも手間取るほどのものではなかった。鍵外しは、凱の数多い特技の中でも特に多用されるひとつだ。

　ことさらに直なお衛え会長に反抗的な態度を取ったのは、敢あえて捕とらえられてここに放ほうりこんでもらうためだ。

　女神こと大おお成なり萌もえは生徒会に囚とらわれている。だが、牢屋がどこかはわからない。

　だったら、手っ取り早いのは自分も捕まってしまう事。

　凱と弐華のふたりが探して見つからなかったという事は、そう何か所も牢ろう獄ごくがあるわけではない。そもそも何か所もの監獄を作るのは、管理監視の面で不便が多すぎる。同じ檻おりではなくても、せいぜいが同じフロアに放りこまれる公算は大だ。

　こういうやり口は、弐華には任せられない。目的のためとはいえ、わざと殴られ蹴けられ、牢に放りこまれるというのは映画や小説では珍しくないシチュエーションだが、多分彼女の美意識にはマッチしない。

　こういうセコい汚れ仕事――もとい、リスクはあるがクレバーなやり口というのは春日部かすかべ弐に華けではなく秋あき月づき凱まさるの領分だ。

「おーい。誰だれか、いるか？　オレは〈キャビネット〉の〈ヴィジランテ〉だ！」

　だぁ、だぁ、だぁ……。

　打ちっ放しのコンクリートで覆おおわれた湿った空気に、凱の声が反響する。

　見た限り、連行される途中の檻おりは全部空っぽだった。誰か囚とらわれているとしたら奥か。

「……ほ、本当……？　本当に〈キャビネット〉の人なの？　そうなのね？　反乱軍でも、校内でも見覚えのない顔だし……」

　弱々しい女性の声に、足を速める。

　突つき当たりの牢ろうで、鉄格子を握りしめる少女と目が合あう。

「あんた、大おお成なり萌もえか？」

「え？　その……ええ！　そうよ！　わたしが、大成萌！」

　ゴムで無む造ぞう作さに束ねた長い髪はいささか艶つやを失っているが、栄養や衛生に問題があるようには見えない。

　知的で整った顔の血色は良く、凱と同じ「囚人服」の上下でもかたちよい胸やほどよいボリュームの腰回りが見て取れる。食事や風ふ呂ろは充分なのだろう。健康や衛生の状態は良好のようだ。

「……優すぐる姉ねえには負けるが、究きわむ姉とは互ご角かくか、ぎりぎり勝ってるってあたりだな」

「？　何の事？」

「いや、こっちの話だ」

　萌に関する、凱の率直な感想だった。

　確かにこの美び貌ぼうなら『女神』として崇拝する男がいるのも自然な話か。

　ただし、たおやかな愛や技芸の女神だ。

　強く勇ましい戦いの女神というイメージではない。

　牢そのものも、凱が放ほうりこまれた殺風景なものとは異なる。広さは四畳半程度だが、本棚や小型テレビ、清潔そうなベッドもある。捕ほ虜りよではあってもＶＩＰ待遇という事か。

「ちょっと待ってろ」

　萌を下がらせ、針金で牢の鍵かぎを外す。

「反乱軍の連中があんたを待ってる。一緒に逃げるんだ」

「え、ええ……」

　おずおずと、怯おびえた表情で萌が一歩進み出た。

「あの……〈キャビネット〉が送ってきた部隊はどの程度の規模？　大隊？　それとも旅団？　もうこの学校は制圧したんでしょ？」

「部隊も何も、オレともうひとりだけだ。まだ、ここは生徒会長が牛ぎゆう耳じっている。杜もり雄お直なお衛えって奴やつ」

「そ、それじゃ逃げられないわ！　たったふたりで……。外には生徒会の大部隊がいるのよ！」

「しっかりしてくれよ。反乱軍の連中はあんたを女神様扱いでアテにしてるんだぜ」

「でも、たったふたりなんでしょ！　駄目よ！　脱走に失敗してもう一度捕とらえられるくらいなら、あたしはここに残るわ！」

「さっさと来てくれ」

　青ざめた表情でふるふるとかぶりを振る萌もえは、新しん庄じようが語る神算鬼き謀ぼうの戦術家とは思えないか弱さだ。仕方なく凱まさるは、強引に彼女の手を引く。肌は柔らかく、指は細くて頼りなかった。

「たったのふたりかも知れないがな。オレのパートナーは……千せん人にん力りきだ」

　派手好きで、思慮が浅くて、ことわざをやたらと間違えるような女だが――。

　とりあえず余計な事までは口にしない。千人力なんてのも古めかしくて冴さえないフレーズだが、他ほかに適当なのが思いつかなかった。

　人格はさておき、弐に華けの能力――特に直接的な戦闘力は信じている。

　いや、人格の方だってある意味では信用できるのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　嫌がる萌もえの手を強引に引っ張る。

　細くて華きや奢しやな指、滑なめらかな肌、少しひんやりした低めの体温。

　多分、人によってはかわいくて女の子らしいと評するのだろう。だが、凱まさるにとっては単に頼りなく弱々しい手だった。少なくとも、一軍を率ひきいて女神とまで崇あがめられる反逆の闘士にふさわしい手ではない。

「あの……途中で見張りとか出会ったらどうするの？」

「何とかなる。というか、オレが何とかする」

「でも、たったひとりよ！　武器もないし……」

「ひとりって、あんた自身は戦う意志ゼロか？　反乱軍の女神様？」

「だ、だって……わたしは……そ、そうよ。作戦とか、指揮とか、そういうのが専門なんだもの」

　はぁ――空むなしいため息が凱の口からこぼれた。

　生徒会に反旗を翻ひるがえしたリーダーとかいうからちょっとは頼れるというか、強きよう靱じんな意志の持ち主だと期待していた。それが、事態の解決に非協力的なばかりか、助けに来た凱の気持ちを萎なえさせる悲観論ばっかり連呼する。

　やっぱりミリタリオの体質が頭脳労働偏へん重ちようなのか。それとも、待遇が良くても長期の監禁生活ですっかり気弱になってしまったのか。

　これだから女って奴やつは。

　いや、この場合は女性と一般化してはいけない。

　例えば優すぐるなら投獄されても決して屈しないどころか、看守を論ろん破ぱの上にたらし込んであっさり脱出する。

　究きわむは楽天的だから助けが来る事を信じて、数学的思し索さくか何かでヒマを潰つぶすに決まってる。

　紙と画材さえ与えられれば、五年でも一〇年でも鉄格子から一歩も出ず、己の世界を表現し続ける達いたるみたいな人間も実在する。

　さすがに獲えるはまだお子様だし、閉じこめられて身体からだが動かせないとなると、不満をぶーたれるだろうが。

　そして弐に華けなら――おとなしく連行されたりしない。

　牢ろうにぶち込まれる前に、華麗にして派手なアクションで敵をなぎ倒す。

　幸運にも――というべきか。途中の廊下では生徒会側の兵士とは遭遇しなかった。警報装置を全部潰したわけではないのだから、こちらが脱走した事は気づかれているはずなのだが。

「予想通りか……」

「え？　よ、予想って……？」

　萌の問いかけには答えずにそのまま階段を上ると、何やら騒々しい音が聞こえてきた。

　いくつもの銃声。飛とび交かう怒号、命令、悲鳴。

　さすがに本物の爆音はしないが。

「な……何？」

「やってくれたな、弐に華け」

　戸惑う萌もえの手を引きながら、凱まさるはほくそ笑んだ。

　弐華が鍛えた反乱軍が、凱の救出作戦をサポートすべく行動を起こしたのだ。途中で見張りに出会わなかったのも、その対処のために出払ってしまったからに違いない。

　森の向こう、襲しゆう撃げきを受けた校舎から煙けむりが上がっているのが見える。

　もちろん本当に火を掛けたわけではないだろう。騒ぎを大きくし、混乱を引き起こすための発煙筒に違いない。

『生徒は一いつ旦たん寮に退避し、非常時マニュアルＡ―四に従って部隊を再編せよ！　各中隊長は部隊の掌しよう握あくに努め、親衛隊は敵てき襲しゆうに備そなえて至急生徒会長室に集合！』

　校内放送のスピーカーが混乱を鎮しずめるべくがなり立てている。

　稚ち拙せつだ――凱は苦笑するしかない。

　暗号化もせず、平へい文ぶんで言いふらせば襲撃者側にも伝わる。しかも、反乱軍だって全員ミリタリオの生徒だから非常時マニュアルの内容も知っている。

　せめていくつもの対応パターンを作っておいて、どれが有効かその日に伝えるようにすれば相手の裏をかいたり、誤情報で誘導する事もできるだろうに。

　そもそも襲撃があった時点で重要な捕ほ虜りよである萌の警戒を厳重にするべきなのに、目先の敵に一いつ斉せいに殺到するあたりが甘い。

　武たけ田だや上うえ杉すぎはまだしも、直なお衛え会長までこんな簡単な事に気づかないのか。理論や知識は高度なのだが、実行実用となると意外に初歩的な点でもミスが多いのは、ミリタリオの体質とは感じていたが。

「味方が来てるのね？　じゃあ、そちらに合流して――」

「何言ってんだ、あんた？」

　校舎側に走り出そうとする萌を握った手で引き留め、島の逆方向へと走り出す。

「あんた、本当にここの成績優秀生だったのか？　反乱軍は、最初の頃ころの勝利はあんたの知略のおかげとか言ってたが」

「え？　ええ。も……もちろんそうよ！」

　妙に強調する萌を強引に引きずったまま、木こ立だちを走り抜ける。

　島の南――港とは反対側の砂浜に、船外機付きのゴムボートが乗り上げていた。

「こっちこっちーっ！　早くーっ！」

　待っていたのは、弐華だ。

　相変わらずビキニの上に迷めい彩さいの上着だけを羽は織おった姿。腰には、やはり迷彩柄の大きなベルトポーチを巻いている。

「キミ、やっぱりこっちに来たんだ？」

「お前がそう仕向けたんだろうが。正面からの力押しじゃなくて頭を使って作戦を考えるなんてのは、実にお前らしくないが。三日の間に人生観が一変するような経験でもしたか？　ＵＦＯユーフオー目撃とか、宇宙遊ゆう泳えいとか」

「そういう言いぐさはあんまりじゃない？　キミならこうするだろうってやり方を真ま似ねただけ。シミュレーションでも、オトリばっかり使ってたじゃない」

　少し不満をにじませながら、それでも笑顔で弐に華けはくいっと親指を立てる。

「それにしてやられた奴やつが、威い張ばって言う事じゃないぞ」

「ま、あれも経験値のうちって事でさ」

　凱まさるの期待通りだ。

　弐華なら、期日になっても指示待ちで行動しないなんて「カッコ悪い」ままでいるはずがない。凱から連絡がないという事はつまり囚とらわれていて、だけどそのまま待っているはずもなく、脱出を試みていると考える。

　そして、そこに救出に駆けつけるというシチュエーションが圧倒的に「カッコいい」と判断するはずだ。

　そして、事前の細かい打ち合あわせができない以上「相手ならこうする」と想定して動かなければ合流できない。

　真正面から力押しするのはリスクが大きすぎる。反乱軍という戦力もあるのだから、正面では別働隊で騒ぎを起こして敵の注意を引きつけ、本命の救出部隊は目立たないよう少数精せい鋭えいで島の反対側に回りこむ。

　もちろん、その「少数精鋭」なんて美お味いしい役どころはしっかり自分が担当する。

　凱が想定した弐華と。

　弐華が考えた凱と。

　完全に一致したからこそのコンタクトだった。

「しかし、こっちの単独行動はお前にしか務まらないとしてもだ。正面のオトリ部隊は無事なのか？　いくら何でもたった三日でそこまでスキルアップするとは思えないが」

「大丈夫よ」

　目的は生徒会正規軍と戦う事ではなく、あくまで救出のための陽動。ならば、実際に武器を持って突撃する必要はない。

　監視の隙すきをついてこっそりボートで上陸し、急造のカタパルトで大量の発煙筒と爆ばく竹ちく、さらにこちらの声や銃撃音を記録したレコーダーをばらまき、即座に北の島へ引き返すというプランだ。

「だから、連中はもうとっくに戻ってるはず」

「お前にしちゃ頭使ったな」

「だって、あたしがミスってキミが逃げ損ねたりしたらカッコ悪いじゃない？」

　弐に華けがサムアップしたその時――

「いたぞーっ！　こっちだーっ！」

　大声と同時に敵兵がひとり、森の中から走り出てきた。正面だけではない。右手の森の中からも、三人組が小銃を構えて突つっ込んでくる。

「お願い！」

「わかった！」

　叫さけぶと同時に、弐華はポーチからメイクパレットを取り出し、三人組へとペンシルダーツを放つ。

　凱まさるも、萌もえを強引に引き倒して伏せさせ、その手で砂をつかんで正面の兵士の顔に投げつける。

　銃撃よりも早く、電光の速度で疾はしったダーツは相手の手や首筋に命中。

　痛みにひるんだ一瞬で、弐華には充分だった。

　瞬く間に距離を詰め、駆け寄りながら腹への肘ひじ打ちでひとり。

　衝突をブレーキにして、回まわし蹴げりのハイキックでふたり目。

　そのまま勢いを殺さずに二回転目のキックで足を払い、転ばせた三人目からアサルトライフルを奪い取り、銃床を後頭部に叩たたきこむ。

　凱も砂の目つぶしでひるんだ敵にすりより、チョークスリーパーであっさり絞め落としていた。

「な、何なの？　あなたたち……」

「正義の味方！」

「言っただろ。〈キャビネット〉の〈ヴィジランテ〉だ」

　砂から顔を上げ、呆ぼう然ぜんとする萌にふたりからそれぞれの答が返る。

「ありえないでしょ。打ち合あわせもなしに、いきなりそんな連携なんて……」

「カッコいい事やってれば、自然にこうなるのよ」

「違う。あくまで冷静で合理的な判断だ」

「つまり、美と合理性が一致したって事よね。素晴らしいじゃないの」

「……まあ、今回はそういう事になるのか」

　敵が二方向から同時に現れ、こっちには保護対象もいる。

　だったらより強くてちゃんと装備も持っている弐華が人数が多い方に対処し、凱は萌を守りながら逆のひとりを片付ける。これが最も理に適かなっているし、派手好みの弐華の性しようにもあっている。

　彼女が叫んだ『お願い』は、敵兵への対処ではなく、萌の安全を頼むという意味なのだ。

「敵が集まってきたらさすがにまずいな。とりあえず、ここから離れた方がいい」

「そうね。同感」

　今のはたまたま巡回していた兵員だろうが、大挙して押し寄せてこられたら萌もえを守りきる自信はない。

　というか、ペイント弾相手にどう対処していいのか悩む。

　まともにつきあって死んだフリをするつもりなんかないけれど、完全に無視して本気で実力行使というのも妙に気まずい。

　とりあえず女神の解放という目的は果たしたのだから。

「この手のエンジン、使える？」

「任せろ。お前は周囲の警戒を頼む」

　まず萌を乗せ、ふたりで浅瀬を蹴け立たてて押してから飛び乗る。安定の悪い平ひら底ぞこのゴムボートがぐらりと揺れて、萌は小さく悲鳴を上げた。

　船尾に取りついた凱まさるがスターターを入れると、エンジンはダダダ……と小刻みな低音で唸うなりを上げ、ボートを押し始める。速度はさほど出ないが、幸い追っ手も見あたらない。

「さてと……女神様を奪回したんだから、後は反攻の狼煙のろしが上がって一気にクライマックスって流れね。解放軍の連中とも合流して……」

「だから、どうしてお前はそうやって単純に力押しで解決しようとする？　後はいちいちオレたちが手取り足取りしてやらなくても、校内問題として任せてしまうって手もあるぞ。生徒の不当監禁は問題だが、生徒会と反乱軍の対立まで〈キャビネット〉が介入すべきかどうかは微妙なんだし」

　凱はつい慣れで「反乱軍」と口にしてしまうが、三日間行動を共にした弐に華けは彼らの自称する「解放軍」に馴な染じんでしまった。

「ちょ、ちょっと待って！」

　不意に、萌が凱に縋すがりついた。

「わたし、あそこには戻りたくない……戻りたくないのっ！　お願い。このまま本ほん土どまで……せめて小お笠がさ原わらまで連れて行って！　もうあの学校にいたくないっ！」

　長い髪を振り乱し、懸命な表情で凱の腕にしがみつく。

「ちょっと、あなた！」

　弐華が振り返り、細い眉まゆをつり上げる。

「解放軍のみんなは、あなたを頼りにしてるんだよ？　女神さえ戻ってくれば生徒会にも勝てるって。だから、あたしたちだって命がけであなたを救出したんじゃない！」

「別に命かかってないぞ。相手はペイント弾だからな。それに、そもそもは実情の把握というのが第一の目的だったわけで」

「キミね、ちょっとはシチュエーションの盛り上がりってのを考えてよね。こういうミッションに関しては『命がけ』と言っておいた方がお互い気持ちいいんだから」

「オレはそういう安いヒロイズムやナルシシズムとは無む縁えんなんだ。残念だったな」

　ぼやきながら、凱まさるは船外機の燃料計を確認した。

「ほぼ満タン。風向きもいいし、最後はちょっと手こぎになるけれど、母はは島じままで行けない事もないか……」

「ちょっと、キミ！　まさか、彼女の言う通りにする気？」

「所属する高校から逃げたいのに、それが叶かなわない生徒の保護――〈キャビネット〉本来の仕事のひとつだ」

「そういう問題じゃないの！　希望を背負ってるヒロインがいて、それを信じて待っている人たちがいるのに、当のヒロインだけがさっさと安全圏に逃げちゃうのって……絶対にカッコ悪いの！　正しい展開じゃないのよ！」

「そう言うけどな。じゃあ、こうやってガタガタ震えている彼女を連れて行ってどうにかなるのか？　むしろ反乱軍の士し気きが下がっちゃうだろ」

　単にもう一度戦いの戦闘に立つのが怖いというより、弐に華けの剣けん幕まくも恐ろしいのだろう。萌もえは凱の腕にしがみついたまま、不安そうに身体からだを密着させている。腕に押し当てられた胸の形がわずかにたわみ、薄い生地越しに先端の形が浮かんでいた。

「……まさかキミ、そういう頼りない女の子が趣味なわけ？」

　弐華の口元が笑った。口元だけだ。眼まな差ざしは真剣だし、眉まゆ毛げは急角度ではね上がっているし、眉み間けんには縦ジワがくっきり二本。

「お前……いきなり何を言い出す？」

「ありそうな話だよね。キミって周りが女じよ傑けつばっかりだから、そういう風にかよわい女の子に泣いてお願いされるのって案外免めん疫えきないんでしょ？　だから、彼女の希望に応こたえちゃうと。女嫌いとか言ってて、実はそーいう事なんだ？　あー、それで直なお衛え会長の申し出も断ったんだ？」

「あのなぁ……。だいたい会長は関係ないだろーが！」

　軽い頭痛に、凱は眉間を押さえた。

「あたしね、キミの事は信じてたんだよ。変な奴やつだけど、息の合あったパートナーだし、口じゃ何を言っても上う手まくやってけそうだなって。それなのに、こういう形で日ひ和よるような人だとは思わなかった！」

「何をどうすりゃ、そんな異次元の結論が突然飛び出してくる？　今さら訊たずねるのも空むなしいが、お前の脳はこの世の条理が通じない世界に通じているワームホールか何かか？」

「だって、萌さん結構美人だし、そんな風に抱きつかれても拒まないし」

　既に口も笑っていない。かたちよい口唇くちびるが、つんと尖とがりかけている。

「知ってるだろ！　オレはいわゆる美人には慣れてるんだよ。姉貴や妹とか、奈な々な佳か会長とか。だいたい、いちいち美人でドギマギするようだったら、お前とコンビ組んでられるか！　胸押しつけられるのだって、姉貴で慣れてる！　単に狭いボートの上で暴れたら危ないから、押しのけたりしないだけだ！」

　この手の誤解も、割としょっちゅうだったりする。

　主に精神的な意味で異様に強い母と姉し妹まいに囲まれたせいで、すっかり女性不信。下着姿でのキックに代表される優すぐるの過剰なスキンシップのおかげで強力な免めん疫えきがある。そのせいで凱まさるは昔から女の子からの肉体的な接触にも、男友達の間で見せ合あう際きわどいグラビアにもほとんど反応しない。

　おかげで中学時代からホモでなければ凄すご腕うでジゴロだとか、さんざんあらぬ事を言われ倒してきたのだ。

「あー……」

「まあ、何だ……」

　言葉に詰まったふたりが、気まずい表情で向かい合う。

　いつの間にか、呼吸が合うのが当たり前だと思っていた。まだほんの三か月足らずのコンビで、お互いに知らない事も教えてない事もたくさんあるのに。

　弐に華けが男どもにチヤホヤされてる姿を見て変に不機嫌になったり。

　凱が美人に抱きつかれているのを見て妙な誤解をしたり。

　これではまるっきり、ずーっとつきあってきて倦けん怠たい期きにさしかかった恋人同士のつまらないジェラシーみたいじゃないか。

「と、とにかく、あたしも彼女を救う事に反対してるんじゃないの！　時間かけて無理にこんなボートで小お笠がさ原わらに直行しなくても別の方法があるんじゃないかって」

「正論は正論だがな。今のところオレたちが動かせる最速の手段がこのボートだぞ。通信手段もない」

「でも、あたしたちが夷い供く沙さ島を離れている間に、解放軍のみんなが生徒会側に襲われたらどうするの？」

　確かにそれは気がかりだ。

　今までずっと互ご角かくだったが、生徒会が本気を出していないのも事実。直なお衛え本人が乗り出し、全校を挙げての討とう伐ばつ作戦を実行しないという保証はない。女神奪だつ還かんで、今までとは状況が変化したのだから。

「だが、こんな状態の女神様を連れてってもなぁ……」

「あたしとキミが、その分頑張ればいいでしょ！」

「そりゃそうかも知れないがな」

　元々反乱軍は兵力としてそんなにアテにはならない。あくまでもミリタリオの問題を当事者たちに解決させたいという基本を諦あきらめれば、萌もえの身柄は島に預け、高校新法違反の「証拠」として安全を確保した上で生徒会が押さえている電話なりネットに繋つながったパソコンなりを奪って本ほん土どに通報するという手だってあるのだ。

「ま、待って！　お願い！　北の島には行かないで！　反乱軍とは合流したくない！」

「ちょっと待て！」

　凱まさるの眉まゆが、ぴくりと動いた。

「あんた、今、何て言った？」

「え……？」

「連中のリーダー自身が、自らを反乱軍と称するはずがない」

　そうだ。

　今まで気づかなかった己の迂う闊かつさに歯がみする。

　彼女は、最初からそう言っていたのに。

「あんた、何者だ？　大おお成なり萌もえじゃないな？」

「え……。な、何を言ってるの？　わたしは、大成萌よ！」

　凱の視線に萌――萌と名乗っていた女は懸命の作り笑いで答える。だが、その言葉には既に一片の説得力もない。

「連中に潜りこもうというスパイ……いや、違うか。それなら積極的に北きた夷い供く沙さ島行きを望むだろうしな」

「正直に言って。誰だれなの？」

　弐に華けも、鋭い眼まな差ざしを向ける。

　海の上、狭いボートの中、逃げ場のない中で、女は身体からだを縮こまらせ、ただ震えている。

「あまりこういうやり方は好きじゃないんだが……最悪、力に訴える事もできるんだ。オレは弐華と違って、単純な正義の味方じゃないからな。目的のためならダーティな事だってやってのけるし、女ってだけで無条件無制限にいたわるような人間でもない」

　敢あえて威い圧あつ的てきに、ポキポキと指を鳴らす。

「ご、ごめんなさいっ！　だますつもりはなかったの……。でも、あそこから逃げ出したくて……っ！」

　ニセの萌は両手で顔を覆おおって泣き出した。

「あなたたちが萌を捜しているみたいだったから……萌だって言えば、そのまま連れて行ってもらえるかもって……」

「だます気満々じゃねえか。別に本人だけじゃなく、捕まっている奴やつがいたら全員救出してたんだよ。これだから女ってのは……」

　顔をしかめて、頭を掻かく。

　凱の側もミスがなかったわけではない。本来なら確認のために相手から名乗らせるべきで、こちらから『お前は大成萌か』と訊たずねてはいけなかったのだ。

「わたし……神かみ山やま陽よう子こ。反乱軍とは無関係……っていうか、ミリタリオ学園初代生徒会長だったの」

　予期せぬ答に、凱まさると弐に華けは顔を見合わせる。

　元々熱心なシミュレーションゲーマーだった陽子は、ミリタリオ入学直後から図上演習や戦略論で高い成績を修め、萌もえと成績を二分していた。成績だけではない。女子が希少という事もあり、美人のふたりは男子からの人気も互ご角かくだったのだ。

　そして僅わずかな差で陽子が初代生徒会長に選ばれ、シミュレーションの実績でなかなか逆転できなかった萌は遂ついに三学期には反乱軍――解放軍を組織して北きた夷い供く沙さ島に立てこもったのである。

「萌を捕とらえて、これで反乱は収まるかと思った……。だけど彼女は強情で、なかなか折れてくれない。そしたら、そのうちにクーデターがあって……」

　屈辱の記憶なのだろう。視線を合あわせぬように顔を伏せたまま、陽子は小声で語った。

　側近として登用していた上うえ杉すぎと武たけ田だが共謀して裏切り、陽子を投獄したのである。

「……多分、あんた両方にいい顔して、互いに牽けん制せいしてお預けくらわせてたんだろ？」

　図星なのだろう。凱の指し摘てきに、陽子はさらに数センチ深く首こうべを落とした。

　嫌な話だが、よくある話でもある。中途半端に頭のいい美人が、自分に熱を上げているふたりの男をコントロールして人工的な三角関係を作り、両方を思うままに操ろうとするなんていうのは。

　奈な々な佳かなんか、三角関係もなしに絶妙なお預けだけで君きみ貴たかを完全掌しよう握あくしているのだから。

「今の会長は上杉？　それとも武田の方？」

「どっちでもないわ。杜もり雄お直なお衛えって奴やつ」

「……杜雄……？」

「さっき言ったはずだぞ」

　心当たりのない名前なのか。陽子は首を傾かしげた。

　そう言えば、毛もう利りが転校生とか言っていたか。ミリタリオから転校で出て行った人間は少ないが、転入してきた者がいないわけではない。

「でも、それだと疑問が残るわね」

　弐華が腕を組んだ。

「牢ろうに閉じこめられていたのは、キミとそっちの萌……じゃなくて陽子さんだけだったんでしょ？　本物の女神――大おお成なり萌はどこにいるわけ？」

「元会長だったら知ってるな？　あそこ以外に、牢ろう獄ごくの類たぐいはあるのか？」

「ないわ……。わたしが放ほうりこまれるのと入れ替わりに彼女が連れて行かれて……。その後の事は何も……。あなたの他ほかに入ってきた人もいないし」

「それも変な話だな」

　新しん庄じようの話では、反乱軍は自軍の「戦死者」を回収できていない。ほとんどがその場に置き去りだ。しかし、実際に死亡しているわけではないから、その身柄は生徒会側が確保しているという事になる。

　島外に移送されているのでなければ、どこかに捕とらえられているか、さもなくば――。

「……何て言うか……実に面白くない結論が出ちまったな」

「へ？」

　舌打ちする凱まさるに、弐に華けがきょとんと目を丸くする。

「結局、結果的にはこいつの主張に従う事になるのか……」

「何よ、その不満そうな態度は？」

　大げさにため息をつく凱に、弐華はまだ不満そうだ。

　ボートの舳へ先さきが、北きた夷い供く沙さ島へと向く。

「ちょ、ちょっと！　どうするの？」

「時間がもったいないから、あんたの身柄は反乱軍の連中に預ける」

「そ、そんな事をしたら……」

「それだけ慌あわてるって事は、あんたと大おお成なり萌もえの個人的対抗心だけが原因じゃない。向こうの連中が主張しているような、生徒会の私物化とか成績への不正介入にも心当たりがあるんだろ」

　蒼そう白はくな陽よう子こに、凱は無情に告げる。

「〈キャビネット〉の理念は、自治の援助だ。それは、外から介入させないってだけじゃない。中で出てきた罪は、内部できっちり裁さばかれなきゃならないって事だぜ」

「もちろん、過剰なリンチとかは正義の味方としてあたしが認めないけど」

　案の定、凱が途中で切った言葉は弐華がきちんと引き継いでくれた。
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『彼女に個人的な怨うらみはありません。味方の裏切りに遭い、長期閉じ込められていた事そのものが一種の罰ばつと言えるでしょう』

　これが、陽よう子この身柄を預けられた新しん庄じようの反応だった。

　萌もえの居場所がわからない事については納得できないようだったが、何度訊たずねても「本当に知らないの」と弱々しく答えるだけの陽子に、追及を諦あきらめた。

　そして、凱まさると弐に華けはふたりきりでボートに乗り、再び夷い供く沙さ本島へと向かった。

　凱は解放軍から借りた野戦服に着替え、向こうから借りた小銃も装備したが、弐華は相変わらず水着に迷めい彩さいの上着だけを羽は織おったスタイルだった。

「で、解放軍のみんなに手伝わせなくてもいいの？　あたしとしては、ここはみんなが立ち上がるってのがカッコいいと思うし、キミの理り屈くつからいってもそっちがベターなんじゃない？」

「まあ、本当なら当事者が参加すべきなんだろうが……事実が明らかになれば、状況がややこしくなりそうだからな。オレもいい加減、ここのトラブルはさっさと片付けたい」

　また砂浜にボートを寄せて上陸し、校門正面へと回りこむ。

　既に陽ひは落ち、校舎の窓はほとんど灯あかりが消えている。代わりに、寮に光が灯ともっているのが目についた。それだけなら平凡な学校の夜景だが、ミリタリオの場合は屋上からのサーチライトが投げかけた光が地面に楕だ円えんを描えがき、くるくると踊っている。

　そして、正門の左右には歩ほ哨しよう当番の生徒が小銃を手に立っていた。

「どうすんの？　こっそり侵入して、当事者を締め上げる？」

「いや。ここの連中がみんなで現実を直視すべきだな」

　サーチライトの動きから外れる物陰。校門まで二〇〇メートルほどの場所で、凱と弐華はうなずきあう。

「お前のやりたいようにやっていい」

「そーいう投げやりなのってどうかと思うな、あたしは」

　どうも会話が弾はずまない。

　ボートで意見が対立したのが微妙に尾を引いているのか。いや、今まで無む駄だに弾んでいたのがおかしいといえばおかしかった。あれが間違いだったのだ。

　そう思おうとする凱なのに、妙に居い心ごこ地ちが悪い。

「……行動がお前の領分だろ。さっさと決着をつけろ」

「仕方ないわね。ＧＯ！」

　叫さけぶと同時に、ふたりはダッシュした。

　すぐに、歩ほ哨しようが気づく。

「敵てき襲しゆうーっ！」

　叫さけびと同時にけたたましいサイレンが鳴り響き、ライトが一瞬ふたりに注がれる。

　だが、弐に華けのスピードはすぐに照らされたエリアを飛び出す。

　凱まさるは急角度にカーブして予想の軌跡を外れる。

　同時に両方を追えない光は、うろうろと空むなしくさまようだけだ。

「ひっ！」

　右の歩哨がトリガーを引く。真まっ赤かなニセの血けつ痕こんが、地面にぶちまけられた。

　弾丸とすれ違うように放たれた弐華のアイラインペンシルが、歩哨の喉のどに命中する。

「ごっ！」

「ペイント弾使ってても、ちゃんとゴーグルくらい着けてよね。目に当てないように狙ねらうの、結構手間なんだから……って、あれ？」

　近づいてみると、歩哨は級友だった。体育の時間、真っ先に弐華にのされた男。

「リボルバー程度ならともかくこういう今どきの銃って嫌いだから、あたしの流儀で戦うよ。インクで死んだフリってわけにはいかないから、ギブアップすればそれでお終しまい。抵抗するならきっちりノックアウトする。ＯＫ？」

　早口の、しかし明めい瞭りような言葉で弐華が告げると、歩哨は銃を差し出して、そのままへなへなとへたり込んだ。

　凱も敵に向けて銃を放つ――はずが弾が出ない。

　単純な故障だ。

　小さく舌打ちする。

　だが、その瞬間にこちらへ飛んで来た。

　弾丸ではなく、銃そのものが。

　弐華が倒した相手から奪ったライフルを、後ろを振り向きもせずに放ほうり投げたのだ。

　凱はそれをキャッチ。セーフティを確認。解除済み。

　セレクタは？

　単発から、バーストへ切り替え。

　二秒で作業を終え、左の歩哨へ銃口を向ける。

　三発ひと塊かたまりの銃声。戸惑う相手の腹に、赤く歪ゆがんだ花が咲いた。

「ちゃんと死んどけよ。オレはあいつと違ってちゃんと空気読んでるからな。そっちのルールに合あわせてやる。殴る蹴けるってのは、あまり好きな手段じゃないからな」

　促されてから初めて自分の死に気づいたような顔で、歩哨は仰あお向むけに倒れた。「キミ、わざわざそーやって、あたしとの差異を強調しなくてもいいんじゃない？」

「さっきだって意見割れただろーが。そもそもオレとお前の息が合ってるように見えているというのが何かの間違いなんだ」

　実際、呼吸が完かん璧ぺきという事実はこの際棚に上げる。

　さっきだって銃を持ってきた凱まさるがあのタイミングで発砲しない事からトラブルを察し、見て確かめる事さえなく代わりを放ほうってよこしたのだ。

「……ま、ここはお前が暴れるターンだ。存分にやれ」

「暴れるってのは心外ね。活躍するって言ってよ」

「暴れるで充分だ」

「ま、いいか」

　無む体たいな事を凱に言われても、存分に戦えるのが嬉うれしいのだろう。迷めい彩さいの袖そでをめくり直し、しっかりポーズを取って名乗りを上げる。

「正義の味方、春日部かすかべ弐に華け参上っ！　本気で戦う気があるなら、どこからでもかかってきなさいっ！」

　校庭の真ん中で晴れやかな声を上げる弐華に、今度こそしっかりと光が当たる。

　それは既に敵兵を探し出す敵意に満ちた光ではなく、闇やみの中で誰だれが主役であるのかを示すスポットライトだ。

　校舎から飛び出した五〇人ほどの生徒が、やはり銃器を構えて弐華を取り囲む。しかし、まだ誰も撃ってこない。いかにも雑ざ魚こキャラと主役という構図。それこそ『無双』系のゲームが始まりそうな光景だった。

「し、慎重に行動しろ！　同士討ちになる！」

　誰かが気づいて声を上げた。弐華を中央に全員で輪を描えがいたから、彼女が避よければ弾丸は向かいの仲間に当たる。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよだけで、弐華には充分だった。

　ダッシュし、円陣の一点を強きよう襲しゆうする。

　プレイヤーワインダーを放ち、アサルトライフルに絡めて引き寄せる。きちんとストラップを装備していない男の手から、あっさりとライフルが奪い取られた。

　それを、そのまま鎖くさり分ふん銅どうのように強引に振り回す。

「ひひゃあっ！」

　包囲陣を成していた生徒たちが、情けない悲鳴を上げて鈍器から逃げ回る。

　いや。彼らの理り屈くつでは危険な銃器がぶんぶん振り回されているという事になるのか。

「たったひとりで群がる大軍をやっつけるのはカッコいいけど、そいつらがみんな弱かったら興ざめだよね」

　ひゅんひゅんと夜風を切り裂く音よりも、弐華の声は鮮やかに響き渡る。

「あたしはさっき『本気で』って確認したよ。弱くても守るもののため、誇りのため、そっちなりの正義のために全力で立ち向かうっていうのなら受けて立つよ。でも、単に命令だとか立場とか――何となく戦争っぽいからって、そんな理由しかないんだったら、おとなしく道を開けて！」

『無双』どころか『十じつ戒かい』だった。

　モーゼが海を往ゆくがごとく、弐に華けの目の前で兵士たちが左右に分かれる。一瞬前までの包囲網が、彼女を讃たたえる花道へと変わる。

　それでも、すぐには止められないのでまだ頭上でライフルをぶんぶん周回させているのはちょっとマヌケだったが。

「な、何をしている！　隊列を乱すな！　取り囲んで、力押しにしろ！　誤ご射しやがあっても構わん！　どうせペイント弾だ！」

　遅れて校舎から飛び出し、大声で叫さけんでいるのは上うえ杉すぎだった。

「いけないな。ペイント弾だから撃たれていいなんて」

　その耳に、冷たい指し摘てきが届く。

　凱まさるだった。

　手にしたライフルの銃口は、上杉のこめかみに向けてぴたりと静止している。

　派手な動きの弐華が全員の目を引きつけている間に、闇やみに紛れて校舎縁べりを迂う回かいし、昇降口へ接近していたのだ。

「それを言っちゃったら、あんた、自分たちが本気でやってるんじゃなくて、幼稚なゴッコ遊びだって自ら認めた事になっちゃうぜ。自分たちが不利になったらいきなりルールを反ほ故ごにするなんてのは、いかにもな小悪党のやり口だ」

　自分で言ってても今ひとつ歯切れが悪いような気がする。それに、反故という言葉はこの男に問題なく通じただろうか。

「き、貴様……。貴様のせいで！」

　殴りかかってきた上杉に向け、トリガーを絞る。

　吐はき出されたペイント弾が、相手の顔面を汚した。

　だが、血ち塗まみれになり、脳のう漿しようをぶちまけているはずの男は一切のダメージを受けた気配もなく、凱へと拳こぶしを振り上げる。

「……やれやれ。出来の悪いゾンビだな」

　相手のパンチを受け流しながら拳を取り、腕を捻ひねりながら背後に回る。

「ぎゃああああああああっ！」

　関節技の痛みに、上杉が大げさな悲鳴を上げた。顔がん色しよくは青ざめているのか。それとも激げつ昂こうで上気しているのか。塗料まみれで判別できない。

「殴る蹴けるは苦手だが、極きめたり固めたりするのは得意なんだよな」

「貴様のせいだっ！　このオレが、風紀憲兵からただの小隊長に……」

　さて。圧倒的に不利な体勢に固められたのに非生産的な恨み言を止やめないこの男を、どう処分するべきか。

　ルール上で「死んだ」事を認めてない以上、本当に無力化しない限り抵抗を止やめないだろうし。だいたい、向こうが一方的に恨むというのはバランスが取れない。上うえ杉すぎは降格しただけだが、こちらは腹や顔まで蹴けられてるのだ。

　ただし、だからこそここで余計な攻撃なんかしたら私し怨えんっぽいし。

　そんな事を考えていると他ほかの連中を片付けた――というか追っ払った弐に華けが駆け寄ってきた。

「よっと」

「げはっ！」

　いきなり、首筋にチョップ。

　よっぽど的確なポジションに命中したのだろう。一撃で上杉は昏こん倒とうした。

「……おとなしく死んでれば、痛い思いまでしなくてすんだだろうに」

「その言い方って悪役みたいだよ。その痛みは、自らのルールを捨てた貴様に対する罰ばつだ、とか言えばいいのに」

　倒れた上杉を見み下おろし苦笑する。

　どうしてもこういうシチュエーションでのセリフは、弐華には敵かなわない。

　ちらりと振り返ると、他の生徒たちは互いに身を寄せ合あい、遠とお巻まきにこちらを眺めているだけだ。背後から攻撃してくる気配はない。中には、羨せん望ぼうの眼まな差ざしを弐華に向ける者もいる。

「よかったな、人気者」

「ま、注目されるのは嬉うれしいけど、誰だれも立ち上がらないっていうのはね」

　悪いボスに支配されているところへ正義のヒロインが下り立ち、彼女の活躍を目にした人々は尊厳と意志を取り戻して圧政を打だ破はするために立ち上がる――なるほど。それはそれで弐華が好きそうな展開か。

「……あいつらが何人いたって足手まといだろ」

「それもそうか。キミがいれば充分だね」

　肩を竦すくめて苦笑する弐華は、プレイヤー型ワイヤーワインダーを構えながら大おお股またで廊下を歩き始めた。凱まさるも、隣となりに並びながら左右や後方の警戒を担当する。

「貴様っ！」

　前方の曲がり角から飛び出してきた兵士がふたり、ライフルを撃つ。

　だが、弐華の手元でワインダーが閃ひらめく。

　回転したワイヤーが巨大な円を描えがいて弾丸――ペイント弾を弾はじき飛ばす。

　廊下の壁や天井に、赤い飛沫しぶきが飛び散ちった。

「ひっ！」

　驚く兵士に、弐に華けはダッシュで肉薄。

　左手に握っていた携帯電話ヌンチャクを一気に振り下おろす。

　バギッ！

　激しい乾いた音を伴い、ライフルが真っ二つに折れた。

「一度やってみたかったんだよねー。銃弾を弾はじくのと、相手の武器を叩たたき折るのって」

「……いくら何でもそりゃ無理だろ」

　いくら弐華の力でも、人間できる事とできない事がある。

　ほぼ同時に、もうひとりの方を絞め落としていた凱まさるがつぶやく。

「当たり前でしょ。さすがに本物の弾は跳ね返すのとか不可能だから、このチャンスにやっちゃうって事でさ」

　床に転がる、銃の残ざん骸がいを見下ろす。ささくれだった断面は金属ではなく、プラスティックが割れた時に特有の形だった。

　このふたりを最後に後はほとんど抵抗らしい抵抗もなく、凱と弐華は生徒会長室へとたどり着いた。

　執務席には、いつもと同じ雰囲気の直なお衛え。傍かたわらには、武たけ田だひとりが控ひかえている。

「ええいっ！　上うえ杉すぎのマヌケめ！　あれだけの手勢を率ひきいてたったふたり食い止められないのかっ！」

　どこか芝しば居いがかった口調で、ここにはいない仲間を詰なじる武田。

　詰るだけだ。

　銃を構えて凱たちを攻撃するのでも、直衛の手を引いて逃げ出すでもない。

「『３００』は観みた？　別に『七人の侍』でも『マトリックス』の一作目でもいいけどさ。数が多い方が必ず勝っちゃったら、面白くないでしょ？」

「黙れ黙れっ！　少数で勝つのが美しいなどというのは、映画や小説の中だけの話だ。現実は常に冷徹に、戦力に優れる側が勝つ！」

「現実の問題で軽々しく『常に』とか『必ず』とか言うと、頭悪く見えるぞ。ああ、本当に頭悪いから仕方ないか」

　確かに弐華が挙げた映画のように、劣れつ勢せいの側が指揮や作戦、個人の能力で勝利するというのは珍しい事だ。だけど、珍しいというのは少数でも実例があるという意味でもある。

　本格的な軍事や戦史には疎うとい凱でも信長の桶おけ狭はざ間まとか、ハンニバルの山越えとか、バルチック艦隊との海戦とか、有名な逸いつ話わは知っている。武田の方こそ教科書的な原則論を振り回すだけで、現実のすべてを割り切れると思っているのだ。

「まあ、お題目はいいんだけど、逃げるなり抵抗するなり、さっさと終わってくれない？　あなた、正直もうどうでもいいレベルの脇わき役やくだから」

「無慈悲に現実の拳こぶしで気絶するのでも、ミリタリオのルールに従って死ぬのでも、好きな方選んでいいぞ」

　弐に華けがケータイヌンチャクでファイティングポーズを取り、凱まさるがライフルを構える。

「ご、ごめんなさい、会長っ！　こ、これはその……戦術的撤退というか、転進というか……そ、そうですっ！　もしここで自分まで一緒に倒れてしまったら、誰だれが後のちに会長を救出するのですか！　私は最後まで会長の味方です！　捲けん土ど重ちょう来らい臥が薪しん嘗しよう胆たんっ！　待っててくださいっ！　アデューっ！」

　脂あぶら汗あせまみれの顔で、武たけ田だは凱たちが入ってきた扉から逃げ出していった。会長に心しん酔すいしているはずなのに予想外にあっさり立ち去ったが、これはこれで面倒がなくていいか。

「ちぇっ！　アクションシーン、ここで打ち止め？」

「もういいだろ。大して強くもない小悪党で、しかも黒幕の子分でしかない奴やつを吹っ飛ばしても、それほど痛快じゃない」

「ま、それもそうか」

　弐華が武器を畳たたみ、手の中で転がす。

「見事だよ、君たち。どうだい？〈キャビネット〉の〈ヴィジランテ〉はやめるのも自由のボランティアなんだろう？　いっそこのまま、我が校に留とどまって僕と一緒に……」

　着席のままで言葉では余裕ぶっているが、帽子を目ま深ぶかに被かぶっても直なお衛えの顎あごを伝っている冷や汗までは隠せない。

「生憎あいにくだが、この学校ってのは性しように合あわないんでね」

　一歩進み出て、机越しに直衛へと右手を伸ばす。

「そうかい。残念だよ……ん？」

　直衛が、不意に顔を上げる。

　反射的に凱もその視線を追って振り返る。

　逃げ去ったはずの武田が、いきなりドアを開けた。

　武田の手には、サーベル。

「凱！」

「弐華！」

　ふたりの声が重なる。

　振り向いた凱は左手のライフルを捨てながらダッシュし、弐華は机を飛び越えて直衛へと迫る。

　ふたりが交差した直後、銃声が響いた。

　拳けん銃じゆうを握った直衛の右手を、弐華が強引にはね上げ天井へと向けていたのだ。

「そっち、よく気づいたな」

「当然」

　生徒会長の腕を押さえたまま、弐華がウインクで凱に応こたえる。

　凱まさるも、一瞬のうちに武たけ田だの手首を逆に極きめて足を払い、床に組み伏せていた。自らが取り落とした軍刀が目の前数ミリの距離に転がっているため、顔がん色しよくは真まっ青さおだ。押さえている凱の手にも、震えが伝わってくる。

　直なお衛えがわざわざ声を上げて視線をドアに向けたのは、ふたりの注意をそちらに向けるため。そして、実際そちらに武田がいたという事は気を取られたふたりの背後から自身で何かをやるためだ。

　だから、つい直衛に反応してしまった凱がそちらに当たる。この期ごに及んで本気の相手にはペイント弾は通じないから、もちろん素す手でで。直衛の方は弐に華けに任せる。相手が何かしたとしても、彼女なら切り抜けられるはずだ。

「本物じゃなくて改造ガスガン？　どっちにしろ、人に向けて使うモンじゃないでしょ？」

　銃口から硝しよう煙えんが漂っているわけではない。だが、天井にははっきりと弾だん痕こんが穿うがたれている。至近距離で人に命中したら、確実に皮膚を突つき破っていた。

「どうして……打ち合あわせしていたわけでもないのに！」

「……まあ、気が合うって事かな」

　驚く直衛に答えつつ、凱は武田を絞め落とした。

　そう言えば、咄とつ嗟さにお互い名前だけで呼び合ってしまったような。

　いつもはだいたい「お前」「キミ」なのに。

　こんなところまで呼吸が合ってしまうのは、もう自分の意志ではどうしようもないという事なのか。

「で、やっぱり黒幕はこいつなんだよね？」

「つ……っ！」

　凱に確かめつつ弐華が指先に軽く力を込めると、高く掲かかげた直衛の手から改造銃が落ちて鍔つばに当たり、帽子をはね飛ばす。

　押しこまれていた髪が、溢あふれるように肩口に広がった。

　それだけで直衛の印象が一変する。

　少女のような美少年から、少年の面おも影かげを持つ少女へ。

「まさか救出しようとしてた人質が、敵のボスだったとはな。杜もり雄お直衛――いや、大おお成なり萌もえ」

「く……っ」

　凱に名指しされ、ミリタリオの生徒会長は座ったままで視線を逸そらす。

「もっと早く気づくべきだった。ＭＯＲＩＯ・ＮＡＯＥってのは、ＯＯＮＡＲＩ・ＭＯＥのアナグラムだったんだな」

　図星を指されても、当人は俯うつむいたまま答えない。

「反乱軍でも解放軍でも、まあどっちでもいいが……。それを組織し、一度は捕とらえられ投獄されたあんたは、牢ろうの中から前会長にお預けくらってた上うえ杉すぎや武田を籠ろう絡らくしてクーデターを起こさせ、名前を変えて転校生を装い、新たな生徒会長に納まったってわけだ。本来なら今年は三年生のところを下級生って事にしたのは、男女の体格差を少しでもごまかすためか？」

　会長が選挙ではなく、前任者の任命で決まるというミリタリオの制度を利用した手口だ。

　以前から副会長格である武たけ田だと上うえ杉すぎのふたりが協力者で、逆に陽よう子こを閉じこめて一般生徒たちとの接触を絶ってしまうという念の入りようだ。体育を休んでもさほど問題ない事も萌もえの有利に働いた。

　考えてみれば間の抜けた話だった。

　解放軍の連中が写真の一枚でも持っていれば、ここまで手間取らずに解決したはず。

　新しん庄じようの話から判断すれば、彼は本物の萌に対面していない。反乱軍に参加した時点で既に萌は捕ほ縛ばくされていたのだから。

　要するに新庄は、会った事もない女を断片的な情報から伝説の『女神』として崇あがめ、恋していたのだ。おまけに「直なお衛え」を目撃したとしても帽子で半分隠れた顔だけだ。「敵の親玉」という先入観があれば見る目も曇る。

「確かに頭も切れるし、カリスマ性もあった。それにしたってこの状況を一年続けたのは大したもんだが。初対面からどこか胡う散さん臭くさいとは思っていたが、まさか女だったとはな」

　初対面から気になっていた妙な不快感は、要するに正体が女だったからだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「……ひょっとしてキミ、気づいてなかったの？」

　きょとんとした表情で、弐に華けが訊たずねた。

「……お前は気づいてたのか？　いつから？」

「いつからって……最初に会った時からだよ？　声作って、男の子の服着ててもやっぱり骨格とか違うし。まさか捜してる女神様だとは思わなかったけど」

「でも、ほら！　君きみ貴たかとかだってほとんど見分けつかないだろーがっ！」

　例えば、アレと直なお衛え――というか萌もえというか――を同じ服装で隣となりに並べたら、どっちが男でどっちが女か判別困難だろう。

「彼、顔は確かに女の子みたいだし、小柄だけど、骨は普通に男。あたし、てっきりキミももう気づいてて、いちいち言うまでもない事だから黙ってるだけだと思ってた。最初に部下になれって言われた時も、それでああいう微妙な反応なのかなーって」

「あー……」

　呆あきれて口をぽっかり開けながら、顔は恥ずかしさで真まっ赤かという異常な表情になってしまった。

　まさか、よりによって、あろうことか、弐華がひと目で気づいた事実を自分が見落としていたとは。

　秋あき月づき凱まさる、一生の不覚。

　何だかこの女と組んで以来、一生の不覚とか一生の恥はじを何度も積み重ねているような気もするが。

「ま、キミっていろいろ知ってるけど、人間の身体からだを見る眼がん力りきはあたしの方が上だったって事かな？」

「……頼むから黙っててくれないか。さすがに何というか……ダメージがでかい」

　がっくりうなだれるが、落ちこんでいるヒマはない。まだ解明しなければならない事は残っている。

「実動を担当する上うえ杉すぎや武たけ田だがあの程度なら、あんたが状況をコントロールすれば解放軍側に武器や食料を『奪わせる』のも簡単だろう。そうでなきゃ銃器にしろ制服にしろあれだけきれいにあっちとこっちで色分けできるはずがないからな」

　生徒会側がその気になれば、反乱軍に対してもっとも効果的なのは兵ひよう糧ろう攻ぜめだ。水、食料、生活物資、すべて生徒会が夷い供く沙さ群島に運んでいるのだから、管理を厳きびしくするだけで独自のルートを持っていない反乱軍は即座に干ひ上あがる。

　意図的に、形だけ警備した物資運搬をしたり、集積状態の情報をさりげなくリークしたりして、反乱軍を維持させていたのだ。

「ただ、ひとつだけわからない事がある」

　さすがに身を縮めている萌に詰めより、凱は彼女の顎あごをくいと持ち上げてにらみ付ける。

「あんたの動機だ。ミリタリオを思い通りにしたいだけなら、そのまま生徒会長に就任すれば充分のはずだろ。偽名を使って、こんなバカげた戦争ごっこを続けているのは何のためだ？」

「……卒業……」

「え？」

　今までの澄んだソプラノとは違う。消え入りそうに小さな声に、思わず凱まさるは訊たずね返す。

「わ、わたしは、卒業したくないのっ！　この島では、あたしはいちばん偉いままでいられるんだもの！　戦いが続いていれば、あたしが賢い、間違ってないって実感できるし……。卒業する年になったらまた新しい転校生の身分を作れば、この島の最高司令官でいられるんだもの！」

　少年っぽく作った声ではない。本来の女じよ声せいが叫さけんだ。

「はぁ……」

　あまりと言えばあんまりな言い分に、凱はため息を漏もらした。

　学年を変えたのも、要するにそういう理由か。

「オレもまだ学生だから偉そうな事は言えないけどな」

　顎あごから手を放す。

　萌もえが、かくりと頭を下げる。

「学校ってのは、どんなに楽しくても厳きびしくても、一生いる場所じゃないんだよ。いつか出て行く事を前提にしてるから、たいがいの無む茶ちやが許されてるんだ」

〈ヴィジランテ〉としていろんな学校を見てきた凱の、率直な感想だった。

　何もかもを恋愛に結びつけるとか、毎日戦争ごっこだとか、それが許されるのは、高校新法だけが理由ではない。自分たちがまだ未熟で、何のために生きているのかわからない、いわば人生の「お試し期間」として、学校という枠の中で大目に見られているだけだ。

「もちろん、いつか出て行くからこそ、そこにいる間は本気じゃなきゃもったいないって話でもあるけどな」

　凱の言葉はもう聞いていないのか。萌は深くうなだれて動かない。

　まあ、これで事件は解決か。

　生徒たちに事情を説明し、奈な々な佳かたちに事情を報告する。後は抜かりのない奈々佳と君きみ貴たかの事だ。すぐに後始末専門のメンバーを送りこんでくれるだろう。

　これで、後は本ほん土どに戻って夏休みを待つだけ。今度こそ骨ほね休やすめだ。

「あ、そーだ」

　不意に、何かを思い出して弐に華けが声を上げる。

「どうした？」

「ね。『タンマにかまければ、ひからびる』って言葉があるじゃない？　休んでばかりで、ちゃんと修行や練習しないと立派になれないって意味で」

「お前、ひょっとしてそれは『玉磨みがかざれば光なし』って言いたかったのか？　どんな素材もそのまま放置しちゃダメだって意味で」

「それよ、それ！　そうとも言う奴やつ」

「そうとしか言わない」

　休みになれば、このズレた勘違いの相手をする必要もない。

　それにしてもどうして弐に華けは何の脈みやく絡らくもなくことわざを引っ張り出して、しかもこんなに嬉うれしそうに笑っているのか。



    

  
    
      
エピローグ





「ふたりとも、ご苦労様でした。これで安心して夏休みに入れるわね」

　数日後――本ほん土どに帰還したふたりを銀ぎん雲うん学院で出迎えて奈な々な佳かが微笑ほほえむ。

　案件が解決した後は例によって例のごとく。報告する凱まさると弐華、受ける奈々佳とそれを記録する君きみ貴たかの四人という取り合あわせだ。

　結局、ミリタリオ学園は本年度限りで廃校になるらしい。

　軍事云うん々ぬんというカリキュラムは構わないのだが、外界から隔へだてられた孤島では生徒の「自治」に問題があっても発覚しづらく、今回のようなトラブルが生じやすいという点が問題になったのだ。

「今度こそオレは骨ほね休やすめしますよ。南の海はもう嫌になるくらい満まん喫きつしたんで、じっくり温泉で休養します」

　出発前よりは日焼けした顔で、凱がため息をつく。

「ね。温泉、あたしも一緒に行くってどう？」

　いきなり、隣となりに立つ弐華が言い出した。彼女の方が外での行動が多かったはずなのに肌は白いままだった。こういうのも主人公体質という奴なのだろうか。

「何だ、そりゃ？」

「ん～。キミがそんなに行きたがるんだから、どんなに気持ちいいんだろうって気になって。でもあたし、日本の温泉ってよくわかんないし。知ってる奴やつが一緒の方がいろいろ助かるじゃない？」

「ンな事はガイドブックででも調べろ！　どーしてプライベートでまでお前とつきあわなきゃいけないんだ？」

「どーしてって、その方が楽だし楽しそうだから？」

「この『どーして』は不ふ条じよう理りな現実に対する嘆なげきと怒りの表現であって、文字通りの疑問文じゃないっ！」

　頭を抱える凱まさるに、さらに奈な々な佳かが追い打ちをかける。

「何だか、以前にも増して仲良くなったみたいね、ふたりとも」

「「どこが！」」

　確かに息は合あっている。それは認める。認めるしかない。

　そうでなければ、今回のミッションは成功しなかった。

　だけどそれはあくまでパートナーとして相手を理解しているという事のはずだ。仲良しこよしとか、そういうレベルの話ではない――はずである。

「ふたりに、わたしから温泉旅行をプレゼントしようかしら？　元もと木きくん、情報を」

「はい、会長。条件に合うところ、ちゃんと見つけておきましたよ」

　奈々佳の指示を受け、君きみ貴たかがデータを表示する。

「温泉経営を学ぶための高校ですけれど、成分表示や帳簿をごまかす不正の手口が裏カリキュラムとして実行されているという疑いがあります。〈ヴィジランテ〉派遣の必要あり、ですね」

　君貴の説明には淀よどみがない。生徒からの密告だけでなく、複数の情況証拠もある。まだ物証はない。まさにヴィジランテが現場調査すべきターゲットだ。

　しかし――。

「いいですか、会長」

「何かしら？」

「オレの記憶によれば、別べつ府ぷというのは関東地方じゃないですよね」

「そうよ。九州は大おお分いた県。当たり前の話じゃない？」

　奈々佳がにっこり目を細める。

「弐に華けじゃないんだから、当たり前の話だってのはわかってます！　問題はそーいう事じゃなくて、なんで関東第一管区の〈ヴィジランテ〉であるオレが、九州くんだりまで出で張ばらなきゃいけないんですか？」

　表示されている学校名は『スパハイスクール別府地獄谷』。住所は間違いなく大分県。

「ほら。どうしても管区内で転校を繰り返していると目立つでしょ？　秋あき月づきくんみたいに有能なら特に」

「わざわざ目立ちたがりのコレを押しつけてくれたのは会長ですけどね」

　親指を立てて指すと、弐に華けが不服そうに頬ほおを膨ふくらませた。

　新法のおかげで転校もかなり自由になったから、任務のために凱まさるが頻ひん繁ぱんに学校を移ってもさほど不自然ではない。ただし、それでもやはり限度というものがある。

「だから、必要に応じて交換留学生みたいに〈ヴィジランテ〉を取り替えようっていうプランがあるのよ。そのテストケースとしてどうかしら？」

「オレは温泉で骨ほね休やすめをしたいのであって、温泉でコキ使われたいなんて言ってません！」

「冗談よ」

　あっさり答えて、奈な々な佳かは口元を覆おおってくすくす笑う。

「全国のデータを見たって秋月くんほど有能な〈ヴィジランテ〉はほとんどいないもの。わたしとしては、なるべく地元の面倒くさい案件を解決してほしいの。ただ、残念だけどウチの管区には秋月くんの希望に適かなう温泉学校なんてないのよねぇ」

「だから、オレは温泉で休みたいのであって、温泉で働きたくはないんですっ！」

「あたしはちょっとやってみたいかな？　浴衣ゆかたっていうの？　あれも着てみたいしね」

「あら？　春日部かすかべさん、浴衣は初めて？」

「日本の夏が初めてだもん。いーねぇ。浴衣、うちわ、夕ゆう涼すずみに花火っ」

　意外と言えば意外な趣味だった。

　弐華らしくもない、しっとり落ち着いた風ふ情ぜいではないか。メリハリありすぎの彼女に浴衣が似合うかどうか、少々不安なところではあるが。

「ほら。ＴＶテレビムービーだとサスペンスもので温泉ってよく出てくるでしょ？　きっとあたしたちが泊まったらトラブルに巻きこまれるんだよ。で、当然あたしが大活躍して、犯罪は未然に食い止める！　夜空にどーんと広がる七色の花火をバックに、浴衣姿で優雅に立ち回りっていうのもカッコいいじゃない？」

「そんなサスペンスはない！　お前は何か違うものと勘違いしてないか？」

　二時間ドラマではなくＴＶムービーと言っちゃうあたりがアメリカ流。浴衣で花火ではあっても情じよう緒ちよあふれる線香花火とかじゃなく、アクションシーンのバックグラウンドとして大玉の打ち上げ花火。

　和の夏の風情とは一切無関係、支し離り滅めつ裂れつな痛快大だい活かつ劇げきを夢に見る。

　やっぱり弐華は弐華だった。

「だいたいだなぁ、トラブルが荒あら事ごとに発展するのが前提か？　いや、この場合は発展というより悪化とか崩ほう落らくとか壊かい滅めつとか言わなきゃいかんのか？」

「いいんじゃないの？　あたしが出向くっていう事は、そういう状況になりそうだって事なんだし」

　しかめっ面つらの凱まさるの背を、弐に華けは妙に嬉うれしそうにバンバン叩たたく。

「浴衣ゆかた、いいですね。ね、会長。どうせ秋あき月づき先輩が骨ほね休やすめしたいっていうのなら、海辺で温泉もあるところにみんなで旅行するっていうプランはどうでしょうか？」

「おい、待て！　それじゃ任務関係ないだろーがっ！」

　君きみ貴たかの思惑はわかりきっている。要するに奈な々な佳かの浴衣姿や水着姿を見たいというだけの話だ。

　いや。頭の中では既に浴衣姿を思い描えがいているに決まっている。マンガだったら君貴の頭の脇わきにぽわぽわ枠のフキダシが浮かんでて、浴衣の奈々佳がにっこり微笑ほほえんでいるというシーン。

　さすがの事務能力というべきか。それとも事前に下調べしていたのか。君貴の目の前のモニターには今から予約できる宿をしっかり仮押さえした上で、二泊三日の旅行プランが、いくつものウインドウで表示されている。

「ここなんかお奨すすめですよ。料理は地元の新鮮な材料を厳選してますし、知る人ぞ知る穴場で小さな建物の老舗しにせですから、混雑する事もありません」

「で、そのふたり部屋ふたつという仮予約は何だ？」

「男ふたり女ふたりですから、これが自然ですよね？　秋月先輩がどうしても春日部かすかべ先輩と一緒の部屋がいいと言うんでしたら、それはそれで仕方ないですけど」

「こら待て！」

　要するに君貴の本音は、凱と弐華に責任を押しつけつつ、自分は奈々佳と同室になりたいという事だ。

　しかもこの旅館、しっかり混浴や家族風ぶ呂ろまであるらしい。

　これは事務能力の高さではない。既に悪巧みの範はん疇ちゆう。奈々佳が好きだと腹黒さまで伝染してしまうのか。

「お前のソツの無さはそーいう悪巧みじゃなくて仕事で発揮しろ、仕事で！」

「あら？　やっぱり秋月くんって仕事熱心。休暇よりも任務が優先なのね」

「そうね。悪い奴やつをやっつけられるなら、休んでるヒマなんかないでしょ。正義の味方に休息はないっ！」

　奈々佳はすかさず失言につけこみ、弐華はというと例によって無む駄だにやる気満々だ。

「勘かん弁べんしてくれーっ！」

　高校内のトラブルを解決するためには、海の彼方かなたの島にだろうと出向いていくのが〈ヴィジランテ〉だ。

　しかし、その〈ヴィジランテ〉自身の問題は誰だれも解決してくれないのである。

（終）



    

  
    
      
あとがき



　お待たせしました。

『インポッシブル・ハイスクール』の二巻をお届けします。



　外は北風が冷たいかわりに、おでんや鍋なべ物ものが美お味いしい季節になりました。

　しかし、物語の中では太陽さんさん夏真っ盛り。これは一巻が新年度始まって間もない春先からスタートしたからであって、決して女の子の水着を出したかったからという理由ではありません。

　そのために舞台も南の島にある閉ざされた学校にしたとか、そういうよこしまな思惑もありません。

　ありませんったらありません。

　ましてや、本文中でも「マニアックなグラビア」みたいと言っちゃったビジュアルを期待したわけでもなければ、それが表紙イラストになるのを見越してたなんて事は金輪際ないのですよ。ホントに。

　水着と言えば、今回凱まさるの姉し妹まいは水着で勢せい揃ぞろいしてますけど（我ながら強引なシチュエーションでした、はい）弐に華けの両親は上う手まく出番が作れませんでした。ちょっと残念。もちろん、あの親父おやじの水着イラストを見たいという意味ではありません。念のため。

　次の機会には弐華パパと弐華ママもちゃんと本筋に絡めて、彼女の生い立ちの秘密（？）に迫るネタなんてのもいいかも知れませんね。

　どうしても「事件が起きている学校」中心に進めていくとふたりの家族とか、奈な々な佳か＆君きみ貴たかの出番とか作りづらいのですよ。

　今回、担当さんから「オマケとして温泉ネタの番外短編とかどうですか？」という提案もあったのですけど、ページ数の都合などで断念せざるを得ませんでした。余裕があれば、脇わきキャラにスポット当てたエピソードなんてのもチャレンジしたいんですけどね。



　そうそう。脇キャラについてもうひとつ。

　凱の姉妹が今回いろんな事を喋しやべってますけど、あれはあくまで優すぐるなり究きわむなりがああいう考え方をする人というだけの描写であって「アレが正しい」という主張でもなければ、作者である葛か西さいの考えとイコールでもありません。

　いやまあ娯楽小説ですし、いちいち無ぶ粋すいにお断りするまでもない事だとは思うのですけど、念のためって事で。だいたいリビングなのにみんな水着で話し合あってるような内容が、大マジメなはずないじゃないですか。



　さて、今回もイラストの了藤さとふじ誠仁まさとさん、担当のＳさんをはじめとして、多くの方のお力添えで本を世に出せました。

　もちろん、いちばん心強い存在はこれを読んでいる皆様です。

　ご縁えんがありましたら、三巻も宜しくお願いいたします。

　あ、近々他社（ＨＪ文庫）の新刊もありますので、そちらの方もチェックしていただけると嬉うれしいです。





二〇〇九年一二月　高専ロボコンの地区予選をテレビで見ながら

葛か西さい　伸しん哉や
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　葛西伸哉（かさい・しんや）

　　青森県出身、埼玉県在住。

　　合併で故郷が「町」から「市」になった事に未だに慣れずにいる。

　　著書に『恋愛撲滅隊コイスル』（ファミ通文庫）ほか。

　　趣味は観劇と某ＴＣＧだが、最近は時間が取れないのが悩み。



　イラスト

　了藤誠仁（さとふじ・まさと）

　　茨城県出身、練馬区在住のフリーのイラストレーター。

　　鶏もも肉が大好物、特に唐揚げ。

　　ビュッフェランチで唐揚げに釣られて入った時に鶏胸肉の唐揚げだった時の絶望感は異常。

　　この唐揚を作ったのは誰だぁー!!
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